
 

 



はじめに 

兵庫県ＮＩＥ推進協議会 

会長 竹内 弘明 

 

 2025（令和７）年度の実践報告集をお届けいたします。 

 各実践校の皆様にはお忙しい中、１年間の取り組み、そして貴重なご実践をまとめて頂

き、誠にありがとうございました。この実践報告書は実践校の貴重な実践の記録です。ど

うぞ今後の取り組みの参考にしていただければと思います。 

 2025 年は兵庫県で第 30 回 NIE 全国大会神戸大会が開催されました。全国から 1800 人を

超える方々にご参加いただき、「時代を読み解き、いのちを守る NIE」をスローガンに盛大

に開催することができました。 

 実践校の皆様には事前の準備から当日の公開授業や実践発表、ポスター発表等、大変ご

尽力を賜り誠にありがとうございました。 

初日の小川洋子さんの講演や池上彰さんをコーディネーターとするパネル討議は大変好

評でした。２日目の公開授業や実践発表では各分科会で活発な協議が展開されましたし、

ポスター発表では全国各地からNIEの実践を発表してくださいました。 

2025年は阪神・淡路大震災から30年、戦後80年、インターネット普及から30年という節

目の年でした。大会ではこうしたキーワードを取り上げながら活発に議論しました。 

SNS上に偽・誤情報が氾濫し、災害が多発する中、命を守るためには、子どもたちが正し

い情報を取捨選択し活用する力、すなわちメディアリテラシーを育む重要性を改めて確認

し、その手段として、新聞を活用するNIE活動が極めて有効であることを共有しました。 

ところで全国学力学習状況調査においては、毎回新聞について聞いており、新聞をよく

読む児童生徒ほど正答率が高くなっているという調査結果が出ています。 

 2025年度の調査において、小学校では「ほぼ毎日読んでいる」児童は3.6％で「ほとんど

、または全く読まない」児童は77.5％にもなりますが、両者の正答率には、国語で9.6ポイ

ント、算数15.3ポイント、理科11.1ポイントの差がありました。中学校では「ほぼ毎日読

んでいる」生徒は1.7％、「ほとんど、または全く読まない」生徒は81.9％で両者の正答率

には、国語で8.1ポイント、数学13.7ポイントの差がありました。（国立教育政策研究所令

和7年度全国学力・学習状況調査結果） 

また、PISAの調査においても新聞をよく読む生徒の読解力の得点が高いという結果が出

ています。（PISA2018） 

 NIEの取り組みは様々です。小・中・高等学校や特別支援学校など、子どもたちの状況に

よっても多種多様なアプローチがあり、各校では新聞を材料に、様々な切り口で授業を展

開しています。 

新聞は子どもたちと社会をつなぐツールです。広い世界への窓です。新聞をうまく活用

することで読解力や社会的洞察力、社会的思考力や批判的思考力、メディアリテラシーな

ど、変化の激しい時代を生きていく子どもたちに求められる力を育成していくことができ

ます。先行き不透明な時代だからこそ新聞の価値を再認識し、新聞という視点から教育に

取り組むことは大きな意義があります。 

最後になりましたが、NIE活動を推進してくださっています皆様には深く敬意を表します

とともに、心より感謝を申し上げます。今後とも引き続きご尽力賜りますようお願い申し

上げます。 
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【2025 年度兵庫県ＮＩＥ実践指定校】 
通常枠 25 校（◆は継続校 ◇は新規校） 

兵庫県ＮＩＥ推進協議会独自認定校１校 

 
 

〈通常枠〉小学校６校 

     ◆神戸市立鶴甲小学校         神戸市灘区鶴甲 

     ◆甲南学園甲南小学校         神戸市東灘区住吉本町 

◆養父市立宿南小学校         養父市八鹿町宿南 

     ◇西宮市立浜脇小学校         西宮市浜脇町 

◇猪名川町立楊津小学校        猪名川町木津 

◇南あわじ市立沼島小学校       南あわじ市沼島 

 

〈通常枠〉小・中学校１校 

◆姫路市立豊富小中学校        姫路市豊富町御蔭 

 

〈通常枠〉小・中・高等学校１校 

◆愛徳学園小・中・高等学校      神戸市垂水区歌敷山 

 

〈通常枠〉中学校７校 

     ◆西宮市立浜脇中学校         西宮市宮前町 

◆南あわじ市立沼島中学校       南あわじ市沼島 

     ◆姫路市立あかつき中学校       姫路市市之郷町 

     ◇神戸市立雲雀丘中学校        神戸市長田区雲雀ケ丘 

     ◇明石市立大蔵中学校         明石市西朝霧丘 

     ◇姫路市立飾磨中部中学校       姫路市飾磨区細江 

     ◇神戸龍谷中学校高等学校       神戸市中央区神仙寺通 

 

〈通常枠〉高等学校 1０校 

◆兵庫県立伊川谷高等学校       神戸市西区伊川谷町長坂 

◆兵庫県立有馬高等学校        三田市天神 

◆兵庫県立西宮高等学校        西宮市上甲東園 

◆兵庫県立神戸甲北高等学校      神戸市北区大脇台 

◆兵庫県立網干高等学校        姫路市網干区新在家 

◆兵庫県立山崎高等学校        宍粟市山崎町加生 

◆兵庫県立播磨南高等学校       加古郡播磨町古宮 

◆兵庫県立洲本高等学校        洲本市上物部 

◆兵庫県立湊川高等学校        神戸市長田区寺池町 

 ◇クラーク記念国際高等学校クラークスマート芦屋    芦屋市上宮川町 

 

〈兵庫県 NIE 推進協議会独自認定校〉１校 

◆神戸大学附属中等教育学校      神戸市東灘区住吉山手 
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【 小 学 校 】 
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１ はじめに 

本校は、NIE 実践指定校として新聞を活

用した教育実践を始めて、3年目を迎える。

所在地は今から 57 年前に神戸市灘区の六

甲山の麓にニュータウンとして開発された

場所にあり、各年 2 学級、特別支援学級３

学級に 360 人が学び集う学校である。 

2025 年度は、６年生を中心に、新聞を身

近な情報源として、日常生活の中から各教

科を通してインタビューと結び付けた取り

組みを 1 年間進めてきた。 

 

２ 実践の内容 

インタビューを通した新聞づくりでは、

様々なシーンでインタビュー活動を行い、

その内容を用いて新聞づくりに取り組んだ。 

① 友達にインタビューしてまとめよう 

国語「聞いて、考えを深めよう」の学習を 

通して、人にインタビューする際の注意点

や質問内容について考えるきっかけをもち

たいと考えた。そこで、インタビューの仕

方や内容、記事の作成方法を、神戸新聞社

の方を講師にお招きし、子供たちは記事の

書き方や情報の集め方について学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事に起こす際、「一つの段落に一つのテー

マ」「テーマから目を離さない」「同じ話題

は同じ段落に」など注意する観点を教えて

いただいた。その後、隣の友達に尋ねたい

ことを絞ってインタビュー活動を行い、こ

れまで知らなかった友達の良さにも気付く

こともでき、和やかな雰囲気に包まれた。 

また、インタビュー内容を新聞に起こす

という活動を行ったことで、個人でテーマ

を設定して新聞作成をするよりも、他者を

意識した内容となり、意欲的に活動するこ

とができた。 

② 教科横断的な活動で新聞にまとめよう 

家庭科「快適な生活を目指して」では、他

教科と組み合わせることで教科横断的な取

り組みにつなげることができた。保護者の

方に協力いただいて、「家事で楽しいと感じ

ること、工夫していること」を子供たちが

インタビューし、新聞記事にまとめた。記

事にまとめる際は、ＰＣのデジタル共有ノ

ートを活用した。紙媒体だけではなく、Ｉ

ＣＴを活用することにも今回は注力した。

また、ＰＣのカメラを使用し、家事の様子

やインタビューを行った家族を撮影するの 

 

新聞を通して学ぶ 

〜インタビューと⽂章の記述〜 
神戸市立鶴甲小学校  校長  酒井 秀幸  

          教諭  藤岡 敦洋  

新聞を通して学ぶ

～インタビューと文章の記述～

� 神戸市立鶴甲小学校　　校長　　酒井　秀幸

� 教諭　　藤岡　敦洋
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にも使用した。 

児童自身が写真撮影の仕方にこだわった

ことで、伝えたい思いがより具体的となり、

新聞の内容が一層深まっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、記事にまとめる中で、「見出し」の

つけ方にも注意を払い、多くの人に読んで

もらえるような紙面づくりを考えながら楽

しく活動に取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

見出しにこだわることで、読み手の興味

を引く言葉を自分で探し、言葉選びに時間

をかけるようになった。また、ただ書くだ

けではなく、「伝わりやすい言葉とは何か」

「インタビューした方の思いを正確に伝え

るにはどうすればいいか」と熟考し、読み

手を意識するきっかけとなった。さらに、

作成した新聞を学級内で紹介し、新聞コン

クールを行った。「見出し」「本文の内容（言

葉選び、印象的だった文章）」などもポイン

トとして紹介し、友達の名前で選ぶのでは

なく、しっかりと学んだことが活かされて

いるかといった観点をもって取り組むこと

ができた。評価される場所をつくったこと

で、意欲が向上した子供もいた。 

③ 鶴甲小学校の良いところを知ろう 

本校の教職員にインタビューを行い、そ

の先生の紹介や鶴甲小学校の素敵なところ

を広める新聞をつくることで自分たちが通

う小学校の良さを外部に伝える活動を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューの手法については、これま

での活動と同じだが、今回はこれまでの「友

達」や「保護者」と少し違った意識を持ち、

身近な他人という面で、インタビュー内容

をさらに吟味する姿が見られた。また、「礼

儀」「話し方」など、コミュニケーションに

必要なスキルにも注意して行うことができ

た。インタビューは複数人で行い、持ち帰

った内容を精査する時間、「編集タイム」を

設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

そうすることで、記事作成が苦手な子供

も一緒に活動しながら思考が整理され、書
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くべき内容がより明確になった。編集作業

後は、実際の新聞を参考に「句読点のつけ

方」「見出しの文字の工夫」「レイアウト」等

に注意し、新聞を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、校内向けに完成した新聞を教室

で新聞コンクールを開催して他者参照した

り、階段の踊り場に掲示して他の学年の子

供たちに見てもらう機会をつくったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 鹿児島の小学校との NIE 交流 

夏休みに行われた NIE 全国大会発表で活

動を知ってくださった、鹿児島県南さつま

市立川畑小学校の先生と知り合ったことで、

９月下旬に NIE の取り組みに関する交流を

行った。川畑小学校は５年生が対象で、同

じように新聞づくりに取り組んでいた。両

校の小学校紹介などの時間を設けながら、

本校の新聞づくりに関する取り組みを伝え、

川畑小学校での今後の新聞づくりに活かし

てもらう交流となった。本校にとっても、

他校との交流は大変有意義なものとなり、

より一層新聞づくりに対する意欲が向上し

た。さらに２月には、２回目の両校の交流

会が行われ、川畑小学校で作られた新聞を

見て感想を述べるといった交流が見られ、

両校の実践を称え合えることができた。こ

うした交流は、NIE 活動を進めるうえで、児

童の意欲も向上し、刺激を受けるものとな

った。 

⑤ 総合「地域の良さを伝えよう」 

家庭・学校に続き、最後に地域へと目を

向ける活動に取り組んだ。地域の方に自分

たちの街の素敵な点・課題点をインタビュ

ーする活動を行い、鶴甲地域に暮らす人々

が、地域をどのように思っているのかを知

ることを目的とした。また、そのインタビ

ュー内容をもとに、さらによりよい地域に

するために自分たちにできることを考え、

地域の一員として良さを伝えたり改善策を

考えたりすることに取り組もうと考えた。

インタビューは、地域に長く住まれる自治

会の方や校区内にある老人ホームで働かれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている方にさせていただいた。「素敵なとこ

ろ」「良いところ」だけではなく、「困ってい

るところ」を聞くことで、これから考える

改善点につなげていった。今回はグループ

で新聞作成を行い、編集作業後もグループ

で１枚の新聞を作り上げた。話し合うこと

で、見やすいレイアウトにもこだわること

ができた。 

さらに今回は字数を制限し、記事内容を 
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精選することにも試みた。児童は「短く言

い表せる言葉はないか」「削れるところはな

いか」など、文章を推敲する時間を多くと

ることで、話し手の気持ちにぴったりな言

葉を探す経験を行い、改めて文章を作るこ

との難しさと面白さを感じることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

〇成果 

一つ目は、インタビュー活動を繰り返す

ことで「聞く力」「考える力」が大きく育っ

たことである。相手の話をより深く聞き出

そうとする姿勢や、５Ｗ１Ｈを意識した具

体的な質問、段取りに縛られず柔軟に聞こ

うとする力が伸びた。また、話題の分類や

段落構成を意識した編集作業により、必要

な情報を選び取る力や推敲の意識も高まっ

た。 

二つ目は、新聞の構成や表現を意識しな

がら記事を書くことで、「伝える力」「書く

力」が向上したことである。見出しの工夫、

写真撮影の仕方、言葉の使い方にこだわる

姿が多く見られ、「読み手を意識する」姿勢

が確実に育っていった。さらに、新聞コン

クールによる他者評価や友達の作品から学

ぶ機会が、自己表現を見直すきっかけや学

びに向かう意欲の向上につながった。これ

らの積み重ねにより、主体的に学ぶ態度が

顕著に表れたことは、今後の子供たちの学

びに大きな影響を与えたはずである。 

〇課題 

一つ目は、インタビューや新聞づくりに

熱心に取り組むあまり、「決められた時数よ

り多くの時間をとってしまった」というこ

とである。特に質問内容の精査や編集作業、

見出しの工夫など、深めれば深めるほど時

間がかかり、単元計画の調整が必要だと強

く感じた。 

二つ目は、インタビュー内容の質にばら

つきが出たことである。同じ人にインタビ

ューする際、「なぜ」「どうして」に踏み込め

ない児童も多く、具体性が不足したために、

出来上がった記事が単調なものになってし

まう場面が見られた。また、言っていない

ことを書いてしまいそうになったり、聞き

漏らしによってつじつまが合わなくなって

しまったりするケースが見られ、必要な情

報の取捨選択が難しいと感じた子供たちが

いた。さらに、写真の扱い方や文章のまと

め方など、実際の新聞表現に近づけるため 

には、より継続的な指導とモデル提示が求 

められ、指導の難しさを痛感した。今後、こ

のような活動を行う際は、時間配分の工夫

と質問づくり・編集に向けた指導者として

のスキルアップが必要だと感じた。 

 

４ おわりに 

2025 年度、初めてこの NIE に取り組み、

まとめを作成している今、私自身が様々な

ことを考え、経験できたことが一番の収穫

であった。本実践で、新聞づくりを通して

インタビュー活動や記事作成に取り組む中

で、子供たちの「聞く力」「考える力」、そし

て読み手を意識した「伝える力」が着実に

育ったことは言うまでもない。相手の思い

を引き出そうとする姿勢や、情報を整理し

て分かりやすく表現しようとする姿から、

主体的に学ぶ態度の高まりも見られた。多

くの課題も見つかったが、活字離れが進む

中で子供たちが新聞というツールを使って

学び続ける姿を見届けられたことが、何に

も代えがたい喜びである。 
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NIE 活動を通じた主体的な学び 
甲南学園甲南小学校 
学園長兼校長      祢津 芳信 
School Librarian   田代 弘子

１ はじめに 

甲南小学校・幼稚園は、創立者・平生釟三郎

が掲げた「健全な常識を持った、世界に通用す

る紳士・淑女たれ」という建学の精神のもと、

徳・体・知のバランスがとれた教育を実践して

いる。 現在、研究テーマに「個別最適な学び・

協働的な学び」を掲げ、児童が主体的に学べる

学習環境の充実を図っている。 

児童一人ひとりが、自らの興味・関心に基づ

いて問いを立て、他者と対話しながら納得解

を見出していく。そのような「主体的な学び」

を実現するための強力なツールとして、私た

ちは「NIE（Newspaper in Education：教育に

新聞を）」に着目した。新聞は、社会の「今」

が凝縮された情報の宝庫であり、教科書と現

実社会を繋ぐ架け橋である。本報告では、NIE

導入２年目における具体的な実践と、そこか

ら見えてきた児童の変容について詳述する。 

 

２ 「平生釟三郎 没後 80 年」展示会 

～歴史と社会をつなぐ～ 

本校評議員であり、元 NIE 推進協議会会長

の秋田久子氏より寄贈された神戸新聞の「一

面コレクション」は、本校にとってかけがえの

ない教育資源となった。これを用い、学校の歩

みと社会の変遷を重ね合わせた「未来に伝え

たいニュース」展を校内で開催した。  

児童たちは、自分たちが毎日通う学校の歴

史が、日本、そして世界の歴史と地続きである

ことを目の当たりにした。展示を見た児童か

ら、「平生先生は、戦後、疎開先から帰ってき

た子どもたちの無事を見届けてから亡くなっ

たんだ」という声が上がった。これは、単なる

知識としての歴史ではなく、時代背景を伴っ

た「生きた実感」としての学びが生まれた瞬間

であった。 

展示をより身近なものにするため、図書委

員会が中心となり、平生先生の言葉を引用し

たオリジナルしおりや、平生先生の肖像をデ

ザインした缶バッジを配布するイベントを併

催した。全校生が楽しみながら建学の理念に

触れる仕掛けを作ったことで、低学年から高

学年までが、新聞というメディアを通じて自

校のルーツを再確認する機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「平生釟三郎 没後 80 年」展示会〕 

 

３ NIE 全国大会神戸大会での公開授業 

さらに、NIE の核となる活動として、書評合

戦「ビブリオバトル」を新聞に応用した独自の

探究学習「シンブリオバトル・プログラム」を

開発した。これを総合的な学習の時間に系統

立てて組み込み、第 30 回 NIE 全国大会神戸大

会において４年生が公開授業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

〔NIE 全国大会神戸大会公開授業の様子〕 

NIE 活動を通じた主体的な学び

� 甲南学園甲南小学校　　学園長兼校長　　　　祢津　芳信

� School Librarian　　田代　弘子
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① プログラムの構成（5 つの STEP） 

シンブリオバトル（SB）は、記事を紹介する

だけでなく以下の5段階を経て学びを深めた。 

STEP 1：自分で作った新聞で SB 

自ら記者となり、身近

な出来事を新聞にする。

「送り手」の立場を経験

することで、見出し・リー

ド・写真といった記事構

成の重要性を理解する。 

STEP 2：こども新聞の記事を読んで SB 

複数のこども新聞から、「面白い」「伝えた

い」と思う記事を選択する。情報の取捨選択

という、主体的な学びの第一歩である。 

STEP 3：友達の選んだ記事で SB 

  本プログラムの独自の試みとして、あえ

て「友達が選んだ記事」を担当して、プレゼ

ンを行う。他者の視点を自分なりに解釈し

て伝えるプロセスを通じ、多角的な視点を

養う。 

STEP 4：チャンプ記事で討論 

  最も読みたくなった「チャンプ記事」を決

定する過程で、なぜその記事が心に響いた

のかを言語化し、集団で思考を深める。 

STEP 5：課題発見と解決策の立案 

  記事の内容を「事実」として受け取るだけ

でなく、そこにある社会課題に対し、「自分な

らどう解決するか」を考える。 
② 公開授業の様子（4 年生 28 名） 

4 年生の公開授業では、児童たちが「今、も

っとも伝えたい記事」を手に、熱気あふれるプ

レゼンテーションを展開した。 

 

 

 

 

 

 

 

〔東京新聞 ９月２日〕 

例えば、社会人野球（都市対抗野球）を取り

上げた記事を選んだ児童は、「なぜ東京ドーム

で行うのに『大人の甲子園』と呼ぶのか」とい

う疑問を呈した。ここで重要なのは、本校の

NIE 活動において導入している「NIE ノート」

の三段階思考（感動・疑問・意見）である。こ

の児童は、疑問に対して「社会人であっても、

甲子園を目指す高校生と同じくらいの熱量と

喜びがあるからではないか」という自分なり

の仮説（意見）を堂々と発表した。 

また、チャンプ記事に選ばれた「原爆で体験

した言葉を本に（朝日小学生新聞）」をプレゼ

ンした児童の姿も印象的であった。授業後、新

聞記者の取材に対し、その児童は「選ばれたの

は嬉しいけれど、みんなの記事も良かった。記

事を通じて戦争について知ってもらえて良か

った」と答えた。勝敗というゲーム性を入り口

にしつつ、最終的には「情報の価値を共有し、

共に社会を考える」という高次の目的に到達

していた。 

予選通過の記事 

１．ペンギンの捕食世界初撮影 

毎日小学生新聞 7/2 

2．社会人の頂点を目指す大人の甲子園 

毎日小学生新聞 7/31 

3．「はやぶさ２」サンプルリターン 

毎日小学生新聞 7/26 

4．日本人が乗った「ソユーズ」 

毎日小学生新聞 7/12 

5．暑さに強い体を作ろう 

読売 KODOMO 新聞 6/12

6．日本一の産地を守ろう（サクランボ）  

毎日小学生新聞 7/7 

7．トカラ列島地震 4.2cm 動く 

毎日小学生新聞 7/12 

8．原爆で体験した言葉を本に 

朝日小学生新聞 7/24 
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授業後の講評では、「子どもたちが新聞の中

に自ら価値を見出し、主体的・対話的に学びを

深めていた」「学校図書館がうまく機能してい

る」と評価をいただいた。 

当日の様子は、神戸大会を通して大活躍を

されていた「グラフィックレコーディング（グ

ラレコ）」として、その日の学びが 1 枚の美

しい図にまとめられた。内容を振り返る貴重

な資料となったことに、改めて感謝申し上げ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔らくがきレコーダーズ神戸〕 

〔児童の新聞意識調査〕 

事後アンケートでは、「新聞を読む頻度」が

38.4％から81.5％(+43.1pt)へ、「記事について

対話する頻度」が50.0％から 74.1％(+24.1pt)

へと大幅な増加を示した。これは、本プログラ

ムが学校内の学習に留まらず、社会的なテー

マを巡る対話の機会を日常生活（家庭等）にま

で拡張させたことを意味している。児童が「推

し記事」という共有可能な発信源を持つこと

で、他者とコミュニケーションを図りたいと

いう内発的な欲求が喚起された結果と言える。 

 今後も、新聞を通したコミュニケーション

の在り方を探っていきたい。 

４ パネル展示と地域・全国への広がり 

NIE 全国大会のロビー展示では、本校の２年

間の歩みを「ふれる・つくる・かんがえる」の

視点で紹介した。また「伝統文化の継承（６年

生）」と題し、地元・神戸市東灘区のだんじり

曳行体験を通じた地域交流の記録を号外とし

て展示した。 

当日は６年生９名が参加し、自らの言葉で

号外の内容について「30 秒プレゼン」を行っ

た。だんじりの上から見える景色やお囃子の

音、統率のとれた踊りなど、実体験に基づいた

発表に対し、来場者から温かい拍手と質問を

いただいた。ホールで着席して話すのとは異

なる、ポスターセッション形式での発信は、児

童にとって極めて貴重な経験となった。 

これらのポスターは、メディフェス横浜

2026（ニュースパーク日本新聞博物館）や、東

灘区の「住吉だんじり資料館」でも順次展示さ

れ、校外への発信を継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔だんじり曳行体験での児童〕 
 さらに、メディフェスでのご縁から「しまん

と新聞ばっぐ」の高村さんと繋がり、児童と共

に神戸新聞の連載『かなしきデブ猫ちゃん』の

絵柄を用いた新聞ばっぐを作成し、ＳＤＧｓ

について思考を深める契機となった。 

 

 

 

 

 

〔しまんと新聞ばっぐ〕 

項目 

実践前 

(%) 

実践後 

(%) 変動値

新聞を読む頻度 

(毎日・ときどき) 38.40% 81.50% +43.1pt

記事について対話 

(よく・ときどき) 50.00% 74.10% +24.1pt
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５ 公開授業後の展開 STEP5 

ステップ 5 において、児童は「大阪・関西万

博」に強い関心を持ち、自主的に関連記事を収

集し始めた。新聞や図書館資料を活用し、万博

のテーマに対する自身の意見を「パビリオン」

として構想・発表する活動へと発展させた。 

ここでも「NIE ノート」の三段階思考が、単な

る事実の受容を、批判的・創造的な思考へと結

びつけるメタ認知ツールとして機能した。特に

「疑問に対して必ず自分なりの答えを用意する」

という指導を徹底したことで、自ら課題解決の

視点を持つ姿が見られた。 

発表会では、互いのパビリオンを巡り、その国

の特徴を反映したシールを集める工夫を取り入

れたことで、楽しみながら学び合う意欲に繋が

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔甲南万博パビリオン巡り〕 

 

６ 新たな展開 

未来へのシンブリオバトルと未来新聞 

 活動中、ある児童から「新聞は未来のことを

書いていないのか？」という問いが出た。これ

に対し「新聞には今の課題と地続きの未来が

書かれている」という気づきが生まれ、全員で

「2050 年 3 月 6 日の未来新聞」を作成するこ

ととなった。 

はじめに、現在の課題であるトピックを切

り抜き、三段階思考で未来の解決策を構想。理

想教育財団の「はがき新聞」や「壁新聞」を用

いて形にした。 

「はがき新聞」を用いたシンブリオバトル

形式の発表を行ったが、児童の意識は次第に

チームの壁新聞で自分達の考えをどう表現す

るかという点に注がれていった。 

作成過程では、児童自ら「だれにでも読みや

すい、やさしい日本語の新聞にしよう」と提案

があり、ルビ振りや大きな文字、読み上げ機能

付き QR コードを配置するなど、ユニバーサル

デザインを意識した工夫が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

〔未来新聞発表会〕 
完成後の壁新聞発表会を終えると、以下の

ような議題で討論が行われた。 

 1 組：「地球は絶滅すると思う？」 

「子どもに選挙権、ほしい？」 

 2 組：「家事を全部ロボットがしてくれ   

る未来は幸せ？」 

    「すべての人が過ごしやすい街   

を作るための工夫は？」 

討論は白熱し、特に家事ロボットの議論で

は「人間がわがままになるのでは？」「人間が

やることは家事だけではない」といった意見

から、最終的に「愛とは何か」という本質的な

問いにまで発展した。 

事後のノートには、自分の考えがびっしり

と綴られており、児童の著しい成長を実感し

た。今後も新聞を通じ、自らの頭で考え、自分

の言葉で表現できる力を育てていきたい。 

 

 

 

 

 

 

〔児童の事後ノート〕 
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情報を活用し、自分の考えをつくる 

～自分らしく、豊かに生きるために～ 
養父市立宿南小学校   校長   中村 雅志 

教諭   西岡ひかる   福井 克宏 
                     安本 由香   菅原 幹生 

１ はじめに 
本校は、養父市北部に位置する、全校児童 26

人の小規模校である。地域の先人である江戸時

代の儒学者「池田草庵」先生の教えをもとに、家

庭・地域とのつながりを大切にしながら学校教

育を推進している。 

2024 年、同和問題を取り上げ、差別解消のた

めに学校教育において、子どもたちにどのよう

な力を身につけさせるべきかという校内研修を

行った。科学的根拠のないこと（迷信や噂等）に

よって様々な不合理が生じることに気づき、こ

れらに惑わされず正しく判断し行動する態度を

養うことが肝要であることを共通理解した。そ

れを基本として、2024 年度 NIE のテーマを「情

報を活用し、自分の考えをつくる」ことができ

る児童の育成とした。さらに、NIE の年間カリ

キュラムを作成し、2025 年度は、低学年部（新

聞に慣れ親しもう）・中学年部（自分が体験した

ことを発信しよう）・高学年部（情報を活用し、

自分の体験をもとに表現しよう）と NIE の実践

を系統的に取り組むこととした。 
また、６月 25 日には、神戸新聞社 NIE・NIB

推進部シニアアドバイザー三好正文氏を招聘し、

NIE の研修を行った。そこで、学年に応じた取

り組みやすい NIE 実践（※１）をワークショッ

プ形式で紹介していただいた。また、新聞の特

長から読み方、NIE で育むことができる力やフ

ェイクニュースの見つけ方など新聞のいろはを

楽しく学び、教師も児童と共に主体的かつ多角

的に情報を扱う醍醐味を再確認する機会となっ

た。 
※１〇新聞に載っている大きな数を探そう。〇

まわしよみ新聞・新聞から癒やしを見つけよう。

〇新聞から夏を見つけよう。〇バラバラ四コマ

漫画を完成させよう。〇新聞紙でファッション

ショー〇新聞から知ってるカタカナを探そう。

〇新聞からクイズの答えを探そう。 
〇新聞からいろいろ集め（動物、食べ物、スポ

ーツ、乗り物、気になる記事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 実践の概要 
（１）新聞閲覧コーナーの設置 

配達された新聞を全校生が読めるように、

こども新聞を含む一般紙を１～４年生のワー

クスペ―ス（２階）、５・６年生のワークスペ

ース（３階）に置いた。また、神戸新聞社より

寄贈された閲覧台を設置したことによって、

児童は、より見やすく手に取りやすくなり、

興味・関心のある記事に目を通すようになっ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

情報を活用し、自分の考えをつくる

～自分らしく、豊かに生きるために～

� 養父市立宿南小学校　　校長　　中村　雅志　　　　　　　

� 教諭　　西岡ひかる　　福井　克宏

� 安本　由香　　菅原　幹生
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（２）各学年の取り組み 
①１・２年生 
○図工 新聞を切ったり、つなげたりして好

きな世界を作った。 
「しんぶんと なかよし」「くしゃくしゃ ぎゅ

っ」「つないで つるして」 
○幼小連携「無限しっぽとり」 

新聞紙を細長く切り、しっぽとりをした。し

っぽを全て取られても、新しいしっぽをつけ

て参戦できるのが利点である。最後はしっぽ

を丸めてダンボールの中に投げて入れるゲー

ムにして、新聞に慣れ親しみながら活動した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○国語「習った字をみつけよう」新聞記事の中

からこれまでに習ったカタカナや漢字をみつ

けた。 
○生活「冬となかよし」新聞記事の中から冬だ

と感じるものを見つけて発表した。 
○学活｢学級での出来事を新聞にまとめよう｣
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②３・４年生 
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三好氏から「５Ｗ１Ｈ」が示され、それに答

える形で言葉を当てはめていくと自然と記事

になっていった。こうすることで文章作成に

対する抵抗感も緩和されていった。また三好
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記事の内容が分かる） 

・はじめに 結論を書く 

・人とちがう 記事（独自性） 

以上が大切であると教えていただいた。 
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毎日記事を書いておられた方の言葉は重く

説得力があった。講習を受けた児童にとって、

「自分の体験を文章化できたこと」や、「文章

の組み立てを考え、書くコツがわかったこと」

が大変意義深い授業であった。 

 

 

 

 

 

2025 年 7 月 9 日神戸新聞朝刊 

 

③５・６年生 
朝のスピーチでの活用 
５・６年生は、朝のスピーチで新聞記事を活

用している。新聞から関心を持った記事を選

び、その内容について概要を説明し感想を伝

える。聞いている児童は、気になったことを発

表の後に質問をしたり感想を伝えたりする。 
このやりとりの積み重ねにより、毎日のニ

ュースにあまり関心を持たなかった児童が、

社会の様子に少しずつ関心を示すようになっ

た。また、新聞記事を切り抜き、そこで使われ

ている漢字の練習をするなど、自主学習に新

聞を活用する児童の姿も見られた。 
＜児童の感想＞ 
・社会の出来事がたくさんわかったし、新聞

の構成もよくわかりました。これからも新

聞を読むようにしていきたいです。 
・新聞の発表は難しいけど、自分で新聞記事

の発表をしていろいろなことが知れたし、

友だちの発表を聞いて「上手だな。」と思い

ました。世界で何が起こっているかが分か

り、みんなの伝えたいことも分かりました。 
・いろいろな記事を読んで世の中のいろいろ

な情報を知ることができました。それによ

って、いろいろな情報を読み解くことがで

きるようになりました。新聞を読むことが

楽しくなって、新聞の面白さが分かりまし

た。これからは、時間があったら新聞を読ん

でみたいです。 
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④新聞づくりアプリ「ことまど」の活用 
昨年度、神戸新聞社教育 ICT 部ことまど普

及委員会事務局の武藤邦生氏とオンラインに

て新聞作りにおけるアドバイスをいただいた。

それを参考に、2025 年度も「ことまど」を活

用して新聞作りに取り組んだ。 
 
〇５年「社会をよくするための課題」を新聞に 
 国語の単元「『子ども未来科』で何をする」

の学習で、社会をよくするためにどんな課題

があるかを考え、「ことまど」を使って新聞作

りをした。課題と思うことについての情報を

集め、資料を活用しながら文の構成を考えた。

「食品ロス」「海洋プラスチックごみ」「いじ

め」など、それぞれ自分が課題に思うテーマを

設定し、調べたことを、伝わりやすいよう考え

て新聞の作成を進めた。新聞を作るにあたり、

もう一度新聞を手に取り、構成などを確認し

ながら作っていった。試行錯誤しながらも本

格的な新聞を簡単に作ることができ、自分の

考えを友だちに伝えることができたことに達

成感を感じられた取り組みとなった。 
 
〇６年「おすすめパンフレットを作ろう」 
「ことまど」を活用し、国語科の単元「おす

すめパンフレットを作ろう」に取り組んだ。今

回は「２記事・２写真」のテンプレートを使用

し、課題は「相手や目的を明確にして、推薦す

る文章を書こう」と設定した。 
ある児童は、新しくタブレットが導入され

たことを受け、「誰でも気軽に楽しめ、勉強の

合間に息抜きができるブラウザゲーム」を紹

介することにした。目的が明確だったため、構

成から編集までスムーズに進めることができ、

「ことまど」の直感的に編集できるという特

長が非常に有効に働いた。完成した新聞を印

刷してワークスペースに掲示すると、他学年

の児童も興味深く読んでくれた。作成した児

童も、自分の表現が他者に届く喜びを感じ、大

きな達成感を得ることができたようだ。 

３ 成果と課題 
今年度は年間カリキュラムをもとに、 
低学年の「親和」 
中学年の「発信」 
高学年の「活用・表現」 

と、発達段階に合わせたステップで NIE の実践

を重ねてきた。各教科に少しずつ新聞を取り入

れたことで、子どもたちがより主体的に、楽し

みながら学びを深める姿が見られるようになっ

た。系統的な取り組みによって高学年でできる

ことが増え、学びの幅もぐんと広がっている。 
少しずつではあるが、社会の動きに関心を持

ち、自分の体験を通して考えを持てるようにな

ってきた。「伝えるのが楽しい」と感じる子や、

友だちの考えを大切に受け止める子が増えてき

たことは、大きな喜びである。 
講師の三好氏からは魅力的な実践を数多く紹

介していただいたが、日々の活動に追われ、十

分に取り組めなかった場面もあった。しかし、

NIE の実践で育まれる「社会の課題を見つけ、

解決のために行動する力」は、現代の学校教育

が目指す資質・能力そのものである。これから

も、一人一人が未来を生き抜く力を育みながら、

その学びを地域や自らの夢へとつなげていける

よう、温かな土台づくりを推進していきたい。 
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ＮＩＥで子供の学びの第一歩を支える 
    西宮市立浜脇小学校 校  長   有元 宏次 
       主幹教諭  小園井 大樹 

１ はじめに 
 隣接する浜脇中学校で、実践されている

NIE について、2025 年度より浜脇小学校でで

も取り組むことにした。小学校と中学校の連

携を深め、進学にあたってのギャップを小さ

くすることは、ねらいのひとつである。 
 一方、浜脇小学校として NIE に取り組みが

必要と考えた背景を述べる。子供のおかれた

生活環境面からは、①インターネットを介し

たメディアに触れる機会の増加、②伴ってそ

れらを視聴する時間の増加、③共働き家庭の

増加による家庭での学習機会・学習時間が減

少、④サブスクリプションの普及によるサー

ビスの個別化と児童が得る情報リソースの偏

りが挙げられる。そうした環境にある児童が

見せる学校での学びの姿の面からは、①読ん

だり、手順を理解したり、意味を考えたり、問

いをもったりする活動の忌避傾向、②パワー

ポイントや動画など、直感的に示されたもの

から得る情報をそのまま結論であったり、正

解としたりする傾向、③相対的に日本や世界

の情勢についての関心の低さ、が挙げられる。 
 これら背景について、現代の子供たちの情

報の取得から理解に至るプロセスも大切にし

ながらも、小学生が幅広い情報にふれ、より多

面的に思考し、多様な考えや行動を生み出す

原動力をつけることにNIEの取り組みは適し

ていると考える。また、中学校での実践に向け

て連携の観点から素地を養うことは、本中学

校区の取り組みとして意味のあるものである。 
 本校の児童の良さを、より多面的に価値づ

け、児童の発達に沿った育ちを促したい。浜脇

小学校での取り組みのスタートのねっこはこ

こにある。 

２ 実践の概要、研究テーマ 
（１）2025 年度の実践の概要 
①１から６年生まで、各社の NIE のサイト

などから、ワークシートを年 3 回~6 回程

度取り組むこととした。 
②浜脇タイム（朝の帯タイム）の学習時間や

教科の学習と関連付けられるものがあれ

ば教科として取り組むことも可能とした。 
③初年度で、児童も教師も初めて経験する

ケースが多いことが想定されたので、児

童の実態や学習の目的に応じて、高学年

であっても、低学年用の易しいワークシ

ートの活用も可能とした。 
④５・６年生は、まとめ新聞や掲示物を学習

成果として作成する機会もあるので、記

者の派遣を通し、新聞の構成などを学び、

学習に活かすこととした。 
（２）研究推進との連携 
自ら学び続ける子の育成を目指して 

～自己調整学習ができるようになろう～ 
のテーマのもとに、様々な教科や領域で研究

を推進していく。それらの研究活動の一環と

して、次の２点を NIE と関連する事項として

取り上げた。 
① 作文指導 
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から、自分の考えを記述で表現することに
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NIE で子供の学びの第一歩を支える

� 西宮市立浜脇小学校　　校　　長　　有元　宏次　

� 主幹教諭　　小園井　大樹
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ためにも、テーマ設定は大きなポイントに

なる。 
② NIE（Newspaper in Education） 

膨大な情報が行き交う情報化社会で、正

しい情報を取捨選択し、読み解く情報活用

力が必要である。そこで、新聞を学校での学

習に活用することで、社会への関心を高め、

自分ごととして考えを深めることにつなげ

ることをねらいとする。また、語彙力を増や

す機会とする。 
（３）研究テーマ 
NIE で子供の学びの第一歩を支える 

NIE を手段としてとらえ、浜脇小学校の児

童がより学習への自主性や自発性、ひいては

主体性につながるように、様々な教育活動の

一つとして、取り組みをスタートすることと

した。 
 また、浜脇中学校との連携の一環として、あ

いさつ運動などと併せ、児童や生徒にとって

なじみのある活動となるように工夫すること

とした。 
 
３ 新聞の置き場と整理の方法 
（１）新聞の置き場 
① 校長室前の保管場所 

 
校長室前に掲示の終わった新聞の保管場所

を設けた。ワークシートなども印刷して置き、

興味のある記事の切り抜きをしたり、興味を

もった記事を探しにきたり、子供新聞を読ん

だりすることも、自由にできるようにした。 

② ５・６年生フロアー（４F）の掲示場所 

 
当日の新聞を含め、数日分の各紙を新聞ス

タンドで掲示するようにし、置き場を設けた。 
また、地域の医院や企業から提供を受けて

いる写真ニュースも併せて掲示している。 
新聞の交換は、2025 年度は教師で行った。

2026 年度は、児童の委員会活動の常時活動に

も取入れる予定である。 

 
③ ４Fの掲示場所の全体 
本校は教室前の廊下が広く、学年集会など

でも使用するスペースとして機能している。

新聞は子供新聞中心に６年生が読んでいる姿

が見られた。令和８年度にはこの周辺に読む

ための机などの配置を検討している。 
 
４ 実践の内容 
（１）朝の帯タイムにワークシートを活用 
浜脇タイム（８：３０～４５）に、回数を決

めてワークシートに取り組んだ。特に高学年

の児童は時事問題を取り上げることによって、
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世界情勢が、共通の話題になる場面があった。 

 
【６年生での取り組みの様子】 

【２年生での取り組みの様子】 
 
（２）新聞スクラップの実践 
３年生が国語と関連付け、新聞のスクラッ

プを単元内に取入れた。個人やグループで紙

面を俯瞰したり、記事を選んだりする場面が

見られた。 

【３年生の授業の様子】 
 
記事の内容について、簡単にまとめる作業

など、必要な言葉を選び出す作業を個人やグ

ループで進めていた。 

（３）各教科の発展的な内容としての掲示物 

 
社会や外国語教室（浜脇小では外国語教室

を設けている）に、発展的な内容に関する記事

を掲示した。 
（４）推進協議会からの派遣による授業 

 
６年生を対象に新聞についての理解と正し

い情報を発信と理解について、総合的な学習

の時間として取り組んだ。児童からは、新聞に

もっと触れてみたいとの感想やキャリアの視

点から情報を取扱う仕事についての感想など

が寄せられた。 
 
５ 成果と今後の課題 
【成果】 
（１）環境としての新聞の価値 
保管場所（校長室前）や４階フロアーで、子

供新聞を中心に紙面に親しむ児童が増えた。

各教科の掲示物や児童玄関の写真ニュースに

足を止める姿も見られるようになった。 

【昼休みに校長室前で新聞を読む児童】 
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（２）児童の学習成果を支える新聞の価値 
① ６年生の平和学習の学習成果 

広島への修学旅行や西宮市の空襲被害や

当時の本校での様子などが平和学習の核で

ある。児童が平和についての考えをポスター

として掲示物を作る中で、いくつかの事実を

関連させた（例：広島と西宮の比較、西宮空

襲の時の子供の様子と６年児童の曽祖母の

出身地での様子を比較する自由研究等）ポス

ターが見られた。児童の思考の深まりや自身

のルーツを探ろうとする主体性が発揮され

た成果物であった。資料を読み解く力に注目

した学習構成に工夫があったことが、児童の

豊かな表現につながった。 
同様の掲示物の例 
・３年生の郷土学習の模造紙の資料 
・５年生の自然学校の魅力を伝える資料 
・６年生の「１２歳の主張」のプレゼン資料 
② 低学年での生活科学習での説明書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２年生が１年生をおもちゃランドに招待し

た時の説明書では、例年以上にレイアウトが

整い、わかりやすい説明書が増えていた。前述

の環境としての新聞を目にすることやワーク

シートなどの取り組みが児童にトピックを表

現する場合のイメージや相手意識を少しずつ

ではあるが、滋養していると感じられる。 
③ 中学校との連携の深化 
あいさつ運動などの連携も含め、地域（社会）

に向けて表現する機運が小学校で高まった。

学習成果と併せ、義務教育９年間を通した、こ

の地域に根差した社会性の伸長について今後

も追究することは、児童の人格形成によい影

響をもたらすと考えられる。 
【課題】 
（１）取り組みの構造を明確にすること 
 新聞を置いてみる、環境として捉える（朝学

習でのワークシートの取り組み）ことから、具

体的な児童の姿や記述などに成果を求める帰

納的な展開の取り組み、一方で研究推進での、

児童の実態に基づく課題を前提とした演繹的

な展開の取り組み。２面からの取り組みを今

年度は展開したが、実践者が構造を十分に理

解できていないことで、「新聞を学ぶ」という

認識での取り組みになっている部分があった。

これは年度当初の共通理解が重要であること

を示している。 
（２）（１）に基づく取り組みの停滞 
 １年を振り返ってみれば、児童が新聞やト

ピックを通して多くの情報を得ることができ、

児童の学習成果物にも進歩が見られたと考え

られる。本校の児童の学習課題の改善に向け

た時に、継続性が重要であると見られる。その

点で2025年度の取り組みが継続的なものとし

て、指導者に理解されたとは言い難い。取り組

みが停滞する時期を生み出したと理由と考え

られる。これは、帰納的な展開の取り組みが継

続して行われることの重要性を示している。 
（３）取り組みの価値を学校文化とすること 
帰納的な展開の取り組みを日常化し、演繹

的な展開の取り組みを教科や領域教育で、指

導者が工夫を凝らすこと。この２点が充実す

れば、本校の児童の学習課題の改善につなが

るとともに、浜脇小の取り組みの大きな柱と

して据えることができると考えられる。また、

成果でも述べた義務教育の９年間での児童生

徒の人格形成が促される。2026 年度の研究推

進の取り組みでも、①作文指導と②NIE を位

置づけて、取り組みの価値を指導者が実感し

ていくことが大きな進歩につながるだろう。

今後も真摯に取り組みを続けたい。 
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新聞に親しみ、読み、発見する活動の実践 

～自己の考えを深め、発信する力の育成～ 
猪名川町立楊津小学校   校  長   潮田 真知子 

主幹教諭   義積 美穂   

１ はじめに 
 本校は、猪名川町中部の山間地域に位置し、

自然豊かな環境に恵まれている。2024 年 6 月

１日に140周年を迎えた歴史ある学校である。

全校児童 46 名の小規模校であるが、地域資源

を活用した体験的な学習や、地域住民との交

流を取り入れた教育活動を推進している。 

本校の教育目標は、「学び、つながり、互い

に高め合う 子どもの育成」である。その実現

に向け、「意欲をもって自己の考えや思いを表

現する児童の育成～書く・話す（演じる）活動

を通して～」を研究主題として校内研究に取

り組んでいる。2025 年度は、NIE 実践校とし

て、これらの取り組みをさらに深める機会を

得ることができた。 
本校児童には、話し言葉から書き言葉へと

表現を転換することや、適切な言葉を選択す

ることに難しさが見られる。こうした実態か

ら、NIE における教育の効果は大きいと考え

た。児童の多くは、素直で活動的であり、他者

と会話を楽しむ姿もよく見られ読書に親しむ

児童も多い。本年度は、新聞に①親しむ②読

む・発見する③考える・深める④発信する、と

いう４つの段階を意識した活動を展開し、児

童の表現力の育成を図ることとした。 
 

２ 実践の概要 
（１）環境整備 
○新聞コーナーの設置 
児童が日常的に新聞に各々触れることがで

きるよう、校内に「新聞コーナー」を設置した。

１階と２階の２か所に配置し、特に２階には

高学年向けとして一般紙を中心に配置した。

児童が登校後や休み時間などに自由に新聞に

触れることができる環境を整備した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○作品掲示 

新聞を活用して作成した作品や、児童が作

成した新聞などを掲示するコーナーを設けた。

作品を掲示し、新聞への関心を集める場づく

りをした。また、児童が互いの活動を見合い、

高めることにもつながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

新聞に親しみ、読み、発見する活動の実践 

～自己の考えを深め、発信する力の育成～ 
猪名川町立楊津小学校   校  長   潮田 真知子 

主幹教諭   義積 美穂   

１ はじめに 
 本校は、猪名川町中部の山間地域に位置し、

自然豊かな環境に恵まれている。2024 年 6 月

１日に140周年を迎えた歴史ある学校である。

全校児童 46 名の小規模校であるが、地域資源

を活用した体験的な学習や、地域住民との交

流を取り入れた教育活動を推進している。 

本校の教育目標は、「学び、つながり、互い

に高め合う 子どもの育成」である。その実現

に向け、「意欲をもって自己の考えや思いを表

現する児童の育成～書く・話す（演じる）活動

を通して～」を研究主題として校内研究に取

り組んでいる。2025 年度は、NIE 実践校とし

て、これらの取り組みをさらに深める機会を

得ることができた。 
本校児童には、話し言葉から書き言葉へと

表現を転換することや、適切な言葉を選択す

ることに難しさが見られる。こうした実態か

ら、NIE における教育の効果は大きいと考え

た。児童の多くは、素直で活動的であり、他者

と会話を楽しむ姿もよく見られ読書に親しん

でいる。2025 年度は、新聞に①親しむ②読む・

発見する③考える・深める④発信する、という

４つの段階を意識した活動を展開し、児童の

表現力の育成を図ることとした。 
 

２ 実践の概要 
（１）環境整備 
○新聞コーナーの設置 
児童が日常的に新聞に各々触れることがで

きるよう、校内に「新聞コーナー」を設置した。

１階と２階の２か所に配置し、特に２階には

高学年向けとして一般紙を中心に配置した。

児童が登校後や休み時間などに自由に新聞に

触れることができる環境を整備した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○作品掲示 

新聞を活用して作成した作品や、児童が作

成した新聞などを掲示するコーナーを設けた。

作品を掲示し、新聞への関心を集める場づく

りをした。また、児童が互いの活動を見合い、

高めることにもつながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新聞に親しみ、読み、発見する活動の実践

～自己の考えを深め、発信する力の育成～

� 猪名川町立楊津小学校　　校　　長　　潮田　真知子

� 主幹教諭　　義積　美穂　
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（２） １・２・３年生の取り組み

○１年生

新聞に親しむ活動として、学校行事「お店め

ぐり」の準備に取り組んだ。新聞紙を使い、「魚

釣り」の店で釣った魚を入れる籠づくりを楽

しんだ。

また、学級活動「みんなでたのしもう」の時

間には、新聞を使った２種類のじゃんけんゲ

ームを行った。図工「いっしょにあそぼう」の

学習では、新聞を丸めたり形を作ったりして、

作品づくりに意欲的に取り組んだ。

○２・３年生

「お店めぐり」で使う輪投げの輪を新聞紙

で作り、新聞に親しむことを目的とした活動

を行った。

また、「1.17 集会」の事後学習では、新聞紙

を使った防災スリッパづくりに取り組んだ。

実際に防災スリッパを履いた児童の中には、

「これを家のスリッパにしようかな」と話す

児童の姿も見られた。新聞紙を折ることで温

かく丈夫になり、防災用品として役立つこと

を体験的に理解することができた。

○３年生

新聞を読み、気になる記事を切り抜き、それ

らを貼り合わせて作品づくりを行った。また、

各教科で学んだ内容を新聞形式にまとめる活

動にも取り組み、学びの整理を行った。

夏休みの思い出や環境体験学習での学びや

発見を、写真や絵をレイアウトしながらまと

め、完成した新聞を掲示し互いに読み合った。

友だちの新聞を読み合うことで、新たな気づ

きを得る姿が見られ、次時への意欲につなげ

ることができた。

○記者派遣事業

2025 年 10 月 27 日（月）、NIE 記者派遣事

業を３学年合同で実施した。「新聞をつくろう」

をテーマに、効果的な写真の活用方法を学ん

だ。また、見出しの効果についても低学年にも

分かりやすく伝えていただいた。

（３）４・５・６年生の取り組み

○４年生

国語「新聞をつくろう」の単元学習では、新

聞の特徴や工夫について、教科書をもとに学

習した。その後、実際に新聞を手に取る時間を

十分に確保し、写真や図、リード文、見出しな

どを紙面で確認する活動を行った。この活動

を通して、児童は新聞にはどのような情報が、
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どのような形で構成されているかを理解する

ことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習のまとめとして、クラスで１枚の新聞

を作成した。児童は、相談しながら記事の割り

付けを行い、それぞれが興味を持った内容に

ついて記事を作成した。給食に興味を持った

児童は、実際に給食センターに問い合わせを

行い、取材した内容を記事にまとめるなど、主

体的な学びにつながった。新聞づくりを通し

て、相手や目的を意識した文章になっている

かを確かめ、文章の構成を意識して表現する

力が高まった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４年生も、2025 年 10 月 27 日（月）、記者派

遣事業を実施した。見出しや割り付けといっ

た新聞の特徴をつかみ、校外学習についての

新聞づくりを進めることができるように話を

していただいた。神戸新聞ができるまでの流

れについても学ぶことができた。 
○５年生 

2026 年１月 30 日（金）、記者派遣事業を実

施した。神戸新聞元記者の網麻子・兵庫県 NIE
推進協議会事務局長から「阪神・淡路大震災当 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
時の神戸新聞社の働きを知る」をテーマに、新

聞の書面構成や記事作成の工夫を学んだ。新

聞発行に必要な手順や新聞社の仕事について

も話を聞いた。震災発生時、地元の新聞記者と

して誇りをもって取材を続けたことなどを知

り、児童にとって貴重な学びの機会となった。 
○６年生 

2025 年 11 月 20 日（木）、記者派遣事業を実

施した。新聞記者として心がけていること、取

材や記事の編集時に気をつけている点につい

て学んだ。この学習を経て、「興味を持った記

事を要約し、自分の考えを伝えよう」をめあて

に学習に取り組んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童は、新聞記事の中から、自分が関心をも

った記事を一つ選び、ワークシートにその記

事の要約を書いた。さらに、その記事を読んで
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考えたことや感じたことを書き、それらを発

表する時間を設けた。発表を通して、自分の考

えを他者に伝える経験を積むことができた。 
また、卒業を控え、在校生に向けたメッセー

ジづくりにも取り組んだ。子ども新聞の記事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の中から関心をもった記事やメッセージ性の

ある記事を選び、その記事に在校生への「ひと

言メッセージ」を添えて掲示をした。 
 
（４）常時活動 
朝学習の時間を活用し、２学期から毎月第 3

火曜日「書く書くタイム」を、全校で「クロヌ

リハイク」に取り組む日と位置づけた。この活

動は、NIE 全国大会で紹介されていた「クロ

ヌリハイク コンテスト」の実践を参考に始

めたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低学年は、新聞記事の中から「あいうえお」

や自分の名前などの文字を探す活動から始め

た。中学年以上は、記事の中から気になる言葉

を見つけ、ことわざ作りなどを行ったが、俳句

づくりにはまだ至ってはいない。しかし、児童

が、新聞をじっくり読む時間を確保すること

につながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 成果と課題 
 本校では、NIE の推進にあたり校内研修会

において推進案やカリキュラムの検討を行い、

新聞に親しむ活動を教育活動全体に位置づけ

て実践を進めてきた。児童にとって新聞を手

に取りやすい環境を整えたことで、新聞に触

れる機会が増えた。低学年においては見出し

や写真を手がかりに記事に関心をもつ様子が

見られ、中・高学年においては記事を読み取り、

自分の考えをもつ姿へとつながってきている。

一方で、記事の内容を読み取り、自分の考えを

深めて発信する力には個人差が見られた。特

に目的に応じて記事を選択する力や、根拠を

もとに自分の考えを書く力の育成に課題があ

る。また、発達段階に応じた指導の系統性につ

いても、さらなる整理が必要である。来年度も

これまでの実践を基盤としながらNIE指定校

として取り組みを進めていきたい。「新聞コー

ナー」の活用を工夫し、「新聞を読む日」の設

定や教科横断的な活用を推進する。さらに、新

聞づくりや発表活動を充実させることで、児

童が主体的に考え、根拠をもって表現する力

の育成をめざしていく。今後も NIE の取り組

みを通して、主体的に学び、考えを発信できる

児童の育成を推進していく。 

❶記事
きじ

から季語
きご

をさがす。

❷季語
きご

をもとに俳句
はいく

になりそうなフレーズをさがす。

❸俳句
はいく

になる文字
もじ

を選
えら

ぶ。

❹俳句
はいく

以外
いがい

の文字
もじ

をぬりつぶす。

❶テーマをきめる。

　　（ひらがな・スポーツ・くだものなど）

❷新聞記事
しんぶんきじ

からテーマの文字
もじ

をさがす。

❸さがした文字
もじ

以外
いがい

をぬりつぶす。

★『かくかくタイム』でのチャレンジしよう！！★

クロヌリハイクを

たのしもう！

くろぬりわーどを

たのしもう！

まずは『季語』をみつ

けつるだけでO.K!!

１回でしあげようと思

わず、ゆったり取り組

んでみましょう。

『くろぬりわーど』から

始めてもO.K!!

製作とちゅうのものは、ファイルに入

れましょう。 できあがったものは、

NIEコーナーに掲示します！

   

 

考えたことや感じたことを書き、それらを発

表する時間を設けた。発表を通して、自分の考

えを他者に伝える経験を積むことができた。 
また、卒業を控え、在校生に向けたメッセー

ジづくりにも取り組んだ。子ども新聞の記事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の中から関心をもった記事やメッセージ性の

ある記事を選び、その記事に在校生への「ひと

言メッセージ」を添えて掲示をした。 
 
（４）常時活動 
朝学習の時間を活用し、２学期から毎月第 3

火曜日「書く書くタイム」を、全校で「クロヌ

リハイク」に取り組む日と位置づけた。この活

動は、NIE 全国大会で紹介されていた「クロ

ヌリハイク コンテスト」の実践を参考に始

めたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低学年は、新聞記事の中から「あいうえお」

や自分の名前などの文字を探す活動から始め

た。中学年以上は、記事の中から気になる言葉

を見つけ、ことわざ作りなどを行ったが、俳句

づくりにはまだ至ってはいない。しかし、児童

が、新聞をじっくり読む時間を確保すること

につながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 成果と課題 
 本校では、NIE の推進にあたり校内研修会

において推進案やカリキュラムの検討を行い、

新聞に親しむ活動を教育活動全体に位置づけ

て実践を進めてきた。児童にとって新聞を手

に取りやすい環境を整えたことで、新聞に触

れる機会が増えた。低学年においては見出し

や写真を手がかりに記事に関心をもつ様子が

見られ、中・高学年においては記事を読み取り、

自分の考えをもつ姿へとつながってきている。

一方で、記事の内容を読み取り、自分の考えを

深めて発信する力には個人差が見られた。特

に目的に応じて記事を選択する力や、根拠を

もとに自分の考えを書く力の育成に課題があ

る。また、発達段階に応じた指導の系統性につ

いても、さらなる整理が必要である。2026 年

度もこれまでの実践を基盤としながらNIE指

定校として取り組みを進めていきたい。「新聞

コーナー」の活用を工夫し、「新聞を読む日」

の設定や教科横断的な活用を推進する。さら

に、新聞づくりや発表活動を充実させること

で、児童が主体的に考え、根拠をもって表現す

る力の育成をめざしていく。今後も NIE の取

り組みを通して、主体的に学び、考えを発信で

きる児童の育成を推進していく。 
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になりそうなフレーズをさがす。
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もじ

を選
えら
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いがい
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をぬりつぶす。
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　　（ひらがな・スポーツ・くだものなど）
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しんぶんきじ

からテーマの文字
もじ

をさがす。

❸さがした文字
もじ

以外
いがい

をぬりつぶす。

★『かくかくタイム』でのチャレンジしよう！！★

クロヌリハイクを

たのしもう！

くろぬりわーどを

たのしもう！

まずは『季語』をみつ

けつるだけでO.K!!

１回でしあげようと思

わず、ゆったり取り組

んでみましょう。

『くろぬりわーど』から

始めてもO.K!!

製作とちゅうのものは、ファイルに入

れましょう。 できあがったものは、

NIEコーナーに掲示します！
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「新聞が当たり前にある風景」のその先へ 
〜主体的な学びへと進化したＮＩＥの集⼤成〜 

姫路市立豊富小中学校  校⻑  畑本 秀樹  
      教諭  川村 かおり 

          教諭  古寺 和子 

１ はじめに（本校の NIE の歩み） 

 

本校では、義務教育学校としての開校以前

の2018年よりNIEの取り組みを継続して行っ

てきた。その基本方針は、新聞を「つかう」

活動と「つくる」活動の両輪を回すことであ

る。これまでの地道な実践の積み重ねによ

り、各学年での新聞や、委員会による啓発新

聞の作成などがすっかり日常の光景となっ

た。作成にあたっては、新聞作成アプリを使

ったデジタル新聞と、模造紙や画用紙で作る

温かみのあるアナログ新聞とを活動目的に応

じて使い分けており、校内の至る所に多様な

表現の新聞が掲示されている。現在では、児

童生徒にとって「新聞が当たり前にある風

景」がしっかりと定着している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ NIE 全国大会神戸大会での公開授業および

実践発表  

 

2025 年度の大きな成果の一つとして、８月

１日に開催された「NIE 全国大会神戸大会」

での公開授業および実践発表が挙げられる。

本校の長年の取り組みの集大成として、全国

の教育関係者に向けて発信を行った。 

 

（１）メディアリテラシーを育む公開授業  

 

公開授業では、「新聞で開くメディアリテ

ラシー～全国の子ども新聞から迫る、情報の

向こう側～」をテーマとした授業を６年生で

展開した。 

本授業では、東日本大震災を取り上げた異

なる新聞記事を比較・吟味する活動を行っ

た。同一の震災を扱っていても、地域や発行

時期によって焦点が異なることに着目し、記

事を読み比べることで、情報の背景にある発

信者の意図や思いを推し量るプロセスを大切

にした。 

さらに、実際に記事を執筆した神戸新聞の

記者から、作成の経緯や取材時のリアルな思

いを直接聞く場を設けた。この活動を通し

て、児童は「新聞記事は決して無機的なもの

ではなく、情報の向こう側には人がいる」と

いうことを深く実感することができた。 

情報は点と点をつなぎ新しい現実を創り出

すものであり、その現実は発信者と受信者の

相互作用によって形作られる。本授業は、新

聞を「単なる情報媒体」ではなく「人と人を

つなぐコミュニケーションの場」として捉え

直し、児童が情報から豊かに意味を紡ぐ、知

性と責任を持った「主体的な受信者」へと成

長するための確かな一歩となった。 

 

「新聞が当たり前にある風景」のその先へ
～主体的な学びへと進化した NIE の集大成～

� 姫路市立豊富小中学校　　校長　　畑本　秀樹　

� 教諭　　川村　かおり

� 教諭　　古寺　和子　
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（２）「総合的な学習の時間」における実践

発表  

 

実践発表では、「『？』を『！』に 新

聞から始まる継続型探究学習～姫路の魅力

発見！ 未来への夢プラン～」をテーマに

報告を行った。 

これは、本校（義務教育学校）の特徴を

最大限に生かし、前期課程（６年生）から

後期課程（７年生）へとまたがる長期的な

探究活動である。 

 

①６年生３学期（記事の収集と課題設定） 

 

過去２年分の新聞３紙やデジタル新聞か

ら「姫路」に関する記事を集め、１２のテ

ーマに分類。グループごとに「６色ハット

思考法」を用いて記事を多角的に読み解

き、話し合った。クラスクラウドでの共同

編集を活用しながら、姫路の現状に対する

課題を抽出し、次年度に調べていきたいこ

とを Google スライドにまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ７年生１学期 １サイクル目（情報収集と

中間発表）  

６年時に設定した課題をもとに、新聞や

インターネット、図書資料を用いてさらに

深い調べ学習を行った。集めた情報を整

理・分析し、グループごとに中間発表を行

うことで、探究の方向性を確かなものにし

た。 

 

 

 

 

 

③７年生１学期 ２サイクル目（現地調査

と新聞作成） 

 

事前の情報収集をもとに、実際に姫路城

や姫路駅周辺での校外学習（現地調査）を

実施した。自らの足と目で確かめた情報や

気づきを「ことまど新聞」としてまとめ上

げ、班や全体での発表会を行った。友だち

の発表や実体験を通して、姫路の魅力や改

善点、自分たちにできることについて考え

を深め、振り返りを行った。 

 

 

 

 

 

 

このように、「記事から地域を見つめる

（６年生）」「調べて現地で確かめる（７

年生）」「新聞にまとめて発信する（７年

生）」という探究のサイクルを回す実践

は、児童生徒の課題解決能力と主体性を大

きく育むものである。全国大会（神戸大

会）では、この探究の集大成として生徒た

ち自身が登壇し、実際の学習活動の様子や

姫路の魅力を全国に向けて力強く発信し

た。参加した生徒の一人は、「当たり前で

はない貴重な経験ができた。６年生の時か

ら仲間と一生懸命に調べ、工夫して発表し

た。」「発表後には多くの方から『よかっ

たよ！』と声をかけてもらい、とてもうれ

しかった。」と振り返り、大きな達成感を

味わっていた。 新聞記事を起点に地域を

見つめ、自ら課題を見つけて解決する力を

育んだこの経験は、子どもたちにとって大

きな一歩となった。今後も、地域に根差し

た探究活動を継続していきたい。 

 

（３）全国への波及とメディア掲載  

 

本校の全国大会での取り組みは反響を呼

び、マスコミ等を中心とするネットニュース

や、全国各地の新聞紙面で高く評価された。

   

 

（２）「総合的な学習の時間」における実践

発表  

 

実践発表では、「『？』を『！』に 新

聞から始まる継続型探究学習～姫路の魅力

発見！ 未来への夢プラン～」をテーマに

報告を行った。 

これは、本校（義務教育学校）の特徴を

最大限に生かし、前期課程（６年生）から

後期課程（７年生）へとまたがる長期的な

探究活動である。 

 

① ６年生３学期（記事の収集と課題設定) 

 

過去２年分の新聞３紙やデジタル新聞か

ら「姫路」に関する記事を集め、１２のテ

ーマに分類。グループごとに「６色ハット

思考法」を用いて記事を多角的に読み解

き、話し合った。クラスクラウドでの共同

編集を活用しながら、姫路の現状に対する

課題を抽出し、次年度に調べていきたいこ

とを Google スライドにまとめた。 
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会）では、この探究の集大成として生徒た

ち自身が登壇し、実際の学習活動の様子や

姫路の魅力を全国に向けて力強く発信し

た。参加した生徒の一人は、「当たり前で

はない貴重な経験ができた。６年生の時か

ら仲間と一生懸命に調べ、工夫して発表し

た。」「発表後には多くの方から『よかっ

たよ！』と声をかけてもらい、とてもうれ

しかった。」と振り返り、大きな達成感を

味わっていた。 新聞記事を起点に地域を

見つめ、自ら課題を見つけて解決する力を

育んだこの経験は、子どもたちにとって大

きな一歩となった。今後も、地域に根差し

た探究活動を継続していきたい。 

 

（３）全国への波及とメディア掲載  

 

本校の全国大会での取り組みは反響を呼

び、マスコミ等を中心とするネットニュース

や、全国各地の新聞紙面で高く評価された。

―　28　―



   

 

これらの記事は校長が自ら模造紙にまとめて

職員室前に掲示し、本校の取り組みの意義を

改めて価値づけてくれた。掲示を見た児童生

徒からは「自分たちはすごいことをしていた

んだ。」「当たり前だと思っていた。」と驚

きや喜びの声が上がり、教職員・児童生徒の

双方にとって大きな自信と次への意欲につな

がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「新聞が当たり前にある風景」から生ま

れる主体的な活動  

 

新聞が身近な存在として定着した土壌を活

かし、今年度は児童生徒が主体となって言葉

や情報と向き合う、新たな活動へと広がりを

見せた。 

 

（１）言葉の面白さに触れる「コラージュ川

柳」  

 

５～８年生の児童生徒が、新聞記事の見出

しや本文の言葉を切り貼りして５・７・５の

句を作る「コラージュ川柳」に取り組んだ。

「ブラジルに 勇気を出して こんにちは」

「最速で 運命狂う リサイクル」など、児童

生徒の自由で柔軟な発想から数々のユニーク

な作品が誕生した。この活動は、使いたい言

葉（文字）を探すために自然と多様な記事に

目を向けるきっかけとなり、楽しみながら活

字に親しみ、語彙力や想像力を育む有効な手

段となった。 

 

（２）新聞委員会（５・６年生）とＩＣＴの

活用  

 

前期課程高学年で構成される「新聞委員

会」では、自ら全校生に向けて新聞の魅力を

発信する活動が行われている。児童たちはＩ

ＣＴ端末を駆使し、新聞の構成要素（主見出

し、写真、本文など）の役割を問うクイズ形

式のスライドを自作した。「伝えたいことを

短く伝えるのが見出し」といった新聞の基本

を、クイズを通して全校生に分かりやすく伝

えており、単なる情報の受け手から、情報を

整理し発信するクリエイターへと確かな成長

を見せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ NIE 学習効果調査から見えたこと 

 

本校における今年度の NIE 実践の成果と課

題を把握するため、教員対象のアンケート調

査を実施した。すべての項目において肯定的

な回答が得られ、教員・児童生徒の双方に確

かな変容が見られた。 

 

（１）教員の指導力の変化 

 

多くの教員が「タイムリーな事象を扱い、

学ぶ意欲を育むことができた。」「社会情勢

と教科の学習を結びつけた指導を意識するよ

うになった。」と回答し、自身の指導力向上

を実感している。日頃からアンテナを張り、

深い教材研究や創意工夫につなげる姿勢が定

着したことがうかがえる。 

 

・「教材の選択肢の重要な１つに新聞が加

わったことは個人的にはとても大きなこ

とだった。」 
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４ NIE 学習効果調査から見えたこと 
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題を把握するため、教員対象のアンケート調
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・「共通の目標に向かってチーム学校が一

つになり、会話が増えた。」 

 

（２）児童生徒の「資質・能力」の変容 

 

NIE を通じた学習活動により、児童生徒の

言語能力や主体性に大きな伸びが見られた。 

 

① 話す力・聞く力  

他者の発表を踏まえて自分の考えを持った

り、主体的に相手の意見を聞こうとしたりす

る態度が育っている。 

・「問題意識を持って聞く力がついた。」 

・「人前で発表することに抵抗がなくなっ

たように思う。」 

 

② 書く力  

書くスピードが上がり、限られた字数や時

間で要約する力、情報を取捨選択する力が身

についた。 

・「良い文章を真似する力がついた。」 

・「何かをまとめる際、レイアウトにこだ

わりを持つ生徒が多くいた。見やすく内

容の整った成果物になっていた。」 

 

③ 読む力 

必要な情報を取り出し、要点を押さえる力

が向上した。また、文字の多い長い文章への

抵抗感が薄れ、粘り強く読む力が育ってい

る。 

・「楽しんで読んでいた。」 

・「新聞コラージュ川柳など、文字を探す

ために記事を読む活動を通して、文章に

慣れ親しむことに非常に有効だった。」 

 

④ 主体的な学びへ向かう力 

特筆すべき点として、知的好奇心の高まり

や、自ら学ぶ意欲の向上が複数の教員から報

告された。 

・「人に聞くことを優先するのではなく、

まずは自ら調べようとする意欲を高める

ことができた。」 

・「学校での調べ学習の延長を各自、休日

に集まって行う様子が見られた。」 

 

（３）保護者の反応  

 

家庭からの否定的な意見はなく、学校の取

り組みに対して好意的な受け止めが多数を占

めた。教員のアンケート記述からも、家庭学

習への波及や、親子の会話のきっかけとして

NIE が機能していることがわかる。 

 

 ＜教員から報告されたエピソード＞  

・「子ども自身が『新聞は大人のもの』と

思っていたのが、身近なものになったと

言われた。」 

 ・「普段ならニュースに関心がなかった

にもかかわらず、興味のある分野の新聞

に手を伸ばすようになった（という声を

いただいた）。」 

 ・「ことまどを活用した掲示物は保護者

の方もよく見られていて、懇談時に話題

になった。」  

・「学校と社会が結びついていると感じて

いただけている（と実感した）。」 

 

５ おわりに 

 

2018 年から地道に積み重ねてきた「新聞が

当たり前にある風景」は、2025 年度、NIE 全

国大会という大きな舞台を経て、確かな結実

を迎えた。そして今、本校の NIE は、教員が

主導して「新聞に触れさせる」段階から、児

童生徒が自ら新聞を活用し、情報を発信する

「主体的な活動」へと明確なシフトを遂げて

いる。 

今後は、この「当たり前にある風景」のさ

らなるその先を目指し、以下の３つの視点を

大切にしていきたい。 

・自治 

児童生徒が自ら問いを見つけ、新聞を活

用して最適解に向かう力を育むこと。 

・融合 

ＩＣＴ端末や他教科、委員会活動など多 

様な学習ツール・領域と NIE を柔軟に 

掛け合わせること。 

・価値づけ 

児童生徒自身が日々の活動の意義を振り 

返り、自らの成長や社会とのつながりを 

実感できる場を創出すること。 

 

変化の激しい現代社会において、新聞を

通して世の中を広く深く見つめ、自分の頭

で考え、他者と協働する経験は、児童生徒

の生涯にわたる力となる。これからも全校

体制で歩みを止めず、児童生徒が主役とな

る NIE の実践と研究を深めていきたい。 
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小中一貫として取り組む ＮＩＥ教育～ふるさと沼島を発信～ 
南あわじ市立沼島小学校  校  長  近藤 友二  

主幹教諭  木田 秀子  
南あわじ市立沼島中学校  校  長  佐野 美穂  

教  諭  森  彩夏  

１ はじめに 
本校は淡路島から海上約４ｋｍ離れた離島

「沼島」に位置し、県下最南端にある小中一貫

教育校である。沼島は『古事記』『日本書紀』

に登場する「おのころ島」の最有力候補地とさ

れ、１億年前の地殻変動によって形成された

地球のしわ「鞘状褶曲（さやじょうしゅうきょ

く）」を有している。古くから伝わる文化や祭

りは今なお息づき、多くの伝説とともに受け

継がれている。また、鱧・鯵・鯛など、豊かな

海の恵みでも広く知られている。 

小学校と中学校は併設されており、小中一

貫教育校となって６年目である。全校児童生

徒は小学校 19 名、中学校 20 名である。離島

留学や小規模特認制度で通学している児童生

徒も多く、島外から転入学してくる児童生徒

は全体の約半数である。 
本校では、2024 年度に続き２年間にわたり、

ふるさと教育の発信を軸とした NIE 教育実践

を進めてきた。2025 年度はその２年目にあた

り、NIE 全国大会神戸大会ではふるさと教育を

軸とした小中一貫校としての成果を発表した。

小中一貫校としての特色を生かし、新聞を活

用して読解力・表現力を高めることを小中共

通の目標として組織的に研究を推進している。

新聞記事を使った学習やスピーチ活動の充実、

新聞を手に取りやすい環境づくりに取り組む

とともに、総合的な学習の時間では沼島を知

る活動や沼島子ども太鼓、魚釣り・魚料理体験

などを行い、沼島の自然や文化への理解を深

め、ふるさとを大切に思う心の醸成を図った。 
 また、沼島についての学びをより広く伝え

るため、生徒が自ら学びの成果を新聞にまと 
 

め、地域社会に直接届ける活動にも取り組ん

だ。制作した新聞を瓦版として印刷し、沼島総

合センター・郵便局・汽船場などの公共施設に

設置したほか、中学生はアポイントメントを

取り、地域の方々に説明しながら発信する活

動も行った。これらの実践を通して、主体的な

情報発信力と地域とのつながりを一層深める

ことができた。 
 

２ 組織づくり 
小・中学校が連携し、合同組織を継続して研

究を推進した。 

（１）研究推進・資料作成部 

〈NIE 担当、研修担当〉 
・研究概要の作成と推進 

・発表資料の作成 

 

（２）授業実践部 

〈特活、担任、社会・国語・理科・総合担当等〉 
・教科学習での新聞を取り入れた授業の研究 
・総合的な学習での取り組み（地域学習・沼島

を知る活動など） 

・新聞を活用したスピーチの継続実施 

・ＩＣＴを活用した「ふるさと沼島」を発信す

る授業づくり 
 
（３）環境整備部 

〈学校図書館司書、図書担当、養護教諭、栄養

教諭、事務担当等〉 
・小中合同図書室の整備 

・新聞を手に取りやすく、調べ学習しやすい

環境づくり 

 

 

小中一貫として取り組む NIE教育～ふるさと沼島を発信～

� 南あわじ市立沼島小学校　　校　　長　　近藤　友二

� 主幹教諭　　木田　秀子

� 南あわじ市立沼島中学校　　校　　長　　佐野　美穂

� 教　　諭　　森　　彩夏
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３ 取り組み実践 

（１）新聞記事を使ったスピーチ実践 

昨年度に引き続き、中学生はこども新聞ま

たは一般紙から記事を選び、朝の会や終学活

で発表した。興味のある記事を選び、５Ｗ１Ｈ

を明確にするなど、NIE の視点を取り入れたス

ピーチを継続的に行った。 

【取り組み例】 
① 国語授業時に新聞の読み方とスピーチの

仕方を指導する 
② 記事を探して写真を撮り、指定の用紙に貼

る（NIE ワークシートを活用） 
③ ５Ｗ１Ｈを抜き出す 
④ この記事を選んだ理由や意見をメモ程度

にまとめる 
⑤ モニターやホワイトボードに映し出す 
⑥ スピーチする 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業実践 
【小学校】 国語や社会等の教科での学習の

まとめを新聞形式でまとめ、伝える実践に取

り組んだ。読み手によく伝わるように意識し

てまとめることができた。 

また、2024 年は神戸新聞社経営企画局 兵

庫県 NIE 推進協議会事務局長 三好正文氏に

出前授業をしていただいたが、2025 年度も５・

６年生社会科『情報を作り、伝える』の単元の

学習で、兵庫県 NIE 推進協議会事務局長 網

麻子氏に出前授業をしていただいた。新聞は

どのように作られているのか、新聞はどのよ

うに構成されているのかなど、教科書だけで

は伝わらないプロからの話をしていただいた。

子どもたちからは、活発に質問が出て、新聞に

ついて興味を持って学ぶことができた。 
◎児童の感想 

「今回の授業を受けて、今まで新聞は一から機

械などで作成していると思っていました。しか

し、実際にお話を聞いてみると、取材や記事の

作成は手作業で行われていて、何重にも点検を

重ねていることを知り、一枚の新聞を作るのに

もたくさんの人の努力があるのだなと理解でき

ました。今までは新聞に興味がありませんでし

たが、今日少し読んでみただけで自分が好きな

記事（政治など）がたくさん見つかって興味が

湧いてきたので、今回の授業のおかげで新しい

世界を知ることができました。」 

 

（３）総合的な学習の時間での取り組み 

【小学校】 生活科の町たんけんや、総合での

地域学習「沼島を知る活動」などで、地域のこ

とを調べ、発表する活動に取り組んでいる。沼

島が国生みの島であることを中心に据え、国

生み神話、漁業、祭りなどの伝統、小中遠足等

を題材に、調べたことをぬしま小新聞、沼島発

見！新聞、150 年記念新聞にまとめ、掲示して

いる。 

   

 

３ 取り組み実践 

（１）新聞記事を使ったスピーチ実践 

2024 年度に引き続き、中学生はこども新聞

または一般紙から記事を選び、朝の会や終学

活で発表した。興味のある記事を選び、５Ｗ１

Ｈを明確にするなど、NIE の視点を取り入れた

スピーチを継続的に行った。 

【取り組み例】 
① 国語授業時に新聞の読み方とスピーチの

仕方を指導する 
② 記事を探して写真を撮り、指定の用紙に貼

る（NIE ワークシートを活用） 
③ ５Ｗ１Ｈを抜き出す 
④ この記事を選んだ理由や意見をメモ程度

にまとめる 
⑤ モニターやホワイトボードに映し出す 
⑥ スピーチする 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業実践 
【小学校】 国語や社会等の教科での学習の

まとめを新聞形式でまとめ、伝える実践に取

り組んだ。読み手によく伝わるように意識し

てまとめることができた。 

また、2024 年は神戸新聞社経営企画局 兵

庫県 NIE 推進協議会事務局長 三好正文氏に

出前授業をしていただいたが、2025 年度も５・

６年生社会科『情報を作り、伝える』の単元の

学習で、兵庫県 NIE 推進協議会事務局長 網

麻子氏に出前授業をしていただいた。新聞は

どのように作られているのか、新聞はどのよ

うに構成されているのかなど、教科書だけで

は伝わらないプロからの話をしていただいた。

子どもたちからは、活発に質問が出て、新聞に

ついて興味を持って学ぶことができた。 
◎児童の感想 

「今回の授業を受けて、今まで新聞は一から機

械などで作成していると思っていました。しか

し、実際にお話を聞いてみると、取材や記事の

作成は手作業で行われていて、何重にも点検を

重ねていることを知り、一枚の新聞を作るのに

もたくさんの人の努力があるのだなと理解でき

ました。今までは新聞に興味がありませんでし

たが、今日少し読んでみただけで自分が好きな

記事（政治など）がたくさん見つかって興味が

湧いてきたので、今回の授業のおかげで新しい

世界を知ることができました。」 

 

（３）総合的な学習の時間での取り組み 

【小学校】 生活科の町たんけんや、総合での

地域学習「沼島を知る活動」などで、地域のこ

とを調べ、発表する活動に取り組んでいる。沼

島が国生みの島であることを中心に据え、国

生み神話、漁業、祭りなどの伝統、小中遠足等

を題材に、調べたことをぬしま小新聞、沼島発

見！新聞、150 年記念新聞にまとめ、掲示して

いる。 
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【中学校】 2025 年度は、沼島の魅力を地域

に発信する活動をさらに強化した。生徒は学

年ごとにテーマを設定し、調査・取材・まとめ

を行ったうえで、新聞を制作した。三好氏の出

前授業により、地域の魅力を発信するための

新聞記事の書き方について専門的な指導を受

けることができた。生徒は、構成や表現を工夫

する視点を学び、その後の瓦版づくりにおい

て、読み手を意識した発信に生かしていた。 

また、それぞれの役割分担を明確にし、瓦版

を作る係はデザインや印刷を担当、アポイン

トメント係は地域施設や関係者に連絡を取り、

持参係は実際に訪問して説明するという流れ

で活動を進めた。完成した瓦版は、沼島総合セ

ンター、郵便局、汽船場などの公共施設に設置

し、地域住民や観光客に読んでもらえるよう

にした。 

中学生は自ら作成した瓦版を持参し、地域

の方々に直接届けるためにアポイントメント

を取り、対面で説明する活動を実施した。この

過程で、情報発信の重要性やコミュニケーシ

ョン力を学ぶ機会となった。 

特に、役割分担を通じて責任を果たした経

験や、地域の方に直接説明した体験談は、地域

と学校のつながりを実感させる内容であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎生徒の感想 

「アポイントメントを取るのは緊張したけれ 

ど、地域の方が笑顔で迎えてくれてうれし 

かった。」 

「瓦版を作るとき、どうすれば見やすくなる 

か考えるのが楽しかった。」 

 
４ 成果のまとめ 

本実践の大きな成果の一つは、新聞の書き

方の質的な変化である。中学１年生の時に作

成した新聞と、NIE 教育を導入してから作成し

た新聞を比較すると、次のような違いが見ら

れた。 

（１）１年生時の新聞（NIE 教育前） 

・記事の構成が単純で、事実の羅列が中心 

・見出しや写真の配置に工夫が少なく、読み

手への配慮が不足 

（２）３年生時の新聞（NIE 教育後） 
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・５Ｗ１Ｈを意識した記事構成で、情報が整

理されている 

・写真や図表の配置に目的意識があり、視覚

的にわかりやすい紙面になった 

・記事に自分の意見が加わり、主体性が表れ

ている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶生徒Ａが３年生時の新聞（NIE 教育後） 

この変化は、生徒が新聞を「情報を伝えるだ

けのもの」から「読者に伝わるように構成する

メディア」へと認識を深めたことを示してい

る。 

また、日々のスピーチ活動を継続したこと

により、生徒の書く力が着実に向上した。スピ

ーチでは、新聞記事を選び、５Ｗ１Ｈを整理し、

意見を簡潔にまとめる過程を繰り返す。この

積み重ねが、文章構成力や要約力を育てる基

盤となった。実際、スピーチ原稿を書く際に

「相手に伝わる言葉を選ぶ」「論理的に順序立

てる」ことを意識するようになり、新聞記事の

作成においても、見出しの工夫や情報の整理

が格段に向上した。つまり、話すために書くと

いう経験が、書く力を鍛える実践となったの

である。 

NIE 教育を通じて、書く力・構成力・表現力

が向上したことが明確な成果である。 

 

５ 2025 年度のまとめと今後 

本校が NIE 実践校となったことにより、生

徒に継続的な情報提供の場を確保することが

でき、新聞を生徒の身近な学習資源として位

置付けることが可能となった。本取り組みに

関わる中で、新聞が「特別な教材」から「日常

の入口」へと変化していく過程を間近で見て

きたことは、教育観を大きくアップデートす

る経験であった。新聞をあまり手に取ったこ

とがなかった児童・生徒が、新聞に興味をもち、

読むだけでなく、自ら発信したいという思い

にまでつなげることができた。  

一方で、学年や個人差に応じた読みの支援、

記事と教科学習をより体系的に接続する工夫

など、今後に向けた課題も明らかになった。誰

もが「読めた」「わかった」「伝えられた」を実

感できるよう、指導の引き出しを増やし、足場

作りをさらに強化していきたい。  

また、作成した新聞を瓦版として沼島内の

主要な施設に置き、地元の方々や観光客に読

んでいただいたり、こどもあんしんネットで

配信したりするなど、地域発信の活動を広く

展開した。こうした実践を通して、生徒の表現

力・発信力の向上や地域理解の深化が図られ

たと考えている。記者派遣による出前授業の

効果も重なり、読み手を意識した構成や見出

しづくりに挑戦する生徒が増え、発信者とし

ての自覚が芽生えたことは大きな成果である。  

今後は、この実践で培われた力や視点を次の

学習活動や学校生活へと生かし、新聞を活用

した学びや地域と関わる学習を継続・発展さ

せていきたい。 

▶生徒Ａが１年生時の新聞（NIE 教育前）
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【 小・中・高 等 学 校 】 
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新聞を通して伝え合う平和 
愛徳学園中・高等学校  校長  松浦 直樹  

               教諭  米田 俊彦  

                廣畑 彰久  

愛徳学園小学校  校長  眞浦 由美子 

      教諭  彦野 周子  

             柳生 里子  

１ はじめに 

本学園の設立母体は、スペインのビックと

いう都市にある「愛徳カルメル修道会」である。 

同会は 1826 年に聖ホアキナ・デ・ベドゥル

ナによって創立された。2026 年には創立 200

年を迎えた。 

愛徳学園は愛徳カルメル修道会より６人

の修道女が来日して、若い人々のキリスト

教教育のために 1954 年に設立した。以降、

神戸市垂水区でカトリック女子教育を行い、

2024 年には創立 70 周年を迎えた。 

「愛徳坂」と呼ばれる坂の上に校舎が建っ

ている。小・中・高は同じ敷地内にあり、各教

室からは瀬戸内海と明石海峡大橋が見渡せ、

自然の雄大さを感じることが出来る。 

ホアキナが残した、「To do por amor nada 

por fuerza」（力ではなくすべてを愛によって）

という言葉にならって教育活動を行ってきた。 

毎日のように大規模な武力行使がニュース

で取り上げられる今日、この言葉の重みを子

どもたちが受け取り、未来における民主的な

社会の担い手としてその資質をのばしていっ

てほしい。 

２ NIE 全国大会神戸大会 

（１）全国大会にむけて 

夏の NIE 全国大会神戸大会では、ポスター

セッションへのポスターの掲示と２つの実践

発表をする機会をいただいた。ポスターセッ

ションでは４年生が年間を通して取り組んだ

はがき新聞についてまとめたものを掲示した。 

実践発表では 2024 年度に取り組んだ「小・

中連携の平和学習」と「ICT で拓く NIE の新た

な地平」の報告をした。 

〇ポスターセッション 

 

（上 写真）「はがき新聞で『１分間スピーチ

の原稿を書こう』」のポスター） 

新聞を通して伝え合う平和

� 愛徳学園中・高等学校　　校長　　松浦　直樹　

� 教諭　　米田　俊彦　

� 廣畑　彰久　

� 愛徳学園小学校　　校長　　眞浦　由美子

� 教諭　　彦野　周子　

� 柳生　里子　

―　36　―



   

 

〇小・中連携平和授業 

 夏の発表に向けて、以下のポイントについ

て見つめなおしながら2024年度の実践をまと

めていった。 

【子どもたちを取り巻く情報環境】 

 現代に生きる児童・生徒の多くがスマート

フォンなどデジタル端末を持っており、フィ

ルターバブルやエコーチェンバーなどのネッ

ト上の事象により、自分にとって心地よい情

報が次々に流れてくる環境に慣れている。子

どもたちは無意識のうちに短時間で手軽に消

費できるコンテンツに多くの時間を使ってい

る現状がある。 

 そのような環境にいる現代の子どもたちが

貧困や戦争など解決の答えが簡単には得られ

ないニュースについて、立ち止まって考える

ということは難しいと考える。 

 

（上 子どもたちを取り巻く情報環境のイメ

ージ） 

 

【新聞を学習の中で使う意義】 

 上記のような情報環境にある子どもたちが

様々な情報に触れることのできる新聞を学習

の中で使う重要性は今までより大きくなって

いると考える。情報の多様性と同時に色々な

立場の人の考えを知ることができるのも新聞

の良さの一つである。2024 年度の実践で当時

の６年生が８月６日・７日の中國新聞朝刊を

授業の中で各自読んだ時に、社説・式典の様

子・日本の作家や海外の映画監督へのインタ

ビューなど広島や平和を扱った記事の種類の

多さに気付き、興味をもって読み進めていた。 

【小・中連携で平和学習を行った意義】 

 平和学習で太平洋戦争やヒロシマ・ナガサ

キを学ぶ際、その時代を知らない子どもたち

はどうしても単なる受け手になってしまいが

ちである。このテーマに主体的に向き合うた

めには、自分の感じたこと、意見を発信するこ

とが必要だと考えた。それを新聞で行うこと

により、新聞の書き手である中学生は、読み手

を意識しながら限られた誌面の中で伝えるべ

きこと、表現を精査した。 

一方で読み手である小学生は、身近な存在

である先輩たちが感じたことをもとに、記事

の内容を自分たちにも関係の深いこととして

受け止めたようである。 

このように、戦争を直接経験していない世

代が、自分の言葉を通して次の世代に戦争に

ついて語るという取り組みは、今後の平和学

習のあり方を考えていく上で、重要な視点に

なってくるのではないだろうか。 

 

（２）全国大会を通しての深まり 

〇小・中連携平和授業 

 実践発表後に広島県呉市立荘山田小学校教

諭でNIEアドバイザーの高下千晴先生から「子

どもから子どもへの戦争の記憶の継承の在り

方」と題してご助言をいただいた。まず、戦争

の記憶の継承における現在の課題として戦争

を体験した世代の方々が少なくなる中、戦争

の記憶は今後、非体験者どうしでつないでい

くことになり、非体験者が他者の体験を伝え

る難しさをあげられた。そこで、戦争の記憶を

繋いでいく際、記憶を「伝える場」と「継承す

る場」の非体験者の受け止め方の違いを整理

することが必要だと語られた。 

 高下先生の助言を聞き、戦争の非体験者で

ある中学３年生と小学６年生が、戦争の記憶

を介して対話することで、過去におこった出

来事としてだけではなく今を生きる自分たち

にもつながる課題であることに気付いていく

のだと感じた。 

   

 

〇小・中連携平和授業 

 夏の発表に向けて、以下のポイントについ

て見つめなおしながら2024年度の実践をまと

めていった。 

【子どもたちを取り巻く情報環境】 

 現代に生きる児童・生徒の多くがスマート

フォンなどデジタル端末を持っており、フィ

ルターバブルやエコーチェンバーなどのネッ

ト上の事象により、自分にとって心地よい情

報が次々に流れてくる環境に慣れている。子

どもたちは無意識のうちに短時間で手軽に消

費できるコンテンツに多くの時間を使ってい

る現状がある。 

 そのような環境にいる現代の子どもたちが

貧困や戦争など解決の答えが簡単には得られ

ないニュースについて、立ち止まって考える

ということは難しいと考える。 

 

（上 子どもたちを取り巻く情報環境のイメ

ージ） 

 

【新聞を学習の中で使う意義】 

 上記のような情報環境にある子どもたちが

様々な情報に触れることのできる新聞を学習

の中で使う重要性は今までより大きくなって

いると考える。情報の多様性と同時に色々な

立場の人の考えを知ることができるのも新聞

の良さの一つである。2024 年度の実践で当時

の６年生が８月６日・７日の中國新聞朝刊を

授業の中で各自読んだ時に、社説・式典の様

子・日本の作家や海外の映画監督へのインタ

ビューなど広島や平和を扱った記事の種類の

多さに気付き、興味をもって読み進めていた。 

【小・中連携で平和学習を行った意義】 

 平和学習で太平洋戦争やヒロシマ・ナガサ

キを学ぶ際、その時代を知らない子どもたち

はどうしても単なる受け手になってしまいが

ちである。このテーマに主体的に向き合うた

めには、自分の感じたこと、意見を発信するこ

とが必要だと考えた。それを新聞で行うこと

により、新聞の書き手である中学生は、読み手

を意識しながら限られた紙面の中で伝えるべ

きこと、表現を精査した。 

一方で読み手である小学生は、身近な存在

である先輩たちが感じたことをもとに、記事

の内容を自分たちにも関係の深いこととして

受け止めたようである。 

このように、戦争を直接経験していない世

代が、自分の言葉を通して次の世代に戦争に

ついて語るという取り組みは、今後の平和学

習のあり方を考えていく上で、重要な視点に

なってくるのではないだろうか。 

 

（２）全国大会を通しての深まり 

〇小・中連携平和授業 

 実践発表後に広島県呉市立荘山田小学校教

諭でNIEアドバイザーの高下千晴先生から「子

どもから子どもへの戦争の記憶の継承の在り

方」と題してご助言をいただいた。まず、戦争

の記憶の継承における現在の課題として戦争

を体験した世代の方々が少なくなる中、戦争

の記憶は今後、非体験者どうしでつないでい

くことになり、非体験者が他者の体験を伝え

る難しさをあげられた。そこで、戦争の記憶を

繋いでいく際、記憶を「伝える場」と「継承す

る場」の非体験者の受け止め方の違いを整理

することが必要だと語られた。 

 高下先生の助言を聞き、戦争の非体験者で

ある中学３年生と小学６年生が、戦争の記憶

を介して対話することで、過去におこった出

来事としてだけではなく今を生きる自分たち

にもつながる課題であることに気付いていく

のだと感じた。 
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〇ICT で拓く NIE の新たな地平 

SNS が日常的に使用される一方、新聞の購読

数が減り、実際の新聞に触れる機会が従来よ

り大きく減少している。その中で、フィルター

バブルやエコーチェンバーなどにより社会の

対立や分断が起こり、様々な問題が指摘され

るようになった。 

また、授業においても新聞でまとめる場面

や新聞というスタイルで発表する機会もある

が、新聞に日常的に触れていないからこそ、多

くのメディアの中でなぜ新聞かという視点で

新聞の性質を捉え直す必要が重要だと感じて

いる。 

新聞は、多くの情報について、ファクトチェ

ックをし、編集して紙面が作られている。また、

読み手を想定して書かれており、新聞にまと

める際にも読み手に取手のわかりやすさが大

切な要素になる。 

また書く前には、インタビューなどの取材

を行う必要があり、新聞を作る体験から情報

やメディアについて多くの学びがあり、メデ

ィアリテラシーを学ぶ第一歩になる。 

ICT の時代だからこそ、新聞のニュースを共

有することで、社会をつなぐことができるの

ではないか。社会をつなぐ「のりしろ」という

古くて新しい役割があるように思う。 

 

（３）全国大会後の取り組み 

〇荘山田小学校と愛徳学園小学校との NIE 連

携平和学習 

 NIE 全国大会神戸大会で御縁をいただいた、

広島県呉市立荘山田小学校の６年生と、愛徳

学園小学校の６年生で３学期に「平和につい

て語り合う会」と題して、オンラインで交流平

和学習をおこなった。事前に平和をテーマに

各学校で作成したはがき新聞のデータを送り

合い、はがき新聞をお互い読みあったうえで

交流を行った。 

はがき新聞の感想交流や質疑応答のほか、

荘山田小学校の児童は紙芝居「ふうちゃんの

そら」の朗読、愛徳学園小学校はアッシジの聖

フランシスコの祈りの聖歌「平和の祈り」の歌

唱をそれぞれおこなった。 

 

（上２枚 愛徳学園小学校６年生が作成した

はがき新聞） 

   

 

〇ICT で拓く NIE の新たな地平 
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新聞は、多くの情報について、ファクトチェ

ックをし、編集して紙面が作られている。また、
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める際にも読み手にとってのわかりやすさが

大切な要素になる。 

また書く前には、インタビューなどの取材

を行う必要があり、新聞を作る体験から情報

やメディアについて多くの学びがあり、メデ

ィアリテラシーを学ぶ第一歩になる。 

ICT の時代だからこそ、新聞のニュースを共

有することで、社会をつなぐことができるの

ではないか。社会をつなぐ「のりしろ」という

古くて新しい役割があるように思う。 

 

（３）全国大会後の取り組み 

〇荘山田小学校と愛徳学園小学校との NIE 連

携平和学習 

 NIE 全国大会神戸大会で御縁をいただいた、

広島県呉市立荘山田小学校の６年生と、愛徳

学園小学校の６年生で３学期に「平和につい

て語り合う会」と題して、オンラインで交流平

和学習をおこなった。事前に平和をテーマに

各学校で作成したはがき新聞のデータを送り

合い、はがき新聞をお互い読みあったうえで

交流を行った。 

はがき新聞の感想交流や質疑応答のほか、

荘山田小学校の児童は紙芝居「ふうちゃんの

そら」の朗読、愛徳学園小学校はアッシジの聖

フランシスコの祈りの聖歌「平和の祈り」の歌

唱をそれぞれおこなった。 

 

（上２枚 愛徳学園小学校６年生が作成した

はがき新聞） 
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紙芝居「ふうちゃんの空」は原案者である中

峠房江さんが小学校２年生の時に実際に体験

した呉空襲の話である。「ふうちゃんのそら」

の導入は現代、花火大会に行くために浴衣を

着せてもらったみいちゃんがおばあちゃんを

花火大会に誘うところから始まる。多くの子

どもたちにとって経験のある、「花火大会に行

くことを楽しみにしている」という場面から

はじまることによって、このお話をぐっと身

近に感じることが出来る。その後、おばあちゃ

んはみいちゃんに花火が苦手な理由を話し始

める。平和な現代から戦争のあった過去へと

自然に話は繋がり、最後はまた現代の場面に

戻る。この構成により、過去に起こった戦争の

悲惨さだけではなく繋がれた命の尊さや戦争

の傷が癒えるための時間の長さなど様々な事

がらが描き出される。愛徳学園小学校の児童

は、荘山田小学校の児童が画面越しに朗読す

る「ふうちゃんのそら」を食い入るように聞い

ていた。 

 

（上「ふうちゃんのそら」の朗読を聞く愛徳学

園小学校の６年生 写真提供・新聞情報社） 

 

 聞き終わった後には、「防空壕にいれば安心

だと思っていたが、狭く大勢が押しつぶし合う

など安全な場所ではないと分かった」「花火は

人々を明るくするものなのに、戦争を思い出す

人もいると知った」などと感想を伝えていた。 
 会の最後には、今回の交流を通して、深めた

「平和」に対する考えを伝え合った。愛徳学園

小の児童の一人は「私たちが今日話し合った

ことは小さなことかもしれないけど、こうし

た繋がりが増えていけば大きな変化になるか

もしれない。繋がっていくことが大切な一歩

になると思った。」と語った。 

 

（上 意見交換をする様子 写真提供：新聞

情報社） 

 

 今回、異なる環境にいる６年生どうしが考え

を伝え合ったことで、一つの学校の中で行う

よりも学びが広く深いものになったと感じた。

今後もこのような取り組みを広げていきたい。 

３ おわりに 

 新たに戦争を直接体験する人がいなくなる

ことはいいことである。なぜなら、それは戦争

が身近なところになかったということである

からだ。しかし、体験する人が減るとその経験

から学んだことを社会に活かしていくことが、

ややもすると薄れていく。だから直接体験し

た人から直接体験していない人へ、さらに直

接体験していない人からさらに次のまだ見ぬ

世代へとその経験を伝えていくことはとても

重要なことだと思う。これは戦争の体験を平

和に生かすための取り組みはもちろん、災害

の記憶やそれぞれの地域や家庭での文化とそ

の継承をいかに伝えていくかという点でも同

じで、とても大切なことである。そのため記録

するメディアとしての新聞だけでなく、新聞

を作ることを通して、平和のために主体的に

かかわり、自分の事としてその営みを支えて

いくことができると2025年度の実践と全国大

会での二つの発表を通して確信した。 
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〇第 30 回 NIE 全国大会・神戸大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実践の概要と内容 

2025 年度、本校では NIE 活動を「知識習得

の手段」から「社会を変えるための思考ツール」

へと進化させることに取り組んだ。2019 年度

から続く積み上げにより、全校生にとって新

聞は日常的な情報源である。2025 年度大阪・

関西万博を学びの軸に据え、地域社会や企業

と連携し、中学生が「未来の創り手」としての

当事者意識を持つことを目指した。2023 年か 

ら本校の教育課程・学校教育目標に「NIE 活動」

を掲げた。社会とつながる個と集団の育成に

向け、NIE の定着を図りたい。社会全体を多面

的・多角的に考察し、他者と対話する中で、「い 

 

 

 

公開授業・実践発表・ポスター掲示で参加 

2025 年７月 31 日～８月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のち輝くまちづくりを」地域のテーマとして

主権者教育へつなげたい。 

 

１ 「NIE ノート」 

本校の NIE 活動の心臓部は、毎週実施され

る「NIE ノート（記事スクラップ）」である。

生徒は新聞から自分の関心に沿った記事を選

び、要約、意見、そして「未来への提案」を記

述する。全校生徒 850 名が作成している。授

業の最初に、各班の代表が、書画カメラや、個

人パソコンを活用して発表をする。お互いに

内容のメモをとったり、意見を交流したりす

ることで「対話的な」学習にも結びつけている。 

 

「ＮＩＥから未来を描く～すべてのいのち輝くまちづくり～」 

～住み続けられるまちづくりを目指して 企業と地域との連携～ 

西宮市立浜脇中学校  校長  佐々木 理 

教諭  野上 耕佑  西村 哲 

    渋谷 仁崇  

公開授業・実践発表・ポスター掲示で参加 

2025 年７月 31 日～８月１日 

NIEから未来を描く～すべてのいのち輝くまちづくり～

～住み続けられるまちづくりを目指して　企業と地域との連携～

� 西宮市立浜脇中学校　　校長　　佐々木　理　　　　　　

� 教諭　　野上　耕佑　　西村　哲

� 渋谷　仁崇　　　　　　
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毎回、個性的な記事や、大きな社会的動きの

記事などに対して、提案や感想を発表してい

る。 

 

 

○評価について 

テストに時事問題として出題。新聞やニュ

ースを見たり、インターネットなどプリント

アウトしたりするのも可能。 

○「NIE 発表について」 

●『思考力・表現力・資料の活用力を伸ば

す』 

●『主体的に学びに向かう姿勢を育む』 

・正しい日本語を読む力。 

・記事の内容を理解（記事の起承転結）する。 

・自分の感想を表現する力。 

・発表を聞き、要点を絞りメモを取る力。 

・記事への興味・関心を持ち、世界や日本の情 

勢を知り、自分なりの考えを持つ。 

★全校生を通じて、環境、災害、SDGs や国

際情勢の記事が多い。「日常の当たり前に感

謝をしないといけない。防災への関心も高

めたい。」大阪万博 EXPO2025 と連携の SDGs

関連が多い。 

・特別支援学級「大阪関西万博」「大谷翔平選

手の活躍」や「阪神タイガース」など、自分

の興味のあるものを中心に調べている。 

2025 年度は、芥川賞作家・小川洋子氏から

の励ましのメッセージが大きな原動力となっ

た。小川氏が語った『言葉は誰かを支え、世界

と繋がる力になる』という視点は、生徒たちが

自分の意見を公に発信する勇気を与えた。ク

ラス内では、書画カメラを活用して一人の意

見を深掘りする『対話的な学び』が常態化し、

多角的な視点を養う土壌が完成した。 

 

２ キャリア教育・探究活動・成果 

「ジュニア EXPO 教育プログラム」において、

2022 年度から一貫して参加を続けてきた。大阪

関西万博 2025 夢洲会場で、NIE 活動を実践発表。

また『いのちジュニア EXPO2025 コンクール』に

おける銅賞受賞である。 

 
SDGs11「住み続けられるまちづくりを」につい

て地域課題として企業とのオンライン交流を通

じ、プロの視点での課題解決を学んだ。この学

びは西宮市立中央図書館でのパネル展示として

実を結び、地域住民から『中学生がこれほど具

体的に西宮の未来を考えていることに感動した』

   

 

毎回、個性的な記事や、大きな社会的動きの

記事などに対して、提案や感想を発表してい

る。 
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・記事の内容を理解（記事の起承転結）する。 

・自分の感想を表現する力。 

・発表を聞き、要点を絞りメモを取る力。 

・記事への興味・関心を持ち、世界や日本の情 

勢を知り、自分なりの考えを持つ。 

★全校生を通じて、環境、災害、SDGs や国

際情勢の記事が多い。「日常の当たり前に感

謝をしないといけない。防災への関心も高

めたい。」大阪万博 EXPO2025 と連携の SDGs

関連が多い。 

・特別支援学級「大阪関西万博」「大谷翔平選

手の活躍」や「阪神タイガース」など、自分

の興味のあるものを中心に調べている。 

2025 年度は、芥川賞作家・小川洋子氏から

の励ましのメッセージが大きな原動力となっ

た。小川氏が語った「言葉は誰かを支え、世界

と繋がる力になる」という視点は、生徒たちが

自分の意見を公に発信する勇気を与えた。ク

ラス内では、書画カメラを活用して一人の意

見を深掘りする『対話的な学び』が常態化し、

多角的な視点を養う土壌が完成した。 

 

２ キャリア教育・探究活動・成果 

「ジュニア EXPO 教育プログラム」において、

2022 年度から一貫して参加を続けてきた。大阪

関西万博 2025 夢洲会場で、NIE 活動を実践発表。

また『いのちジュニア EXPO2025 コンクール』に

おける銅賞受賞である。 

 
SDGs11「住み続けられるまちづくりを」につい

て地域課題として企業とのオンライン交流を通

じ、プロの視点での課題解決を学んだ。この学

びは西宮市立中央図書館でのパネル展示として

実を結び、地域住民から「中学生がこれほど具

体的に西宮の未来を考えていることに感動した」
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と感想を得た。 

 
 
３ みらいチャレンジ EXPO と未来メッセー

ジ 
2026 年２月に実施した『みらいチャレンジ

EXPO』は、株式会社キャリアリンクの開発協力パ

ートナー校としての重要なパイロット実践であ

る。インターネット上に構築されたオンライン

パビリオンを活用し、デジタル空間での NIE を

展開した。 

 

 
第 78 期生（３年生）は、自らの人生と万博の

テーマを重ね合わせ、「未来メッセージ」を作成。 
【具体的な生徒の事例】 
・万博の『smart health station』体験に基づ

き、『身近な健康診断でヘルスチェックを習慣

にするために』というタイトルで、鏡を見るだ

けで健康状態がわかる技術を日常に取り入れ、

病気を未然に防ぐ社会を提案した。 

・『いつでもどこでもきれいな水を』 
能登半島地震などの災害時における水確保の

重要性を訴え、新聞で読んだ最新の浄水技術と、

万博で紹介された持続可能なインフラを提言。 
これらの活動は、学年集会において全生徒で

共有され、一人ひとりが社会の課題解決に関わ

る『未来のチャレンジ』を宣言する場となった。 

 

 
 
４ 主権者教育と防災教育の融合 

NIE は本校において、単なる国語や社会の授業

の枠を超え、防災教育や主権者教育のプラット

フォームとなっている。震災 31 年において、新

聞記事から学ぶ震災体験の継承は極めて重要で

ある。 
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５ 真庭での実体験を NIE で深化 
真庭市での修学旅行では、事前学習で活用し

たバイオマス産業の学習と現地の体験を照合。

NIE での振り返りを通じたり、大阪関西万博

2025 の大屋根リングとのつながりを感じたり、

地方創生の取組を自分事として捉え、持続可能

な未来を描く生きた学びへと発展させた。 

 
６ 新聞の置き場と整理の方法 

 新聞は玄関ホールに下の写真のように置い

た。 

新聞社ごとに、左側にはその日の新聞、右側

には過去の新聞と見やすく分けた。そして、

NIE 担当教職員や社会科係が整理整頓を行っ

た。 

 

 

７ 神戸新聞社員の出前授業 

 神戸新聞社員の方に来ていただき、「仕事と

は」をテーマに出前授業を行っていただいた 

生徒の感想では、「早く働いてみたいなと今回

の出前授業を受けて思った」や「自分も夢をも

ち、何かに熱中できる人になりたいと思った」

や「これからの経済や地球環境を守っていく

のは自分たちであると思った」などが見られ

た。 

働くことを切り口に、現在の国際情勢にも

触れながら、様々な角度から話をしていただ

いたので、生徒にとって将来について考える

良い機会となった。 

 

 

８ 成果と今後の課題 

新聞やニュースから社会を捉え、自らの言

葉やアイデアで未来を彩り始めた生徒たち。

３年間の学びの中で、ジュニア EXPO や企業・

地域とのつながりは、自分たちが社会的存在

へと近づいたことが確信に変わる大きな成果

でした。 

課題は、この熱量を校内に留めないこと。今

後はこの「浜脇の熱」を地域や、他の地区に広

げ、すべての「いのちが輝くまちづくり」を共

創する挑戦を続けます。NIE を通じて社会問題

への関心や理解を深め、多様な学びを深化さ

せ、様々な社会問題に対して、“自分ごと”と

して捉える活動を継続していきたい。 

 

 

   

 

５ 真庭での実体験を NIE で深化 
真庭市での修学旅行では、事前学習で活用し

たバイオマス産業の学習と現地の体験を照合。

NIE での振り返りを通じたり、大阪関西万博

2025 の大屋根リングとのつながりを感じたり、

地方創生の取り組みを自分事として捉え、持続

可能な未来を描く生きた学びへと発展させた。 

 
６ 新聞の置き場と整理の方法 

 新聞は玄関ホールに下の写真のように置い

た。 

新聞社ごとに、左側にはその日の新聞、右側

には過去の新聞と見やすく分けた。そして、

NIE 担当教職員や社会科係が整理整頓を行っ

た。 

 

 

７ 神戸新聞社員の出前授業 

 神戸新聞社員の方に来ていただき、「仕事と

は」をテーマに出前授業を行っていただいた 

生徒の感想では、「早く働いてみたいなと今回

の出前授業を受けて思った」や「自分も夢をも

ち、何かに熱中できる人になりたいと思った」

や「これからの経済や地球環境を守っていく

のは自分たちであると思った」などが見られ

た。 

働くことを切り口に、現在の国際情勢にも

触れながら、様々な角度から話をしていただ

いたので、生徒にとって将来について考える

良い機会となった。 

 

 

８ 成果と今後の課題 

新聞やニュースから社会を捉え、自らの言

葉やアイデアで未来を彩り始めた生徒たち。

３年間の学びの中で、ジュニア EXPO や企業・

地域とのつながりは、自分たちが社会的存在

へと近づいたことが確信に変わる大きな成果

でした。 

課題は、この熱量を校内に留めないこと。今

後はこの「浜脇の熱」を地域や、他の地区に広

げ、すべての「いのちが輝くまちづくり」を共

創する挑戦を続けます。NIE を通じて社会問題

への関心や理解を深め、多様な学びを深化さ

せ、様々な社会問題に対して、“自分ごと”と

して捉える活動を継続していきたい。 

 

 

―　44　―



 

１ はじめに 

本校は、2023 年４月に開校した播磨地域初

の夜間中学校である。 

夜間中学校は、さまざまな理由で中学校で

の学びを十分にできなかった生徒が通う学校

である。16 歳から 92 歳までの幅広い年齢や

５か国に至るルーツがあり、言語や文化の異

なる多様な生徒がいる。それぞれ背景が異な

り、年齢・国籍等により、生活経験や学力も

一人一人異なることから、その実態に合わせ

た様々な工夫をこらしている。限られた授業

時数による学習内容の精選から、授業内容の

自主的な編成を行う本校の利点を生かした取

り組みを行い、「生活につながる学び」を日々

の授業に活かすように取り組んでいる。 

新聞記事の内容は生活につながるものであ

り、学習内容として好機を逃さずに取り上げ

ることで、生徒の学習意欲をより高めること

ができる。また、身近な地域の話題を学校に

おいて生徒同士で共有することから、生徒自

身の経験や知識を交流することにつながり、

学習を深めることができる。 

 

２ これまでの NIE の取り組み 

 

A)新聞コーナーの設置 

１階廊下に新聞コーナーを開設、生徒が自

由に新聞を手に取って読むことができる。教

室への持込みも可とする。購読した新聞は、

読売・日経・産経・神戸・THE JAPAN NEWS・

朝日小学生・毎日小学生である。 

B)全教科で、新聞利活用学習の実施 

各教科の実践を NIE 実践報告の様式でまと

めてデータで保存していく。ワークシート

やプレゼンテーション資料も合わせて保存す

る。 

C)『あかつき新聞』発行 

生徒からの情報提供や学校の様子などを材

料として、新聞記事を作る。当初は教員で作

成していくが、生徒の自主的な記事提供も呼

び掛けていき、生徒の主体的な活動へとつな

げていく。生徒の自己表現のよい機会とし、

自信や自尊感情を高める活動としていきたい。 

 

３ 実践の内容 

①好機を逃さず学習 

→学習意欲をより高められる 

②身近な話題を共有 

 →経験や知識を交流し、学習を深められる 

生活につながる学びができる NIE 

 

①好機を逃さず学習 

【社会】 

テーマ：新紙幣について(単元名：近代国家の

歩みと国際社会) 

〇学習活動 

新聞記事の内容に関する質問に答え、新紙

夜間中学での学び～新聞記事から生活につながる学びを～ 

                 姫路市立あかつき中学校  校長  山下 雅道 

教諭  伊達 実   

夜間中学での学び

～新聞記事から生活につながる学びを～

� 姫路市立あかつき中学校　　校長　　山下　雅道

� 教諭　　伊達　実　
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幣に採用された人物について知る。 

【第一次】 

新紙幣の肖像に採用された人物について知

る。神戸新聞(7/3 朝刊)１面を読み、各紙幣

の人物が残した功績の質問に答える。 

【第二次】 

新紙幣に採用された新たな技術について知

る。神戸新聞２面を読み、新紙幣に使用され

ている技術の名前を答える。 

【第三次】 

お札の肖像になったことがない人を知る。

10 名の偉人から、今まで紙幣に採用されたこ

とがない人物を答える。有名な政治家、時の

政府を支えた人物、文学・医学で功績を残し

た人物が採用される傾向を伝えた。 

〇留意点 

漢字の難読さを考慮し、教師が範読する。

自分が大事だと思う所に線を引かせる。 

〇生徒の反応 

紙幣という日常的に目にするものが題材と

いうことで、興味・関心が高かった。また、

３Ｄホログラムの技術の高さに驚いていた。 

〇実践の成果と課題 

記事を理解しようと何度も読み返し、粘り

強く課題に取り組む姿勢が身に付いた。しか

し、漢字の理解度の違いで、内容理解に差が

出てしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

テーマ：新聞に触れて・感じて・考えよう。

(単元名：新聞を使って) 

〇学習活動 

新聞記事から季節ごとに俳句を作り、身近

な新聞記事に見出しをつける。自分の身の回

りの出来事に興味や関心をもって新聞に触れ

るきっかけとする。 

 

 

 

 

 

 

 

【第一次】 

俳句は、季語や 17 音からなる短い詩である

ことを知る。食べ物・植物・行事などからど

んな季語があるか考える。それを元に新聞か

ら春・夏・秋・冬を感じる記事を見つけ、記

事から感じる音やにおい、味、手ざわり、話

している言葉を想像し、俳句作りに生かす。

作った俳句を発表し良いところを見つけ合う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇留意点 

実際に新聞をめくって季節に合った新聞記

事を探す。その際、写真を頼りに探したり、

見出しから見つけたりして新聞に触れる。 

〇生徒の反応 

自分が手にした新聞からその季節ならでは

のものを熱心に探す様子が見られた。初めて

新聞を手にする生徒もおり、興味をもって活

動できた。 

〇実践の成果と課題 

写真や見出しの言葉を使って俳句を作るこ

とができてきたが、記事の内容まで読み進め

て俳句を作る生徒は少なく、写真や見出し以

外の補足を個別にする必要があった。 
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の人物が残した功績の質問に答える。 

【第二次】 

新紙幣に採用された新たな技術について知

る。神戸新聞２面を読み、新紙幣に使用され

ている技術の名前を答える。 

【第三次】 

お札の肖像になったことがない人を知る。

10 名の偉人から、今まで紙幣に採用されたこ

とがない人物を答える。有名な政治家、時の

政府を支えた人物、文学・医学で功績を残し

た人物が採用される傾向を伝えた。 

〇留意点 

漢字の難読さを考慮し、教師が範読する。

自分が大事だと思う所に線を引かせる。 

〇生徒の反応 

紙幣という日常的に目にするものが題材と

いうことで、興味・関心が高かった。また、

３Ｄホログラムの技術の高さに驚いていた。 

〇実践の成果と課題 

記事を理解しようと何度も読み返し、粘り

強く課題に取り組む姿勢が身に付いた。しか

し、漢字の理解度の違いで、内容理解に差が

出てしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

テーマ：新聞に触れて・感じて・考えよう 

(単元名：新聞を使って) 

〇学習活動 

新聞記事から季節ごとに俳句を作り、身近

な新聞記事に見出しをつける。自分の身の回

りの出来事に興味や関心をもって新聞に触れ

るきっかけとする。 

 

 

 

 

 

 

 

【第一次】 

俳句は、17 音からなる短い詩で季語がある

ことを知る。食べ物・植物・行事などからど

んな季語があるか考える。それを元に新聞か

ら春・夏・秋・冬を感じる記事を見つけ、記

事から感じる音やにおい、味、手ざわり、話

している言葉を想像し、俳句作りに生かす。

作った俳句を発表し良いところを見つけ合う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇留意点 

実際に新聞をめくって季節に合った新聞記

事を探す。その際、写真を頼りに探したり、

見出しから見つけたりして新聞に触れる。 

〇生徒の反応 

自分が手にした新聞からその季節ならでは

のものを熱心に探す様子が見られた。初めて

新聞を手にする生徒もおり、興味をもって活

動できた。 

〇実践の成果と課題 

写真や見出しの言葉を使って俳句を作るこ

とができてきたが、記事の内容まで読み進め

て俳句を作る生徒は少なく、写真や見出し以

外の補足を個別にする必要があった。 
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【第二次】 

新聞に見出しをつけよう。 

身近な秋の風物詩「姫路・灘のけんか祭り」

の記事を取り上げ、新聞の内容を５Ｗ１Ｈで

読みとる。簡単な言葉で短く書くことを意識

して見出しを作り、発表し合う。 

〇留意点 

身近な記事を用いることで新聞の内容から

５Ｗ１Ｈを見つけやすくする。「灘のけんか祭」

を知らない生徒がいるので、祭の動画の視聴

を行った。 

〇生徒の反応 

知っている生徒にとっては、記事がわかり

やすく、記事の内容や写真から知っているこ

とを交流する場面も見られた。 

〇実際の成果と課題 

新聞の内容を５Ｗ１Ｈにして読み取る活動

では、記事の中からワークシートの空欄に合

う言葉を見つけ、埋めることができた。しか

し、どんな記事の内容だったか理解するまで

にはかなりの個人差が見られた。見出しは短

い言葉で書くことを意識して、記事やワーク

シートから言葉を選び作ることができた。発

表し合うことで、同じ記事でもキーワードと

した言葉が違うため、生徒それぞれの思いの

詰まったいろんな見出しができ、よい交流と

なった。また、記事をもとに自分の経験を話

したり、質問したりして交流する場面が見ら

れ、実際に祭りに行ってみたいと思う生徒も

出てきた。自分たちが住んでいる地域に関心

を寄せる取り組みとなった。 

【理科】 

〇テーマ：昨日の雹はどうして降ったのだろ

う（単元名：天気） 

〇学習活動 

新聞記事を見て昨日の雹がどのような原理

（発生の仕方）であるか探求する。そのあと

前日の大気の情報を調べるために、気象庁の

ＨＰを活用し、上空の状態やどのような予報

だったか、などについても確認した。 

〇生徒の反応 

前日の出来事で記憶に新しく、あまり経験

することのない自然現象だったこともあり、

興味深く学ぶことができた。 

〇実際の成果と課題 

防災学習としても取り扱い、実際に自分た

ちが経験したことが今回の学習内容となった。 

 

②身近な話題を共有 

【数学】 

テーマ：新聞から読み取れる数学の言葉を見

つけよう 

単元名：単位や数学に使われる。用語につい

て考えよう 

〇学習活動 

新聞記事から数学用語を見つけたりグラフ

の特徴や良さを知ったりする学習をした。ま

ず、事前知識として、算数用語の棒グラフや

円グラフの見方や考え方の学習を行った。 

〇生徒の反応 

朝日小学生新聞を使った授業では、新聞記

事の中から算数数学用語を見つける作業を行

った。数字を見るだけでなく、棒グラフや円

グラフを使うことで、数値が見やすくなった

り、他のデータと比較しやすくなったりする

ことを知り、グラフの良さに気づくことがで

きた。 

〇実際の成果と課題 

食品の名前や価格の変動などは生活に密接

するものであり、生徒にとって関心を深める

学習となった。 

【第二次】 

新聞に見出しをつけよう。 

身近な秋の風物詩「姫路・灘のけんか祭り」

の記事を取り上げ、新聞の内容を５Ｗ１Ｈで

読みとる。簡単な言葉で短く書くことを意識

して見出しを作り、発表し合う。 

〇留意点 

身近な記事を用いることで新聞の内容から

５Ｗ１Ｈを見つけやすくする。「灘のけんか祭

り」を知らない生徒がいるので、祭りの動画

の視聴を行った。 

〇生徒の反応 

知っている生徒にとっては、記事がわかり

やすく、記事の内容や写真から知っているこ

とを交流する場面も見られた。 

〇実際の成果と課題 

新聞の内容を５Ｗ１Ｈにして読み取る活動

では、記事の中からワークシートの空欄に合

う言葉を見つけ、埋めることができた。しか

し、どんな記事の内容だったか理解するまで

にはかなりの個人差が見られた。見出しは短

い言葉で書くことを意識して、記事やワーク

シートから言葉を選び作ることができた。発

表し合うことで、同じ記事でもキーワードと

した言葉が違うため、生徒それぞれの思いの

詰まったいろんな見出しができ、よい交流と

なった。また、記事をもとに自分の経験を話

したり、質問したりして交流する場面が見ら

れ、実際に祭りに行ってみたいと思う生徒も

出てきた。自分たちが住んでいる地域に関心

を寄せる取り組みとなった。 

【理科】 

〇テーマ：昨日の雹はどうして降ったのだろ

う（単元名：天気） 

〇学習活動 

新聞記事を見て昨日の雹がどのような原理

（発生の仕方）であるか探求する。そのあと

前日の大気の情報を調べるために、気象庁の

ＨＰを活用し、上空の状態やどのような予報

だったか、などについても確認した。 

〇生徒の反応 

前日の出来事で記憶に新しく、あまり経験

することのない自然現象だったこともあり、

興味深く学ぶことができた。 

〇実際の成果と課題 

防災学習としても取り扱い、実際に自分た

ちが経験したことが今回の学習内容となった。 

 

②身近な話題を共有 

【数学】 

テーマ：新聞から読み取れる数学の言葉を見

つけよう 

単元名：単位や数学に使われる。用語につい

て考えよう 

〇学習活動 

新聞記事から数学用語を見つけたりグラフ

の特徴や良さを知ったりする学習をした。ま

ず、事前知識として、算数用語の棒グラフや

円グラフの見方や考え方の学習を行った。 

〇生徒の反応 

朝日小学生新聞を使った授業では、新聞記

事の中から算数数学用語を見つける作業を行

った。数字を見るだけでなく、棒グラフや円

グラフを使うことで、数値が見やすくなった

り、他のデータと比較しやすくなったりする

ことを知り、グラフの良さに気づくことがで

きた。 

〇実際の成果と課題 

食品の名前や価格の変動などは生活に密接

するものであり、生徒にとって関心を深める

学習となった。 
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【総合的な学習の時間】 

テーマ：新聞記事を作ろう 

〇学習活動 

学校で保管している新聞から、お気に入り

の記事を見つけて、その写真や文章を参考に

して新聞大の模造紙に記事を作る。授業計画

として、新聞を読んで記事を見つける(２時

間)。写真や文章を活用して新聞記事をつくる

(２時間)。新聞記事を発表する(２時間)。 

【１ 新聞を読む】 

これまでの学校の新聞を段ボール箱ごと並

べて、自由に選ぶ。気になる記事があれば、

同じ日付の他社の新聞を比べて読む。日本語

が難しい生徒は、翻訳アプリで記事ごと翻訳

して理解を図る。近い日付の新聞や他社の記

事と比べて、それぞれの特徴や違いを考える。

早く見つけた生徒の紹介をして、周りの生徒

の意欲を高めたり、参考にしたりする。 

【２ 写真や記事の文章から活用するものを

選ぶ】 

写真は配置を決めたり、文章は手書きでま

とめたりする。母語と日本語の併記で本校の

特徴を表す記事にする。わかりやすい日本語

の変換は、まわりの教師が補助する。 

【３ 見出しを自分で考える】 

実際の新聞記事とは異なる見出しを付ける

ようにする。見出しは、大きく書く。早くで

きた生徒は、鉛筆の部分をペンでなぞり書き

したり、色や絵、枠線などを工夫たりして、

興味深い記事に仕上げていく。 

【４ 新聞記事を発表しよう】 

発表できる生徒は、記事を選んだ根拠、工

夫した点、特に読んでほしい・見てほしいと

ころなどを全体の前で、モニターを活用して

発表する。発表が難しい生徒は、教室の掲示

で紹介する。 

 

４ 生徒の変容 

新聞コーナーや授業での新聞利活用学習に

より、これまでよりも大幅に新聞に触れる機

会が増えた生徒がほとんどである。その中で、

新聞の特徴である一覧性や新聞に表された多

彩な言葉に気づくことができた。また、日頃

触れることのない話題や社会の出来事に触れ

るなど、社会課題への出会いから、社会に目

を向けようとする積極的な姿勢も見られるよ

うになっている。 

 

５ 成果と課題 

 実践の内容①国語の【第二次】新聞に見出

しをつけよう「姫路・灘のけんか祭り」の記

事の授業では、80 代の生徒から、祭りについ

ての詳しい情報を追加で説明する場面があっ

たり、祭りを知らない外国籍の生徒の質問が

あったりして、それぞれの生徒の興味・関心

を広げ、生徒同士の交流を通して学習を深め

ることができた。 

今後は、生活につながる身近な題材の特徴

や自分との関わりを見つけ、主体的・自律的

に考えて自らの意見を発信していく「意見形

成力」を育成していく。そのために、新聞記

事から現状を理解して、自分たちが行うべき

ことを考え、生活につながる身近な題材につ

いての多面的・多角的な視点を持ち、社会課

題を自分事として捉えることを大切にしてい

きたい。また、生徒同士の対話を取り入れた

授業をすすめて、多様な考えを生かして豊か

な学びへとつなげていきたい。 

本校の多様な生徒の実態は、学習をすすめ

る点で困難さというデメリットと捉えがちだ

が、本実践のように多様であればあるほど、

交流や学び合いの視点からすると豊かな学び

につながる大きなメリットとなる。 

本校の学校目標である「学ぶ喜び」につな

がるよう、今後も NIE 実践に取り組んでいき

たいと考える。 
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だれもが気軽に取り組むことができる新聞の活用 
 神戸市立雲雀丘中学校  校長  前田 卓己  

教諭  加治 譲二 

１ 本校の特徴について 

①少子高齢化の最先端 

 神戸市内の中学校で生徒数が激減している

学校です。中学校の南にはかつて雲雀丘小学

校が隣接していました。小学校は統廃合され

移転し、丸山ひばり小学校になりました。雲雀

丘小学校の跡地は、現在は２つの特別養護老

人ホームになっています。丸山地区の自治会

報でも「丸山地区は少子高齢社会のフロント

ランナーといわれ、住民の高齢化は進むばか

りです。加えて５軒に１軒は空家です。……」

と書かれています。何十年後かには、学校だけ

でなく町がなくなる危機的な状況です。この

ように少子高齢化が激しくこの 20 年間で 200

人以上の生徒減で現在は生徒数が142名です。

今後、生徒数は減る一方の見通しです。 

 

②不便さと老朽化 

 本校に行くためには、バスしかありません。

朝夕は道路が混みあってなかなか市街地に出

ることができません。買い物に行くのも一苦

労です。コンビニエンスストアも２つしか校

区にありません。１つは校区のはずれにあり

実質１つしかありません。郵便局も交番も１

つです。話題のコベカツでも、2025 年９月 30

日の発表では中学校内で実施されるコベカツ

は最も多い学校で校内実施だけで 28。最も少

ない学校は校内実施が１つ。本校ともう 1 校

だけです。町の老朽化もひどく、2025 年５月

には道路の陥没があり、新聞やテレビでも報

道されました。このようにインフラや設備も

老朽化し、空き地や空き家には雑草が生い茂

っています。 

 

２ なぜ NIE なのか？ 

 前述の「本校の特徴について」から、NIE の

活動に全校をあげて取り組んでいます。それ

は本校の生徒たちにとって、必要で有効な教

育活動であるからです。 

 

①世の中とつながっていない地域 

 スーパーマーケットはありません。銀行、交

番、郵便局がそれぞれ１つだけです。新聞の販

売店ももちろんありません。市街地の学校に

比べて世の中の動きがわかりにくい地域です。

生徒も世の中の動きとつながりをあまり感じ

ることができません。新聞という「窓」を開け

ると世の中が見え、世の中という風を感じる

ことができます。 

 

②学習の有用性が感じにくい環境 

 美術館や博物館、映画館や図書館、スポーツ

施設、高等学校や大学なども校区内にはあり

ません。塾に行っている生徒も少ないです。自

然が多いだけが救いです。学びの機会が少な

く、学習する楽しさや学習の有用性を感じる

ことがあまりないのが現状です。新聞という

「架け橋」が、生徒と世の中の橋渡しになれば

と願っています。 

 

③そもそも新聞をとっている家庭が少ない 

何よりも、新聞を家庭でとっているという

生徒が少ないです。１年生では新聞をとって

いる家庭は４世帯だけ。３年生でも６世帯で

す。しかも、ネットでのニュースさえ見ないの

が現状です。新聞を通じて、生徒が世の中のこ

とを知り、自分自身を伸ばす「チャンス」にな

るように取り組んでいます。 

だれもが気軽に取り組むことができる新聞の活用

� 神戸市立雲雀丘中学校　　校長　　前田　卓己

� 教諭　　加治　譲二
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３ だれもが気軽に取り組むことができる新

聞活用法 

NIE の取り組みを食事に例えてみました。

（今年度の全国大会で掲示した壁新聞も最終

ページに載せていますのでご覧ください） 

 

①毎日のコーヒー「毎日の学校生活の中で」 

 ３年生になって、やっと生徒が読みにくる

ようになりました。NIE の取り組みは 2025 年

度の９月からですが、新聞は１年次から毎日

置いていました。しかし、

過去２年間はだれも自ら

読もうとすることはあり

ませんでした。今では１面

から読む生徒が意外と多

いのでびっくりします。 

 

②季節の料理「季節ごとのテーマに沿って」 

・「修学旅行」修学旅行で万博に行きました。

事前学習で万博の記事（元旦の新聞は特に特

集が多かったです）を毎日貼り続けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「国際女性デー」男女共同参画社会の記事や

女性の働き方の記事にかわいいミモザのリー

スを添えて貼りました。 

・「交通安全週間」自転車反則金の記事や風見

慎吾さんの交通安全週間の以前のポスターを

貼りました。 

 

③メイン料理 

・「教科の授業の中で」社会の公民では、授業

内容に沿ってその都度掲示しました。生徒の

関心も膨らみました。国語では NIE でいただ

いた大量の新聞の中から一人一紙選び、新聞

記事の読み比べを行いました。読み比べる中

で「年収の壁ってなに？」「ベネズエラってど

こ？」「新潟の原発の電気って使うのは東京で

は？」など広がりのある授業でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「総合的な学習の中で」平和学習では、戦争

に関する記事、戦後８０年の記事、広島、長崎

の平和祈念式典の記事、沖縄慰霊の日などの

記事を貼りました。The Japan Times では沖縄

慰霊の日の前日に米兵が慰霊碑をきれいに掃

除している新聞記事の写真を見て生徒は考え

ていました。また、ウクライナの戦争勃発時の

６紙の記事を貼りました。本校ではアーカイ

ブスとして毎年活用している記事もあります。 
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・「防災学習で」1.17 や 3.11 のときは、新聞

記事を中心に防災学習ルームをつくって自由

に見ることができるようにしました。防災の

授業や震災記念行事、避難訓練とタイアップ

して取り組みました。阪神淡路大震災当時の

新聞や本校校区が昭和42年の大水害で大きな

被害を受けた様子の新聞も掲示しました。過

去の新聞が語りかける当時の様子や雰囲気か

ら、授業や行事の意味を実感することができ

ました。 

 

④付けあわせに 

・「読書の本に添えて」「１０５度」という佐藤

まどか著の椅子のデザインの本と椅子のデザ

インの記事。「いとはんのポン菓子」という歌

川たいじ著の本

と実在の主人公

を 取 材 し た 記

事。道徳の授業

で 取 り 組 ん だ

「ホセ・ムヒカ」

の数冊の本とホ

セ・ムヒカ死去の

記事。本や教材に

新聞記事を添え

ました。 

・「数学の教科書」

と白銀比、黄金比

の記事。大谷翔平

の活躍した記事に

時速 160 ㎞を人は打てるのかという記事など授

業の付けあわせに。 

・インフルエンザの流行のときと予防法の記事

や流行の様子のグラフの載った記事。 

など、その都度、新聞記事を利用しています。 

・「入試対策に」面接や小論文対策に新聞記事を

使用しています。テーマ別に新聞記事を分け、

時事問題は掲示板に貼っています。文章を書く

ことが苦手な生徒の中には、天声人語ノートや

正平調ノートに取り組んでいる者もいます。 

 

⑤日本全国の郷土食「全国の新聞を利用して」 

夏の NIE の全国大会で、ニュースパーク（日

本新聞博物館）に申し込むと同じ日の全国の新

聞を送ってくれる（送料はかかります）という

ことを知って、２学期は３回送ってもらいまし

た。北海道から沖縄の新聞まで見ているだけで

勉強になります。中を見ているだけでも地方ご

との特色があり、生徒たちに好評だったので、
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・「入試対策に」面接や小論文対策に新聞記事を

使用しています。テーマ別に新聞記事を分け、

時事問題は掲示板に貼っています。文章を書く

ことが苦手な生徒の中には、天声人語ノートや

正平調ノートに取り組んでいる者もいます。 

 

⑤日本全国の郷土食「全国の新聞を利用して」 

夏の NIE の全国大会で、ニュースパーク（日

本新聞博物館）に申し込むと同じ日の全国の新

聞を送ってくれる（送料はかかります）という

ことを知って、２学期は３回送ってもらいまし

た。北海道から沖縄の新聞まで見ているだけで

勉強になります。中を見ているだけでも地方ご

との特色があり、生徒たちに好評だったので、
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２学期末には図書室に展示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥保存食「過去の新聞を用いて」 

 中学１年生のときに「いのちの授業」の締め

くくりに、生徒一人一人に誕生日の新聞の１面

をラミネートしてプレゼントしました。先述の

防災学習でも、阪神淡路大震災の当時の新聞、

昭和４２年の水害で本校の校区が大きな被害を

受けたときの新聞を展示し、学習教材として使

用しました。新聞は中央図書館２階の新聞コー

ナーのマイクロフィルムから複写しました。 

 

４ 取り組みの成果と今後の課題 

 NIE の正式な取り組みは昨年の９月からの４

か月間なので、成果についてははっきりしたこ

とを示すことは難しいかもしれません。中学３

年生については１年次から新聞が常に学年フロ

アにある状態で取り組みました。毎週１回初任

者の指導に社会科の元校長先生が、いつも授業

のあとに「この学校の生徒はおもしろい意見を

言いますね！今までいた学校の中でピカイチで

す」と言われます。ふだんから問題意識が高く、

いろんなことに疑問を持ち、提案することがで

きるところが成果かもしれません。 

 今後の課題は、３つあります。 

１つ目は、生徒が新聞をみることを日常化す

ることです。それには、小学校とタイアップし

て小中連携して NIE の取り組みをすることが課

題です。ICT を利用して新聞記事について配信

し、コメントをやり取りする。新聞委員や新聞

係などつくって多くの生徒が触れる機会をつく

る。アイデアを出し合って工夫して新聞をつく

ることも課題です。 

２つ目は NIE の取り組みを教員が日常化する

ことです。まずは、教員が新聞を読むことです。

そして、NIEの取り組みに興味を持ってもらうこ

とです。今年度より「学校経営方針」の中にも

「NIE 教育」が入りました。校務分掌に「NIE」

を入れ、生徒のおすすめの記事を輪番で選ぶな

ど、教員のシステムを工夫することです。これ

までも、教員が、朝や帰りの ST や授業の中で新

聞を紹介すると生徒も興味を持ち、読むように

なりました。 

３つ目は新聞を通じて学んだことを生かすこ

とです。新聞を通じて問題意識を持ったことや、

問題に思っていたことを新聞によって確認し、

実際の行動に移すことです。これまでも地域課

題を解決するために新聞からも学び、地域に提

案して行動することもありました。新聞を通じ

た活動で自己効力感を持つことができればと思

います。学んだことをそれだけで終わらせない

取り組みができればと願っています。 
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を入れ、生徒のおすすめの記事を輪番で選ぶな

ど、教員のシステムを工夫することです。これ

までも、教員が、朝や帰りの ST や授業の中で新

聞を紹介すると生徒も興味を持ち、読むように

なりました。 

３つ目は新聞を通じて学んだことを生かすこ

とです。新聞を通じて問題意識を持ったことや、

問題に思っていたことを新聞によって確認し、

実際の行動に移すことです。これまでも地域課

題を解決するために新聞からも学び、地域に提

案して行動することもありました。新聞を通じ

た活動で自己効力感を持つことができればと思

います。学んだことをそれだけで終わらせない

取り組みができればと願っています。 
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を言いますね！今までいた学校の中でピカイチ

です」と言われます。ふだんから問題意識が高

く、いろんなことに疑問を持ち、提案すること

ができるところが成果かもしれません。 

 今後の課題は、３つあります。 

１つ目は、生徒が新聞をみることを日常化す

ることです。それには、小学校とタイアップし

て小中連携して NIE の取り組みをすることが課

題です。ICT を利用して新聞記事について配信

し、コメントをやり取りする。新聞委員や新聞

係などつくって多くの生徒が触れる機会をつく

る。アイデアを出し合って工夫して新聞をつく

ることも課題です。 

２つ目は NIE の取り組みを教員が日常化する

ことです。まずは、教員が新聞を読むことです。

そして、NIEの取り組みに興味を持ってもらうこ

とです。2025 年度より「学校経営方針」の中に

も「NIE 教育」が入りました。校務分掌に「NIE」

を入れ、生徒のおすすめの記事を輪番で選ぶな

ど、教員のシステムを工夫することです。これ

までも、教員が、朝や帰りの ST や授業の中で新

聞を紹介すると生徒も興味を持ち、読むように

なりました。 

３つ目は新聞を通じて学んだことを生かすこ

とです。新聞を通じて問題意識を持ったことや、

問題に思っていたことを新聞によって確認し、

実際の行動に移すことです。これまでも地域課

題を解決するために新聞からも学び、地域に提

案して行動することもありました。新聞を通じ

た活動で自己効力感を持つことができればと思

います。学んだことをそれだけで終わらせない

取り組みができればと願っています。 

―　52　―



   

 

NIE で特別支援学級小中交流会 
明石市立大蔵中学校  校長 赤堀 幸夫 

教諭 三嶋 祐貴子 

１ はじめに 

 本校は1947(昭和22)年に明石市立大蔵中学

校として人丸小学校内に開校し、翌年に明石

市立新制高等学校（旧高等女子高）に移転、

1949(昭和 24)年に新校舎が立てられ、現在に

至る。明石市の東側に位置し、明石海峡大橋や

瀬戸内海が一望でき、神戸にも姫路にもアク

セスしやすいところに位置している。 

 特別支援学級は自情学級１クラス、知的学

級１クラスで全６名の生徒が在籍している。

実践 NIE 実践校１年目である 2025 年度は特

別支援学級の生徒を中心に、NIE を通して「見

る」「読む」「書く」だけでなく、様々な体験や

経験を積み、コミュニケーション力を高める

ための活動に取り組んだ。 
  
２ 取り組みについて 
① 理科の実験活用 
 特別支援学級の理科の時間に、朝日小学生

新聞に掲載されている実験を活用した。新聞

を読み、書かれている手順通りにできるか作

業の練習としてとても有効に活用できた。 
 
【白菜の染色実験】 

 
 

【２色のカフェオレ実験】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 自立活動で工作 
 「建築をもっと身近に」をテーマに、建築士

の茶谷亜矢さんが考えた折り紙建築を子ども

と一緒に作っている記事を読んだ。記事に掲

載されていた QR コードからピラミッドやミ

コノス島の教会など、折り紙建築をダウンロ

ードし、ハサミやカッターを使う練習として

自立活動の教材に使うことができた。 
 

 
 

NIE で特別支援学級小中交流会

� 明石市立大蔵中学校　　校長　　赤堀　幸夫　

� 教諭　　三嶋　祐貴子
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 折り紙建築からさらに発展させ、絵画の立

体工作にも取り組んだ。どうしたら立体的に

なるか工夫し、細かい所も丁寧に取り組むこ

とができた。 

 
 
③ 小中交流会で NIE 
 本校の校区にある人丸小学校と中崎小学校

の特別支援学級５、６年生と新聞を使って交

流した。朝日小学生新聞にあった、新聞隠れ家

をグループに分かれ、中学生がリーダーとな

って小学生と一緒に作った。 

 

 

 
 中学生は事前に新聞隠れ家を一度作成し、

作り方を覚えた上で、各グループの小学生に

教えた。小学生は新聞を細長く巻く作業が難

しそうにしていたが、一緒に協力することが

できた。 
 交流会の感想文には、中学校に来て、新聞を

使って隠れ家を作って楽しかったこと、中学

生と交流して、中学に上がることへの楽しみ

ができたことなどが書かれていた。 
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④ 新聞づくり 
 ２学期、３学期に１回ずつ神戸新聞 NIE・

NIB 推進部シニアアドバイザーの三好 正文

氏に出前授業をしていただき、新聞の読み方

のポイント、見出しについて、５Ｗ１Ｈを使っ

た文章の書き方を教えていただいた。 
 

 
 

 

 
 
 

【生徒の感想】 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

出前授業の内容をもとに、一人が１つテー

マを決め、学校に関する新聞づくりに取り組

んだ。 
はじめてインタビューをするので、事前に

インタビュー内容を考え、読む練習をした。 
インタビュー時には、録音の許可ももらい、

終了後に録音を聞き、文字起こしをして新聞

の作成に励んだ。 
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⑤ 神戸大会より 
 今年度行われたNIE神戸大会で様々な団体

と繋がり、出前授業を実施してもらうことが

できた。 
「株式会社泉平」に依頼し、食育の出前授業を

特別支援学級で行った。ちりめんアドベンチ

ャーというテーマで、しらす漁の際一緒に捕

れる魚介類を調べ、仕分けをする工程をまな

んだ。 

 

 

 
 
３ 成果と課題 
 １年目の成果は、新聞を国語や社会だけで

なく、理科、自立活動、小中交流会など幅広く

活用し、生徒が多くの経験を積んだことであ

る。 
理科、自立活動では小学生新聞を読み、自分

で実験や工作をすることができた。 
小学生と交流する際に新聞を使うことで、

小学生も新聞に慣れることができた。中学生

になった時にNIEの活動が受け入れやすくな

るであろう。 
 また、出前授業で学校関係者以外の大人と

交流する、自分で新聞を作るときに教師や生

徒にインタビューする、といった体験により

コミュニケーション能力を培うことができた。 
 さらに、全国大会に参加し、指導者が外部の

団体と繋がりが増たことで、授業を通じて生

徒に還元することができた。 
 一方で、生徒の能力に大きな差があるため、

小学生新聞の活用もレベルに応じた活用とな

った。漢字を読むことができない生徒にはル

ビを振るだけでなく、声に出して読み、内容を

教師が補填することで、読解力をつける授業

を増やす必要があると感じた。 
 来年度は、生徒自身が新聞を通じて様々な

体験をし、活動したことを発信する場を作っ

ていきたい。 
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コミュニケーション能力を培うことができた。 
 さらに、全国大会に参加し、指導者が外部の

団体と繋がりが増たことで、授業を通じて生

徒に還元することができた。 
 一方で、生徒の能力に大きな差があるため、

小学生新聞の活用もレベルに応じた活用とな

った。漢字を読むことができない生徒にはル

ビを振るだけでなく、声に出して読み、内容を

教師が補填することで、読解力をつける授業

を増やす必要があると感じた。 
 来年度は、生徒自身が新聞を通じて様々な

体験をし、活動したことを発信する場を作っ

ていきたい。 
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 NIE 全国大会神戸大会にむけてさらなる NIE 学習の充実へ 
姫路市立飾磨中部中学校  校長  堀 晶子  

教諭  佐伯 奈津子 

１ はじめに 
 飾磨中部中学校は姫路市の南部に位置して

いる。学校の南側にはかつては「飾磨津」と呼

ばれる瀬戸内海を航行するうえで重要な港が

昔からあり、姫路藩の外港として重要な役割

を担ってきた。様々な物資が集まり、またここ

から各地へ運ばれて行った場所である。現在、

臨海部には大規模工場が並び、産業の面でも

大きなショッピングモールが建ち、活気のあ

る街であるとともに、花山院が書写山円教寺

の性空上人に会いに行く際、渡ったとされる

「御幸橋」があり歴史の薫り高い土地でもあ

る。学校の規模としては、１年生３クラス、２

年生２クラス、３年生３クラスで全校生徒 281

名の小規模校である。 

 
２ NIE 全国大会 神戸大会発表にむけて 
 2024 年度に本校は兵庫県 NIE 推進協議会

独自認定校となり、2025 年度には兵庫県 NIE
実践指定校となった。NIE 全国大会神戸大会

をひかえ、NIE 活動のますますの発展を計画

すべく、いろいろな単元での活用方法を模索

した。 
 それまでも朝学活を利用して新聞記事を読

み、「人権意識を高める学習」や「学習内容を

新聞形式でまとめる活動」などは行ってはい

たが、NIE 活動をする上で大切なことは１回

限りの学習活動に終わらず、継続的に続ける

ことが大事であると考えている。今年度もひ

きつづき新聞コラムの書き写しを朝学習で行

った。 
図書委員によるNIE活動も継続的に行った。 

毎日の新聞の交換や新聞資料の整理を学校司

書とともに行うのも大事な委員としての仕事

である。 
 理科の学習において、天気図を学習し、図書

委員が継続的に季節ごとの天気図を切り抜き、

掲示もした。 
 
 
 
 
 
 
 

さらに、図書室では、今までの新聞が見返せ

るように整理をして保管してもらうようにし

た。これにより過去の記事を調べたいとき、こ

の資料を見て探すことが可能となった。今後、

この資料を使っての学習活動も考えていきた

いと思っている。 
 
 
 
 
 
 

また、2025 年度も継続して学校司書による

記事紹介の掲示物の更新もした。その週にあ

ったニュースのまとめや阪神淡路大震災の特

集、読者コラムに掲載された生徒の紹介など

たくさんの記事を紹介することができた。 
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３ 出前授業 
 兵庫県 NIE 実践指定校となることで、新聞

社の方に出前授業として複数回にわたり来て

いただく貴重な機会を得ることができた。 
 
〇広島平和学習について 

12 月 18 日、被爆地広島での校外学習の前

１年生を対象に神戸新聞 NIE・NIB 推進部の

三好正文シニアアドバイザーと姫路空襲の語

り部である黒田権大さんに平和学習について

出前授業をしていただいた。 

 黒田さんからは、1945 年６月、７月の姫路

空襲の様子を伺うことができ、自分たちの住

んでいる姫路にも戦争被害があったことをく

わしく知ることができた。 

 一方三好さんからは、神戸空襲の様子や現

在起こっているウクライナ侵攻の現状も語っ

ていただき、「若い人に戦争の記憶を語り継い

でほしい」というメッセージをいただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 生徒の感想からは、「姫路空襲について話を

聞いたのは初めて。ひいおじいちゃんが戦争

体験を話すのを控えているのはとてもつらか

ったからだろうな」という声や「黒田さんの姫

路空襲の体験を聞き、もっと調べてみようと

思う。平和な世の中を目指したい」という頼も

しい声も聞かれた。 
 
〇阪神・淡路大震災 当時の様子を新聞記者

に聞く 
 １月 16 日に神戸新聞 NIE・NIB 推進部の

三好シニアアドバイザーから全学年、当時の

様子を直接聞ける貴重な機会を得ることがで

きた。 
 三好アドバイザーは震災当日、神戸新聞本

社で宿直勤務をしていた体験などを語ってく

れた。 

また、話の中で大規模災害の記憶や教訓は

30 年で風化する「30 年限界説」について語っ

たり、「南海トラフ巨大地震への対策」につい

ても言及したりした。三好さんは備えにゴー

ルはなく、過去の災害から教訓を得、命を守ろ

うと生徒たちに呼びかけてくださった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 平和学習と新聞活用 
 2025 年は戦後 80 年目の節目の年であった。

また１年生では広島へ平和学習をするために

校外学習も予定されていた。それにむけて、平

和に関する記事を集め、校内に掲示したのが

次の写真である。 

新聞は、文章だけでなくグラフや表なども

使い、わかりやすく情報を提供してくれる。掲

示された記事も分かりやすく原爆の情報をグ

ラフや表でまとめられており、当時のことを

理解しやすいよう工夫がなされていた。 

校外学習に行くにあたっての調べ学習では 

広島と長崎に落とされた原爆の特徴や被害を

比較する生徒もおり、掲示した新聞記事を活

用したり、この記事からヒントをもらったり

することが伺えた。また教師側も調べ学習を

進める上で、何から調べてよいかわからない

生徒に、掲示している記事を元に調べる内容

や項目のヒントを提案することができ大変役

立った。 
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さらに、ＮＨＫ広島の「被爆 80 年プロジェ

クト」のテーマ曲である「言伝」という曲を取

り上げ学習をした。この曲は NHK 広島放送局

が広島出身の歌手であるポルノグラフィティ

に依頼した曲で、当時の様子をわかりやすく

一曲の歌にしあげたものである。曲の前半で

は被爆後わずか３日後に広島電鉄が電車を走

らせた「一番電車」が取り上げられており、中

国新聞の記事と合わせて紹介した。加えて「言

伝」の歌詞と新聞記事とを比較しながら詳し

い内容を読み取る学習もした。 

 
 
 
 
 
 
「一番電車についての記事」には、当時車掌

を務めた笹口里子さんのインタビューが載っ

ており、記事を読んだ生徒たちは当時 14 歳だ

った笹口さんが車掌として働いていたことを

知り大変驚いていた。また、原爆投下直前の悲

惨な街の様子を笹口さんのインタビューから

ありありと感じることができた。2025 年は戦

後 80 年目の節目の年であったので、多くの戦

争体験者の当時の話が紙面で紹介されていた

が、一人一人、それぞれの戦争の記録を読み進

めるうえで、当時のことをより深く知る学習

となったことを強く実感した。 

広島の校外学習から帰ってきて学んだ内容

を新聞形式にまとめて、この資料を元にポス

ターセッションをして発表した。 
 この学習手法はNIE全国大会で愛徳学園小

学校と中学校の取り組み発表を参考にしたも

のである。全国大会でこの実践発表を見た職

員が「ぜひ飾磨中部中学校でもこの方法でや

ってみたい」ということで取り組んだもので

ある。 
 下の写真はその際作成した生徒の作品であ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 まず、６人班の中で班員それぞれが発表を

し、班の代表者がクラスの中で一人ずつ話を

する形式をとった。その後、クラス代表を一人

選び学年全体で学んだことを共有した。 
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５ NIE 全国発表 神戸大会 
 ８月１日に甲南大学岡本キャンパスにて、

飾磨中部中学校のNIEの取り組みについて発

表する機会をいただいた。 
発表するにあたって、2024 年度の 10 月２

日に行った公開授業の内容を中心に話をした。

２つの公開授業を行ったがそのうちの１つが

「NIE 俳句～記事の写真から豊かにイメージ

しよう～」という名前のもと, 

記事の写真をもとに俳句を創作し、句会を

行う授業であった。県内各地から教員ら 25 人

が参加し、授業後に意見交換会をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表の様子（甲南大学にて） 

 

 また愛媛の NIE 全国大会で知った「クロヌ

リハイク」も紹介し、参加者と共にクロヌリハ

イクにも挑戦してみた。「クロヌリハイク」と

は、愛媛新聞販売店の所長である黒田マキさ

んがアメリカのアーティストのオースティ

ン・クレオンさんの作品をもとに創案した新

聞を塗りつぶして俳句を作るアートである。 

 愛媛新聞社からクロヌリハイクのワークシ

ートやクロヌリハイクのマジックなども提供

いただき、それらを活用しながら俳句づくり

に取り組んだ。出来上がった作品をその場で

紹介してくれる参加者もおり、充実した時間

となった。 

さらに、発表する上で、新聞記事の写真の魅

力についても参加者と意見交換ができた。参

加した学校司書からも、自分の地域の地方紙

に美しい写真が載っているので、掲示物や話

題提供に役立てたいという意見をもらうこと

ができ、新聞の魅力を再確認することができ

た。 

 
６ 今年度の活動をふりかえって 
 大部分の人がまず始めに情報を入手するコ

ンテンツは携帯電話やパソコンであり、新聞

はオールドメディアと揶揄されがちである。

新聞をとっている家庭も年々減少している。

そんな中、「学校教育の課題として『新聞を読

む』という学習経験を授業に取り入れていく

べきである。」という考えが年々私の中で強ま

っている。 

今後の取り組みとして、学校司書がまとめ

整理した図書室の新聞資料の活用や生徒たち

にスクラップブックを持たせ、記事集めなど

をさせる中で「新聞」が子どもたちにとって、

親しみのあるものとなってほしいと思ってい

る。 

「新聞」をめくれば発見がある。美しい写真

だったり、新しい情報であったり・・・今まで

考えもしなかった想いに気づくこともある。

新聞はそんな魅力あるメディアであることを

今後も子どもたちに伝えていく授業づくりを

心掛けたい。 

 

   

 

 
５ NIE 全国発表 神戸大会 
 ８月１日に甲南大学岡本キャンパスにて、

飾磨中部中学校のNIEの取り組みについて発

表する機会をいただいた。 
発表するにあたって、2024 年度の 10 月２

日に行った公開授業の内容を中心に話をした。

２つの公開授業を行ったがそのうちの１つが

「NIE 俳句～記事の写真から豊かにイメージ

しよう～」という名前のもと、記事の写真をも

とに俳句を創作し、句会を行う授業であった。

県内各地から教員ら 25 人が参加し、授業後に

意見交換会をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表の様子（甲南大学にて） 

 

 また愛媛の NIE 全国大会で知った「クロヌ

リハイク」も紹介し、参加者と共にクロヌリハ

イクにも挑戦してみた。「クロヌリハイク」と

は、愛媛新聞販売店の所長である黒田マキさ

んがアメリカのアーティストのオースティ

ン・クレオンさんの作品をもとに創案した新

聞を塗りつぶして俳句を作るアートである。 

 愛媛新聞社からクロヌリハイクのワークシ

ートやクロヌリハイクのマジックなども提供

いただき、それらを活用しながら俳句づくり

に取り組んだ。出来上がった作品をその場で

紹介してくれる参加者もおり、充実した時間

となった。 

さらに、発表する上で、新聞記事の写真の魅

力についても参加者と意見交換ができた。参

加した学校司書からも、自分の地域の地方紙

に美しい写真が載っているので、掲示物や話

題提供に役立てたいという意見をもらうこと

ができ、新聞の魅力を再確認することができ

た。 

 
６ 2025 年度の活動をふりかえって 
 大部分の人がまず始めに情報を入手するコ

ンテンツは携帯電話やパソコンであり、新聞

はオールドメディアと揶揄されがちである。

新聞をとっている家庭も年々減少している。

そんな中、「学校教育の課題として『新聞を読

む』という学習経験を授業に取り入れていく

べきである。」という考えが年々私の中で強ま

っている。 

今後の取り組みとして、学校司書がまとめ

整理した図書室の新聞資料の活用や生徒たち

にスクラップブックを持たせ、記事集めなど

をさせる中で「新聞」が子どもたちにとって、

親しみのあるものとなってほしいと思ってい

る。 

「新聞」をめくれば発見がある。美しい写真

だったり、新しい情報であったり・・・今まで

考えもしなかった想いに気づくこともある。

新聞はそんな魅力あるメディアであることを

今後も子どもたちに伝えていく授業づくりを

心掛けたい。 

 

   

 

 
５ NIE 全国発表 神戸大会 
 ８月１日に甲南大学岡本キャンパスにて、

飾磨中部中学校のNIEの取り組みについて発

表する機会をいただいた。 
発表するにあたって、2024 年度の 10 月２

日に行った公開授業の内容を中心に話をした。

２つの公開授業を行ったがそのうちの１つが

「NIE 俳句～記事の写真から豊かにイメージ

しよう～」という名前のもと、記事の写真をも

とに俳句を創作し、句会を行う授業であった。

県内各地から教員ら 25 人が参加し、授業後に

意見交換会をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発表の様子（甲南大学にて） 

 

 また愛媛の NIE 全国大会で知った「クロヌ

リハイク」も紹介し、参加者と共にクロヌリハ

イクにも挑戦してみた。「クロヌリハイク」と

は、愛媛新聞販売店の所長である黒田マキさ

んがアメリカのアーティストのオースティ

ン・クレオンさんの作品をもとに創案した新

聞を塗りつぶして俳句を作るアートである。 

 愛媛新聞社からクロヌリハイクのワークシ

ートやクロヌリハイクのマジックなども提供

いただき、それらを活用しながら俳句づくり

に取り組んだ。出来上がった作品をその場で

紹介してくれる参加者もおり、充実した時間

となった。 

さらに、発表する上で、新聞記事の写真の魅

力についても参加者と意見交換ができた。参

加した学校司書からも、自分の地域の地方紙

に美しい写真が載っているので、掲示物や話

題提供に役立てたいという意見をもらうこと

ができ、新聞の魅力を再確認することができ

た。 

 
６ 2025 年度の活動をふりかえって 
 大部分の人がまず始めに情報を入手するコ

ンテンツは携帯電話やパソコンであり、新聞

はオールドメディアと揶揄されがちである。

新聞をとっている家庭も年々減少している。

そんな中、「学校教育の課題として『新聞を読

む』という学習経験を授業に取り入れていく

べきである。」という考えが年々私の中で強ま

っている。 

今後の取り組みとして、学校司書がまとめ

整理した図書室の新聞資料の活用や生徒たち

にスクラップブックを持たせ、記事集めなど

をさせる中で「新聞」が子どもたちにとって、

親しみのあるものとなってほしいと思ってい

る。 

「新聞」をめくれば発見がある。美しい写真

だったり、新しい情報であったり・・・今まで

考えもしなかった想いに気づくこともある。

新聞はそんな魅力あるメディアであることを

今後も子どもたちに伝えていく授業づくりを

心掛けたい。 

 

―　60　―



   

 

自分ごととして捉える市民性の向上を目指して 
神戸龍谷中学校高等学校  校 長  山﨑 眞一郎 

副教頭  黒瀬 大亮 

１  はじめに（研究のねらい） 

 

現状の課題：情報の偏りへの危惧  

現代の生徒たちは、生まれた時からスマー

トフォンや SNS が身近にあるデジタルネイテ

ィブ世代です。彼らは日々、動画プラットフォ

ームや SNS を通じて膨大な情報に接触してい

ますが、その情報取得の構造には大きな偏り

が生じています。アルゴリズムによって最適

化された「おすすめ」や、自分と似た価値観を

持つコミュニティ内での情報交換により、生

徒たちは無意識のうちに自分の興味関心の範

囲内に閉じ込められています。その結果、社会

の多様な側面や、一見自分とは無関係に思え

る国際情勢、あるいは地域の切実な課題に対

して、当事者意識を持つ機会が著しく減少し

ていることが大きな教育的課題となっていま

す。また、断片的なテキストや動画情報の消費

に慣れたことで、長文を読み解く粘り強さや

語彙力が低下し、複雑な社会的事象を多角的

に捉えて自分の言葉で解釈・表現する力が不

足している現状が顕著に見受けられます。 

 

研究目的 

自分ごととして捉える市民性の向上 

本研究では、新聞という媒体が持つ「一覧性」

と「網羅性」、そして「多様な価値観の提示」

という特性を活用することで、社会問題や国

際情勢といった、自分が求めていた情報以外

の「予期せぬニュース」に強制的に出会わせ、

社会問題や国際情勢を「自分ごと」として捉え

直す機会を創出します。 記事を読み、他者と

感想を交流させる過程を通じて、生徒たちが

「自分は社会を構成する一員である」という

当事者意識を持つことを目指します。情報の

送り手の意図を読み解き、得た情報をもとに

自ら問いを立て、批判的思考力を持って主体

的に判断・行動できる資質・能力を涵養するこ

とが、本実践の究極の目的です。 

 

２ 実践の概要 

 

対象・期間 

本校の中学１年生および２年生を対象に実

施しました。週１回設定されている「読書の時

間」の枠組みを柔軟に運用し、１年間を通じて

継続的な指導を行いました。生徒を「新聞活用

グループ」と「本活用グループ」の２〜３グル

ープに分け、数週間ごとに題材をローテーシ

ョンさせることで、少人数による密度の高い

対話と、年間計 12 コマの学習時間を確保しま

した。 

 

活用した新聞 

地域紙である神戸新聞をはじめ、朝日、毎日、

読売、日経、産経の主要６紙を活用しました。

同じニュースでも新聞社によって「見出し」や

「取り上げ方」が異なることを視覚的に理解

できるよう、複数紙を常に比較できる環境を

校内に準備しました。 

 

３ 実践の具体（指導の実際） 

 

活動の３ステップ 

１年間の活動を、生徒の興味の広がりに合

わせて以下の３段階で構成しました。 

 

【１学期】  

自分ごととして捉える市民性の向上を目指して

� 神戸龍谷中学校高等学校　　校　長　　山﨑　眞一郎

� 副教頭　　黒瀬　大亮　
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まずは新聞の紙面をめくる感覚を増やすこ

とから始めました。新聞全体にざっと目を通

し、自分の興味関心にもとづき「言葉」や「写

真」を見つけ出す活動を通じ、情報に触れる機

会を多くすることを心がけました。 

 

【２学期】 

記事の内容理解から一歩進み、紙面を構成

する要素（見出し、リード文、写真、図表、広

告の配置）が持つメッセージ性を考察しまし

た。その学びを活かし、Ｂ４サイズのオリジナ

ル新聞を各自で作成しました。 

 

 情報を取捨選択し、レイアウトを工夫する

プロセスを通じて、情報の「編集」という概

念を体験的に学びました。 

 

【３学期：比較と多角的な視点】  

同一の社会事象について、社説や解説記事

を読み比べました。事実（Fact）と意見

（Opinion）を切り分け、なぜ新聞によって解

釈が分かれるのかを議論することで、社会に

対する自分なりの考えや考え方への理解を深

めていきました。 

 

具体なワーク：価値観の衝突と受容 

特に生徒の変容が見られたのは、興味を持

った紙面を写真に撮り、その選択理由を文章

化して共有するワークです。他者の選択理由

を知ることで、自分とは全く異なる関心事や

視点に驚き、共感や反発を伴うリアルな対話

が生まれました。これは単に「自分を認めても

らう」ための多様性ではなく、「理解しがたい

他者の視点」をも含めて社会が存在すること

を認識する、真の多様性理解へと繋がる契機

となりました。 

 

生徒の意見の例（見出しにフォーカスした時） 

・見出しは題名みたいで、大まかに書かれて

いる。 

内容は見出しについて詳しく書かれている。

内容は長いからそれを読んでもらうためには

面白い、興味のわく見出しが大事なんだと思

いました。もし自分が新聞を作るなら面白い

インパクトのある見出しを考えたいなと思い

ました。 

・可愛い幼稚な見出しに対して、内容はほの

ぼのしているが、堅苦しい口調で書かれてい

る。 

・見出しが本文の要約になっていて、ある程

度内容を伝えることで興味を引き立たせてい

るのかなと思いました。 

・タイトルに『北川氏 ノーベル賞』と、少な

い文字数ながらインパクトのある単語を用い

る事で、読者を惹きつけつつ内容に目を通す

ように仕向けられている。そして、見出しに

『夢の〜』と書くことにより、実現出来た事柄

に誉れを持たせ、如何にも素晴らしいのだと

読者に思わせている。肝心の本文の最初は、

『【ストックホルム共同】スウェーデンの王立

科学アカデミーは〜』と仮称から述べる事で、

スムーズに名称を述べつつ、読者が読み続け
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やすく設計されている。しかも、あえてすぐ下

に受賞理由を述べているため、本文の量をよ

り少なくしつつ要約が出来ている。また、その

おかげで受賞理由をより深くする事も可能に

している。この記事はタイトルや見出し、本文、

おまけの全てにおいて素晴らしい記事だと言

える。 

・私はこの見出しと内容を見て大小感覚は 

見出し＝内容 だと思いました。理由は、見出

しでCoCo壱番屋みたいな正式名称ではなくみ

んなに呼ばれているココイチという言い方を

使って見る人を惹きつけており、内容では要

点になるような話題を分かりやすく簡潔に書

かれているからです。しかし、私は何故 2 行

しかない所に文字を詰め込んでいるのかなと

思いました。私の仮説では、印刷するための紙

にかかる費用を少しでも抑えることや、他の

内容を少しでも多く書き込むためなのかなと

推測しました。 

 

４ 生徒の変容と成果：記者講演を経て 

 

実践の集大成として朝日新聞神戸総局の中

塚久美子記者による講演を実施しました。生

徒たちは事前に学んだ新聞の特性を踏まえ、

「フェイクニュースからどう情報を守ってい

るか」「事実を伝える際に個人の感情をどう制

御しているか」といった、メディアの本質を突

く鋭い質問を記者に投げかけました。中塚記

者はこれらの問いに対し、現場での取材活動

や校閲のプロセスを引き合いに出しながら、

多角的な取材によって客観性を確保する姿勢

を誠実に語られました。特に「時には批判的な

視点で新聞を見つめ、市民社会をつくる一員

になってほしい」というメッセージは、新聞を

「正しい情報の塊」として受動的に読むので

はなく、社会をより良くするための対話のツ

ールとして捉え直すきっかけを生徒に与えま

した。 

 

講演会前にお送りした生徒たちからの質問例 

 

・フェイクニュースが多い中で、新聞社とし

て情報の正しさをどう守っていますか？ 

・事実を伝える時に、個人の感情が入らない

ようどう工夫していますか？ 

・SNS やニュースアプリが広まる中で、新聞に

しか担えない役割は何だと思いますか？ 

・情報の収入源はどこからなのか？ 

・どうやってネタを探していますか？ 

・今まで取材したことのある人で一番有名な

人は誰ですか？ 

・勘違いをしたままの(事実ではない)情報を

世の中に発信したことはありますか？ 

・今までの 1 番のやらかしエピソードは？ 

・新聞を作るのにどれぐらいの人が携わりま

すか？ 

・取材する時に 1 番難しいことはなんです

か？ 

・どういう話題が一番人気ですか？ 

・原稿の記述が締め切り時刻を超えてしまっ

た事はありましたか？ 

・ネタが退勤時刻ギリギリに送られて来た事

はありましたか？（あった場合、それは記述し

ましたか？それとも記述せずに退勤しました

か？） 

・見出しはどのように考えていますか？ 

・記者としていちばん印象に残っている取材

はありますか？ 

・インタビューしている時に話している内容

を分かりやすくまとめるコツとかあります

か？ 

・上層部の人たちによって揉み消されるよう

な記事はありましたか？ 

・インタビューした中で一番興味深かったり

面白いと思った内容はありますか？  

―　63　―



   

 

 

 

事前にお送りした質問に対しては「中学生

からこんな核心を突く質問が来るとは思わな

かった」といった感想もいただきました。 

その場で質問した生徒からは「質問に対し

てのお答えを聞き、新たな疑問も生まれ、もっ

と質問してみたかったです！この授業をきっ

かけに、新聞に対する興味が今まで以上にわ

いてきたように思います。」との感想もあり、

充実した濃厚な時間でした。 

 

変容の分析 

事後アンケートでは、「ネットの速報よりも、

新聞の方が情報の裏付けに時間をかけている

ことがわかった」「反対意見を読むことで、自

分の考えが未熟だったことに気づけた」とい

う記述が多くありました。 

生徒たちは情報の嵐を受動的に浴びるので

はなく、情報の質を吟味し、その背景にある意

図を推察する必要性への気づきが生まれ、理

解が深まったようです。 

 

 

 

 

５ 考察と今後の課題 

成果のまとめ 

新聞の一覧性と記者との直接対話により、

生徒の関心は「自己の周辺」から「社会全体の

構造」へと広がり始めたようです。特に「多様

な意見の存在」を肯定的に捉える姿勢が育ま

れたことは、本実践の大きな成果です。また、

語彙の獲得だけでなく、論理的な構成を学ぶ

場としても NIE は有効であると考えます。 

 

 

課題と展望 

今後は「読書の時間」という枠を超え、国語

科や社会科、さらには「総合的な探究の時間」

における課題設定やリサーチの基盤として、

NIE を学校全体のカリキュラムに活かしてい

く必要があります。 また、家庭での新聞購読

率が減少していく現状において、学校図書館

や教室がいかにして「質の高い情報へのアク

セス拠点」としての機能を維持し、デジタル版

も含めたハイブリッドな情報活用能力を育て

ていくかが次なる挑戦となります。 
 
６ おわりに 

NIE は、単なる教科知識の習得を目指すも

のではありません。それは、変化の激しい、先

行き不透明な社会を生き抜くための「羅針盤」

を与え、民主主義を支える知的な市民を育て

る教育活動だと、改めて認識できました。今回

の実践を通じて、生徒たちが自分の周辺のみ

でなく、社会へと視線を向け、主体的に関わろ

うとする確かな胎動を感じることができまし

た。 
本実践を支えてくださった各新聞社、なら

びに多忙な中、真摯にご講演いただいた中塚

久美子記者に、この場を借りて深く感謝申し

上げます。 

   

 

 

 

事前にお送りした質問に対しては「中学生

からこんな核心を突く質問が来るとは思わな

かった」といった感想もいただきました。 

その場で質問した生徒からは「質問に対し

てのお答えを聞き、新たな疑問も生まれ、もっ

と質問してみたかったです！この授業をきっ

かけに、新聞に対する興味が今まで以上にわ

いてきたように思います。」との感想もあり、

充実した濃厚な時間でした。 

 

変容の分析 

事後アンケートでは、「ネットの速報よりも、

新聞の方が情報の裏付けに時間をかけている

ことがわかった」「反対意見を読むことで、自

分の考えが未熟だったことに気づけた」とい

う記述が多くありました。 

生徒たちは情報の嵐を受動的に浴びるので

はなく、情報の質を吟味し、その背景にある意

図を推察する必要性への気づきが生まれ、理

解が深まったようです。 

 

 

 

 

５ 考察と今後の課題 

成果のまとめ 

新聞の一覧性と記者との直接対話により、

生徒の関心は「自己の周辺」から「社会全体の

構造」へと広がり始めたようです。特に「多様

な意見の存在」を肯定的に捉える姿勢が育ま

れたことは、本実践の大きな成果です。また、

語彙の獲得だけでなく、論理的な構成を学ぶ

場としても NIE は有効であると考えます。 

 

 

課題と展望 

今後は「読書の時間」という枠を超え、国語

科や社会科、さらには「総合的な探究の時間」

における課題設定やリサーチの基盤として、

NIE を学校全体のカリキュラムに活かしてい

く必要があります。 また、家庭での新聞購読

率が減少していく現状において、学校図書館

や教室がいかにして「質の高い情報へのアク

セス拠点」としての機能を維持し、デジタル版

も含めたハイブリッドな情報活用能力を育て

ていくかが次なる挑戦となります。 
 
６ おわりに 

NIE は、単なる教科知識の習得を目指すも

のではありません。それは、変化の激しい、先

行き不透明な社会を生き抜くための「羅針盤」

を与え、民主主義を支える知的な市民を育て

る教育活動だと、改めて認識できました。今回

の実践を通じて、生徒たちが自分の周辺のみ

でなく、社会へと視線を向け、主体的に関わろ

うとする確かな胎動を感じることができまし

た。 
本実践を支えてくださった各新聞社、なら

びに多忙な中、真摯にご講演いただいた中塚

久美子記者に、この場を借りて深く感謝申し

上げます。 

―　64　―



 
 
 

【 高 等 学 校 】 

―　65　―



   

 
 

 

 

「はがき新聞」の活用実践 
－高等学校における効果的な「はがき新聞」活用法について－ 

 
兵庫県立伊川谷高等学校  校  長  小川 卓也   

                          主幹教諭  福田 浩三   
 

１ 実践の背景・目的 

生徒全員へのタブレット導入など、書くこと

による学びが減っている現在において、「紙に書

いて思考力を養う」という学習は、その機会を

生徒に与えることが今後の教育活動において重

要であると考える。そこで、新入生に対して「限

られた紙面に伝えたい内容を効果的にまとめ

る」ことを目的に、自己紹介文を「はがき新聞」

にて作成し、廊下へ掲示することで、相互共有

を促した（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「はがき新聞」とは、児童生徒がはがきサイ

ズを主とする制約ある大きさの紙面に読み手意

識をもって新聞形式で要点をまとめ、表現する

取組みであり、様々な実践例がウェブや書籍等

にて紹介されている。しかし、その実践例は小

中学校の児童生徒のものが多数を占め、高校に

おける実践例は限られている。兵庫県立伊川谷

高等学校では2018年度から2025年度までの７年

間、公益財団法人理想教育財団より助成を受け

るとともに、2022年度から2025年度までの４年

間、一般社団法人日本新聞協会のNIE実践指定校

としてNIE実践を行ってきた。その中でも「はが

き新聞」を用いた複数の実践について、生徒の

作品を含め報告する。 

 

２ 「はがき新聞」の実践 

 実践対象は兵庫県立伊川谷高等学校にて筆者

が当時担当した2020年入学生および2023年入学

生、または学校設定科目「コミュニケーション

基礎」を受講した30名である。該当生徒は入学

時に図２に示す自己紹介はがき新聞課題を与え

られ、以後も学校行事の度に感想を「はがき新

聞」にまとめることで、教師の特別な指導がな

くとも生徒が当たり前のように「はがき新聞」

で感想を書く状態を作り出した。また、授業や

特別活動等で他の教員も自由に「はがき新聞」

を活用できるよう、複数のサイズ、形式の「は

がき新聞」用紙をあらかじめ用意、保管した。 

 図２ 「はがき新聞」の説明プリント

図１「はがき新聞」の相互評価の様子
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「はがき新聞」の活用実践

～高等学校における効果的な「はがき新聞」活用法について～

� 兵庫県立伊川谷高等学校　　校　　長　　小川 卓也

� 主幹教諭　　福田 浩三
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２.１ 行事の感想「はがき新聞」作成 

遠足や文化祭、体育大会などの学校行事ごと

に感想「はがき新聞」を作成し（図３）、教室の

廊下側壁に掲示して生徒間で共有した。また、

クラスや授業によっては、行事以外でも担任や

授業担当者が自由に「はがき新聞」用紙を活用

して、 

・推薦図書紹介（ＬＨＲにて） 

・進路の説明を受けて感想（ＬＨＲにて） 

・七夕の願い事（ＬＨＲにて） 

・６月のありがとう・７月の目標（課題） 

・修学旅行の英語感想（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

などの「はがき新聞」を作成していた。一つの

学年で３年間「はがき新聞」の実践を継続する

ことで、様々な表現を用いた「はがき新聞」の

感想が作成されることとなった。 

 

２.２ SDGs レポートの作成 

近年、生活の場面でよく見られるSDGsについ

て、その内容を理解すると共に、個人も世界と

繋がっているということを意識した行動を生徒

に促すため、SDGsの全体学習の後、生徒が各自

でSDGsに関する課題を設定し、Ａ５用紙の「は

がき新聞」を作成した（図４）。作品は廊下に掲

示することで、生徒間の共有および相互評価を

した。クラスによっては、掲示された「はがき

新聞」にコメントを記した透明付箋を貼り合う

など、評価方法の工夫も見られた。 

 

 

２.３ 18 歳成人レポートの作成 

2020年入学生は、成年年齢が18歳に引き下げ

られる対象となる最初の学年であったため、総

合的な探究の時間を活用して「18歳成人」の理

解を深める目的で、５名の外部講師（弁護士・

税理士・司法書士）がクラス単位で５つの内容

の人権講座を実施した。以後クラスをローテー

ションして計５回、同内容の講座を実施するこ

とで、すべての講座について生徒がクラス単位

で学習した。その後、生徒は人権に関するテー

マを一つ決めて、その内容を「はがき新聞」に

まとめ、学年全体で共有した（図５）。 
※５つの講座の内容は、 

①少年事件、少年犯罪［弁護士］ 

②税金・投資・保険等、社会生活にまつわるおカネの話［税理士］ 

③契約上のトラブル事例について［司法書士］ 

④インターネット・ＳＮＳにまつわる諸問題と近時の裁判例について

［司法書士］ 

⑤就職・労働に関する基礎知識［司法書士］ 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生1年次 

全5クラス198名 

 

[時数] 

総合的な探究の時間 

計 4 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図４ SDGs 学習

での活用

図５ 18 歳成人

レポートでの活用

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年次 

全5クラス194名 

 

[時数] 

総合的な探究の時間 

計 8 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図３ 行事感想

での活用 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年間 

全5クラス201名 

2023年入学生3年間 

全5クラス201名 

 

[時数] 

ＬＨＲ・課題等 

1 時間 

 

[使用サイズ] 

はがきサイズ 

   

 
 

 

２.１ 行事の感想「はがき新聞」作成 

遠足や文化祭、体育大会などの学校行事ごと

に感想「はがき新聞」を作成し（図３）、教室の

廊下側壁に掲示して生徒間で共有した。また、

クラスや授業によっては、行事以外でも担任や

授業担当者が自由に「はがき新聞」用紙を活用

して、 

・推薦図書紹介（ＬＨＲにて） 

・進路の説明を受けて感想（ＬＨＲにて） 

・七夕の願い事（ＬＨＲにて） 

・６月のありがとう・７月の目標（課題） 

・修学旅行の英語感想（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

などの「はがき新聞」を作成していた。一つの

学年で３年間「はがき新聞」の実践を継続する

ことで、様々な表現を用いた「はがき新聞」の

感想が作成されることとなった。 

 

２.２ SDGs レポートの作成 

近年、生活の場面でよく見られるSDGsについ

て、その内容を理解すると共に、個人も世界と

繋がっているということを意識した行動を生徒

に促すため、SDGsの全体学習の後、生徒が各自

でSDGsに関する課題を設定し、Ａ５用紙の「は

がき新聞」を作成した（図４）。作品は廊下に掲

示することで、生徒間の共有および相互評価を

した。クラスによっては、掲示された「はがき

新聞」にコメントを記した透明付箋を貼り合う

など、評価方法の工夫も見られた。 

 

 

２.３ 18 歳成人レポートの作成 

2020年入学生は、成年年齢が18歳に引き下げ

られる対象となる最初の学年であったため、総

合的な探究の時間を活用して「18歳成人」の理

解を深める目的で、５名の外部講師（弁護士・

税理士・司法書士）がクラス単位で５つの内容

の人権講座を実施した。以後クラスをローテー

ションして計５回、同内容の講座を実施するこ

とで、すべての講座について生徒がクラス単位

で学習した。その後、生徒は人権に関するテー

マを一つ決めて、その内容を「はがき新聞」に

まとめ、学年全体で共有した（図５）。 
※５つの講座の内容は、 

①少年事件、少年犯罪［弁護士］ 

②税金・投資・保険等、社会生活にまつわるおカネの話［税理士］ 

③契約上のトラブル事例について［司法書士］ 

④インターネット・ＳＮＳにまつわる諸問題と近時の裁判例について

［司法書士］ 

⑤就職・労働に関する基礎知識［司法書士］ 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生1年次 

全5クラス198名 

 

[時数] 

総合的な探究の時間 

計 4 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図４ SDGs 学習

での活用

図５ 18 歳成人

レポートでの活用

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年次 

全5クラス194名 

 

[時数] 

総合的な探究の時間 

計 8 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図３ 行事感想

での活用 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年間 

全5クラス201名 

2023年入学生3年間 

全5クラス201名 

 

[時数] 

ＬＨＲ・課題等 

1 時間 

 

[使用サイズ] 

はがきサイズ 

   

 
 

 

２.１ 行事の感想「はがき新聞」作成 

遠足や文化祭、体育大会などの学校行事ごと

に感想「はがき新聞」を作成し（図３）、教室の

廊下側壁に掲示して生徒間で共有した。また、

クラスや授業によっては、行事以外でも担任や

授業担当者が自由に「はがき新聞」用紙を活用

して、 

・推薦図書紹介（ＬＨＲにて） 

・進路の説明を受けて感想（ＬＨＲにて） 

・七夕の願い事（ＬＨＲにて） 

・６月のありがとう・７月の目標（課題） 

・修学旅行の英語感想（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

などの「はがき新聞」を作成していた。一つの

学年で３年間「はがき新聞」の実践を継続する

ことで、様々な表現を用いた「はがき新聞」の

感想が作成されることとなった。 

 

２.２ SDGs レポートの作成 

近年、生活の場面でよく見られるSDGsについ

て、その内容を理解すると共に、個人も世界と

繋がっているということを意識した行動を生徒

に促すため、SDGsの全体学習の後、生徒が各自

でSDGsに関する課題を設定し、Ａ５用紙の「は

がき新聞」を作成した（図４）。作品は廊下に掲

示することで、生徒間の共有および相互評価を

した。クラスによっては、掲示された「はがき

新聞」にコメントを記した透明付箋を貼り合う

など、評価方法の工夫も見られた。 

 

 

２.３ 18 歳成人レポートの作成 

2020年入学生は、成年年齢が18歳に引き下げ

られる対象となる最初の学年であったため、総

合的な探究の時間を活用して「18歳成人」の理

解を深める目的で、５名の外部講師（弁護士・

税理士・司法書士）がクラス単位で５つの内容

の人権講座を実施した。以後クラスをローテー

ションして計５回、同内容の講座を実施するこ

とで、すべての講座について生徒がクラス単位

で学習した。その後、生徒は人権に関するテー

マを一つ決めて、その内容を「はがき新聞」に

まとめ、学年全体で共有した（図５）。 
※５つの講座の内容は、 

①少年事件、少年犯罪［弁護士］ 

②税金・投資・保険等、社会生活にまつわるおカネの話［税理士］ 

③契約上のトラブル事例について［司法書士］ 

④インターネット・ＳＮＳにまつわる諸問題と近時の裁判例について

［司法書士］ 

⑤就職・労働に関する基礎知識［司法書士］ 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生1年次 

全5クラス198名 

 

[時数] 

総合的な探求の時間 

計 4 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図４ SDGs 学習

での活用

図５ 18 歳成人

レポートでの活用

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年次 

全5クラス194名 

 

[時数] 

総合的な探求の時間 

計 8 時間 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 

図３ 行事感想

での活用 

【実践データ】 

 

[対象] 

2020年入学生3年間 

全5クラス201名 

2023年入学生3年間 

全5クラス201名 

 

[時数] 

ＬＨＲ・課題等 

1 時間 

 

[使用サイズ] 

はがきサイズ 
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２.４ 「やさしい日本語」新聞書き換え講座 

 生徒が新聞記事を「やさしい日本語」を用い

て「はがき新聞」にまとめ直す（図６）ことに

より、母語である日本語についての理解を深め

るとともに、多文化共生社会における情報伝達

手段としての文章表現について考えた。生徒は 

・どのような文章にすれば、読んだ人に伝えた

い内容がよりよく伝わるか 

・伝えたい内容の要点をどのようにすればまと

められるか 

・興味関心が高まる紙面レイアウトにするには

どうすればよいか 

等を踏まえながら、話し合いやＩＣＴの活用に

より、興味を持って書き換えに取り組んだ。 

 

 

２.５ 校外学習の事前事後での活用 

 GIGA スクール構想により進んだ教育のデジタ

ル化や SNS の発展の中、はがきを書いて実際に

投函するといった旧来の文化は今後、教育の過

程における体験により守られる重要な要素にな

ると筆者は考えた。そこで今回、本校の２年生

が実施する京都遠足を題材に、高校生に「はが

きを書いて投函する」経験を持たせると同時に、

事前学習および事後の振り返りにおける「はが

き新聞」の活用（図７）、学年通信における特集

記事の掲載により、研修先である京都への興

味・関心・探究心を深めると共に自己表現力を

高める試みを行った。 

本実践を行った学年は、入学時から繰り返し

「はがき新聞」の作成を行っているため、見出

しの付け方や図・イラストの入れ方など、生徒

の表現力が高まっている。しかし、京都調べ学

習においては情報の出所や引用先を明らかにし

ていない作品も多くあり、これらを明記に対す

る指導の必要性を感じた。また図８に示すよう

に、はがきを出す習慣のない生徒への指導の要

点（敬称の付け方、必着の意味など）が明らか

となった。これら以前は生活の中で得られた知

識についても、学習の機会を持つ必要があると

考える。 

 

２.６ オープンキャンパスの生徒間共有 

 ２年次の夏季休業前に進路別ガイダンスを実

施し、生徒はそれを受けて夏季休業中に大学・

【実践データ】 

[対象]2023 年入学生 2年次・3年次 全 5クラス 189 名 

[時数]家庭学習とＬＨＲ 計 2時間 

[使用サイズ]はがきサイズ 

図７ 行事感想「はがき新聞」

[事前学習]     [事後感想] 

図８ 指導を要する表書きの例 

（ａ）   （ｂ）  （ｃ） （ｄ） 

【実践データ】 

 

[対象] 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ類型 1年次 

2021年入学生30名 

2022年入学生30名 

2023年入学生29名 

2024年入学生28名 

 

[時数] 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎 

計 5 時間 

図６ 新聞記事

の書き換え例 

   

 
 

 

２.４ 「やさしい日本語」新聞書き換え講座 

 生徒が新聞記事を「やさしい日本語」を用い

て「はがき新聞」にまとめ直す（図６）ことに

より、母語である日本語についての理解を深め

るとともに、多文化共生社会における情報伝達

手段としての文章表現について考えた。生徒は 

・どのような文章にすれば、読んだ人に伝えた

い内容がよりよく伝わるか 

・伝えたい内容の要点をどのようにすればまと

められるか 

・興味関心が高まる紙面レイアウトにするには

どうすればよいか 

等を踏まえながら、話し合いやＩＣＴの活用に

より、興味を持って書き換えに取り組んだ。 

 

 

２.５ 校外学習の事前事後での活用 

 GIGA スクール構想により進んだ教育のデジタ

ル化や SNS の発展の中、はがきを書いて実際に

投函するといった旧来の文化は今後、教育の過

程における体験により守られる重要な要素にな

ると筆者は考えた。そこで今回、本校の２年生

が実施する京都遠足を題材に、高校生に「はが

きを書いて投函する」経験を持たせると同時に、

事前学習および事後の振り返りにおける「はが

き新聞」の活用（図７）、学年通信における特集

記事の掲載により、研修先である京都への興

味・関心・探究心を深めると共に自己表現力を

高める試みを行った。 

本実践を行った学年は、入学時から繰り返し

「はがき新聞」の作成を行っているため、見出

しの付け方や図・イラストの入れ方など、生徒

の表現力が高まっている。しかし、京都調べ学

習においては情報の出所や引用先を明らかにし

ていない作品も多くあり、これらを明記に対す

る指導の必要性を感じた。また図８に示すよう

に、はがきを出す習慣のない生徒への指導の要

点（敬称の付け方、必着の意味など）が明らか

となった。これら以前は生活の中で得られた知

識についても、学習の機会を持つ必要があると

考える。 

 

２.６ オープンキャンパスの生徒間共有 

 ２年次の夏季休業前に進路別ガイダンスを実

施し、生徒はそれを受けて夏季休業中に大学・

【実践データ】 

[対象]2023 年入学生 2年次・3年次 全 5クラス 189 名 

[時数]家庭学習とＬＨＲ 計 2時間 

[使用サイズ]はがきサイズ 

図７ 行事感想「はがき新聞」

[事前学習]     [事後感想] 

図８ 指導を要する表書きの例 

（ａ）   （ｂ）  （ｃ） （ｄ） 

【実践データ】 
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ類型 1年次 

2021年入学生30名 

2022年入学生30名 
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[時数] 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎 

計 5 時間 

図６ 新聞記事

の書き換え例 
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専門学校等のオープンキャンパスに参加し、内

容を生徒間で共有することを目的に、報告書を

「はがき新聞」にて作成する課題を課した。結

果、生徒間で共有できるレベルの提出作品が少

なく、廊下に掲示して生徒が互いに内容を共有

するまでには至らなかったが、提出作品の中に

は「他者が見る」ことを念頭に分かりやすくま

とめられたものも多数あり、生徒の進路に対す

る意識の違いを知る例ともなった（図９）。 

 

３ まとめ 

「はがき新聞」の活用は、高校においてもま

とめる能力や表現力の学習に活用できることが

実践の過程およびその成果物から示された。「は

がき新聞」の大きな特徴である「読み手を意識」

した作成が、 

・何を伝えたいか 

・どうしたらよく伝わるか 

を常に考えながらの作成に繋がったものと考え

る。また、上記のことを行うために、生徒は紙

面に表す内容を事前に頭の中で推敲し、他者の

表現法も取り入れることで、「はがき新聞」の質

が向上していく過程を見て取ることができた。 

高校における「はがき新聞」の活用は、書き

方等の説明を最低限に留めることが、生徒の自

由な発想を促し、様々な様式の作品作成に繋が

ったものと考える。さらに、作品は廊下に掲示

することで簡単に生徒間共有することができる

ため、他者に見られるという意識が作品の向上

にも寄与したものと考える。 

日常的な「はがき新聞」の活用は、生徒だけ

でなく教員の「はがき新聞」に対する活用の閾

値を下げることにも繋がった。「はがき新聞」の

予備用紙を多数保管し、教員が自由に活用でき

るようにしたことで、教員が様々な場面で独自

の使い方を行うようになった。 

体験するという面においては、「はがき新聞」

の活用から実際にはがきを書いて投函するとい

う経験までを生徒に行わせることができた。ま

た本文中では触れていないが、活用するはがき

（63円の官製はがき）について、投函の実践時

に郵便料金が85円に変更されていたことから、

生徒は22円切手を貼るという経験も得ることが

できた。ＳＮＳでのコミュニケーションが中心

となった現在、切手の貼り方も「日々の生活の

中で学ぶ」から「教育活動の一環として教える」

必要があることが、生徒の切手の貼り方を通し

て筆者は考えた。 

最後に、「はがき新聞」の活用は、日本語教育

や多文化共生の分野でも活用されると筆者は考

える。その活用法として考えられるのは、 

・「はがき新聞」の作成に「やさしい日本語」を

用い、外国人との交流を図る。 

・日本語を学習する外国人が、「はがき新聞」を

作成することで、日本語の学習とともに、日

本独特の縦書き横書きが混在する紙面文化を

学ぶ 

・日本の生徒が多文化共生を意識しながら英語

で「はがき新聞」を作成する。 

などである。「はがき新聞」は、NIEの3要素 「新

聞を活用する」「新聞をつくる」「新聞の機能を

知る」のうち、「新聞をつくる」に該当するが、

当然のことながら「新聞の機能を知る」にも繋

がる大切なNIE活用実践である。 

 

 

 

 

図９ 行事感想「はがき新聞」 

【実践データ】 

 

[対象] 

2023年入学生2年次 

全5クラス198名 

 

[時数] 

夏季休業中課題 

 

[使用サイズ] 

Ａ５サイズ 
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探究活動に向けた新聞活用 
～多角的俯瞰的視点を得るために～ 

 
兵庫県立有馬高等学校  校長  小川 秀雄 

教諭  宮田 和昌 

 

１ はじめに 

本校は三田市の中心部に位置する緑豊かな

学校であり、県下で４番目に歴史と伝統を有

している。全日制の「人と自然科」と「総合

学科」及び定時制を配置し、さまざまな進路

目標を持つ生徒に向けて幅広い教育を行って

いる。 

2023 年度 NIE 実践指定校になり、今年で３

年目になる。これまで「総合的な探究の時間」

である「ARIMA 探究 I」において、情報収集を

行うなどして主に活用してきた。また、「私の

推し記事コンクール」や「いっしょに読もう！

新聞コンクール」にも多数の生徒が作品を提

出し、優秀賞を受賞した生徒もいた。2025 年

度も１年次「産業社会と人間」の授業の中で

も新聞の活用について取り組んだ。（詳細後述） 

 

２ 新聞配布の方法 

下表のように、新聞は８月を除く毎月、２

～３紙ずつ提供していただいた。６紙を年度

内で４回配当できるよう組み合わせを考え

た。 

月

新聞 

4 5 6 7 9 1

0 

1

1 

1

2 

1 2

朝 日  〇  〇 〇    〇  

毎 日 〇  〇   〇  〇   

読 売  〇 〇  〇  〇    

日 経   〇  〇  〇   〇

産 経  〇    〇  〇  〇

神 戸 〇   〇   〇  〇  

それらを、総合学科２年次の５クラスに順

番に配布する形式をとった。職員室前のクラ 

 

ス配布ボックスに入れられたものを日直やク

ラス担任が教室に持っていき、所定の箱に入

れて生徒が自由に閲覧できるようにした。箱

の中にいっぱいになった新聞は、職員室前お

よび閲覧場所で保管し、バックナンバーとし

て全校生徒が自由に閲覧できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 一年間の取り組みについて 

(1) 「ARIMA 探究 I」 

探究活動の原点である「リサーチクエスチ

ョン」、すなわち問いを立てるところから１年

間の学習はスタートした。各クラスに置かれ

た新聞の中から生徒はそれぞれ気になったキ

ーワードを抜き出し、それをもとに問いを立

てていった。新聞を普段から読む生徒は非常

に少ないが、教室に設置することで身近なも

のに感じることができたようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

探究活動に向けた新聞活用 
～多角的俯瞰的視点を得るために～ 

 
兵庫県立有馬高等学校  校長  小川 秀雄 

教諭  宮田 和昌 

 

１ はじめに 

本校は三田市の中心部に位置する緑豊かな

学校であり、県下で４番目に歴史と伝統を有

している。全日制の「人と自然科」と「総合

学科」及び定時制を配置し、さまざまな進路

目標を持つ生徒に向けて幅広い教育を行って

いる。 

2023 年度 NIE 実践指定校になり、３年目に

なる。これまで「総合的な探究の時間」であ

る「ARIMA 探究 I」において、情報収集を行う

などして主に活用してきた。また、「私の推し

記事コンクール」や「いっしょに読もう！新

聞コンクール」にも多数の生徒が作品を提出

し、優秀賞を受賞した生徒もいた。2025 年度

も１年次「産業社会と人間」の授業の中でも

新聞の活用について取り組んだ。（詳細後述） 

 

２ 新聞配布の方法 

下表のように、新聞は８月を除く毎月、２

～３紙ずつ提供していただいた。６紙を年度

内で４回配当できるよう組み合わせを考え

た。 

月

新聞 

4 5 6 7 9 1

0 

1

1 

1

2 

1 2

朝 日  〇  〇 〇    〇  

毎 日 〇  〇   〇  〇   

読 売  〇 〇  〇  〇    

日 経   〇  〇  〇   〇

産 経  〇    〇  〇  〇

神 戸 〇   〇   〇  〇  

それらを、総合学科２年次の５クラスに順

番に配布する形式をとった。職員室前のクラ 

 

ス配布ボックスに入れられたものを日直やク

ラス担任が教室に持っていき、所定の箱に入

れて生徒が自由に閲覧できるようにした。箱

の中にいっぱいになった新聞は、職員室前お

よび閲覧場所で保管し、バックナンバーとし

て全校生徒が自由に閲覧できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 一年間の取り組みについて 

(1) 「ARIMA 探究 I」 

探究活動の原点である「リサーチクエスチ

ョン」、すなわち問いを立てるところから１年

間の学習はスタートした。各クラスに置かれ

た新聞の中から生徒はそれぞれ気になったキ

ーワードを抜き出し、それをもとに問いを立

てていった。新聞を普段から読む生徒は非常

に少ないが、教室に設置することで身近なも

のに感じることができたようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究活動に向けた新聞活用

～多角的俯瞰的視点を得るために～

� 兵庫県立有馬高等学校　　校長　　小川　秀雄

� 教諭　　宮田　和昌
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なお、「ARIMA 探究 I」では探究への導入と

して「わたしの推し記事コンテスト」の参加

を課題として出し、その際に新聞を活用させ

た。コンテスト出品後、問いに向けて探究活

動をしていく際にも、新聞を利用することを

促すためであり、生徒は身近な内容から国際

的諸課題に至るまで、たくさんの観点から記

事を取り上げていたことが印象的であった。 

また、夏課題として「第 16 回 いっしょに

読もう！新聞コンクール」への参加も募った。

春の「推し記事コンテスト」以降、新聞への

親しみ方、読み取り方などの傾向を俯瞰的に

くみ取り、多角的視点から自分の意見を組み

立てられるかなどの変化を、生徒と教員双方

が把握できる機会となった。インターネット

での情報収集が主になるのは時代の流れから

やむを得ない部分もあるが、その情報を鵜呑

みにするのではなく、別のサイトや新聞、本

など複数の情報源から真実、根拠を探し出す

ように指導した。 

 

(2) 「産業社会と人間」 

① 記者派遣事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年２月６日(金)の５、６限に、読売新

聞三田支局の渡部哲也支局長に来校いただき

「その情報、信じられますか？」の題で１年

生約 200 人に講演していただいた。 

 渡部支局長は生成ＡＩ（人工知能）で作成さ

れた動画を生徒たちに見せた後、「これはＡＩ

と分かって見ているが、示されていなかった

らどうか」と投げかけた。また、ＳＮＳでは

真偽不明の情報も流れ、自分の興味のある意

見だけが集まりやすいという特徴を指摘した。

「見たまま聞いたままを鵜呑みにするのでは

なく、多角的俯瞰的に情報を精査したうえで

意見を立て、発信する。その際、新聞は有用

なツールである」ことをお話しいただいた。 

また、同日の新聞から集めた見出しを並べ、

生徒たちに掲載されたページを探してもらい、

「政治や経済、海外、スポーツなど多様なペ

ージがある。興味があるものだけでなく、様々

な情報に触れられる」ということが伝えられ

た。合わせて「『正しい情報を読み解く』こと

が大切な時である」という点が強調された。 

新聞の特徴として①一覧性、②網羅性、③

信頼性、④保存性の４点を挙げており、ＳＮ

Ｓでの情報収集や発信が盛んな現代において

も、これらの点において新聞の優位性は揺る

がないだろうとのことであった。 

 

＜講義を聞いた生徒の感想＞ 

・AI による偽情報の危険性を知り、ネット

の情報をすぐに信じず、発信元や他の意

見を確認して判断する力が大切だと感じ

た。 

・発信元の大切さと、他のメディアと比較

することが大切だなと思った。 

・現代は情報量が多いため、特に情報の真

偽については自分自身が試されることに

なるなと思った。 

 

(3) 新聞コンクールへの応募 

「わたしの推し記事コンクール」 

2025 年３月～４月の春休みに、総合学科の

新２・３年生全員が兵庫県 NIE 推進協議会主

催の第３回「わたしの推し記事コンクール」

に、夏には「第 16 回 いっしょに読もう！新

聞コンクール」に応募した。多角的な視点か

ら取り上げられた応募作品から、新聞から得

られる情報の深さを感じられた生徒は多かっ

たのでないかと思われる。 
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４ 成果と今後の課題 

(1) アンケート結果と分析 

 

(1)-1 アンケート結果より 

 アンケートより、①生徒と新聞との関わり、

②新聞に触れたことで生徒の意識が変化した

かの２点に特化して分析した。 

(1)-1-1 新聞購読と閲覧の現状について 

グラフ１ 自宅での購読率 

 

 

 

 

 

 

グラフ２ 購読家庭生徒の新聞閲覧状況 

 

 

 

 

 

グラフ１の示す通り、自宅での購読率は、

22%が「購読している」と回答した。また、グ

ラフ２が示すように、自宅で購読している生

徒のうち、約半数（48.9%）は「読まない」と

回答しており、日常的に読む習慣がある生徒

は限られている様子が見える。 

 

(1)-1-2 NIE 活動以前の新聞購読頻度 

 

 

 

 

 

 

 

２年生で新聞課題が出る前は、81.7%の生徒

が新聞を「読んでいなかった」と回答してい

ることから、新聞への意識が必ずしも高いと

いえなかった現状が見て取れる。 

(1)-1-3 探究を通じての新聞購読への変化 

 

 

 

 

 

 

探究活動を通じても、88.2%の生徒は「以前

も２年生に入ってからも読む頻度は変わらな

い」と回答している。「課題があったから新

聞を読んでみた」という外発的動機付けの要

素が大きかったということが分かる。 

 

(1)-2 新聞を読むことの有用性 

 

 

 

 

 

 

 

新聞を読む活動が役に立ったと感じる点に

ついては、以下の回答が多く見られた。 

１.社会のことを知る上で役に立った:  

60.8%（113 名） 

２.社会への興味を広げるのに役に立った:  

40.3%（75 名） 

３.思考力をつける / 読解力をつける:  

各23.7%（44名） 

「社会へのことを知る上で役立つ」、「社会へ

の興味を広げるのに役立つ」と回答する生徒

が多く、社会問題についての新しい情報など

に触れられ、問題への解決や見方など、様々

な意見があることが発見だったように感じら

れる。思考力・読解力については、生徒の日

常ではあまり使うことのない表現や用語があ

り、理解のために調べることでプレゼンテー

ションに役立った生徒もいると推測される。  

多くの生徒が社会情報の習得において一定

のメリットを感じていることが窺える。 
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(2) 分析 

(2)-1 探究テーマとの切り離し 

「推し記事」課題のトピック選定において、

自分の進路や探究テーマを「考えなかった」

生徒が 45.7%と最多であった。また、手に取っ

た新聞から即決している生徒が６割を占め、

記事選びも多角的視点で選ぶのではなく、新

聞の読み比べによる有用性が思ったほど浸透

していない傾向も見て取れる。 

探究活動を進めるにあたり、以下の方法で

新聞を活用することで両者のリンクを深めら

れるのではないかと考える。 

・「記事の背後にある構造」を読み解く活動   

① 新聞記事を読み、背景要因（経済・

文化・制度）の因果関係を考える。 

② 「問いの再設計」  

記事を読み、「事実→解釈→主張」を分

けて整理し、自分の問いを再構築する。 

・複数紙比較でバイアスを学ぶ   

同じニュースでも論調が違うことを体

験する。多角的、俯瞰的に事象を把握

できる資質を育成できるのではないか。 

 

(2)-2 「社会への窓口」としての有用性 

習慣化は難しい一方、アンケート結果(1)-2

にあるように、活動そのものについてはポジ

ティブな評価が見られる。「習慣化や自発的

な深い探究には至っていないものの、課題を

通じて社会情勢に触れることには一定の意義

を感じている」といえる。 

 

(3) 課題 

2024 年度、本校では森澤教諭による NIE 実

践授業を実施した。授業では新聞の読解や活

動への活用に際し、以下の観点に注目し、指

導していた。 

・主張（何を一番訴えたいのか） 

・根拠（根拠、データは示されているか） 

・トーン（肯定的、批判的、中立的など） 

・自分の意見（どちらが自分の意見に近いか）

これらの視点は、新聞を教材として活用し

つつ、他メディアとも関連付け、多角的に物

事を捉える姿勢を育てることを意図していた。 

しかし、2025 年度のアンケート結果を振り

返ると、一つの新聞の主張のみに基づいて自

身の意見を構築する生徒が見られるなど、「新

聞活用を通じて多面的思考を促し探究活動へ

つなげる」という意図が十分に伝わっていな

かった可能性が窺える。 

2026 年度から始まる「ARIMA 探究 I」での

リサーチクエスチョンの設定や情報収集にお

いても、「多角的かつ俯瞰的に物事を見る姿勢

をもとに論を進めていくこと」は重要である。 

今回のアンケート結果は、2024 年度の実践

で得られた重要な教訓をフィードバックし、

2026 年度以降の探究活動では、これらの視点

を学校全体で共有し、「継続的な学びの伝統」

として確立する必要性をあらためて考えさせ

るものであった。 

 

(4)今後の活動への方向性を考える 

 (3)の課題を改善するために、今後取り組め

ば…と思われる活動についても考えてみた。 

①「推し記事」ポスターセッション 

自分が選んだベスト記事と、それに対する

自分の意見をまとめたものを教室に掲示し、

プレゼンテーションをする。また付箋でコメ

ントし合う「記事総選挙」を実施してみるの

も一法ではなかろうか。様々な観点の記事を

読み意見を述べることにより、多様な考えを

得るきっかけになるのではないかと思われる。 

 

②新聞意見欄または「記者への質問」投稿 

単に読むだけでなく、「この記事の続きが知

りたい」「なぜこの写真を使ったのか」など、

新聞記者への質問を考えさせる活動を加えた

り、新聞にある意見欄に、自らの社会への思

いや意見を投稿したりすることで社会を知り、

多様な観点から物事を見ることの重要性を知

ることができるのではないだろうか。 
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１ 実践の概要 

（１）はじめに 

本校は、美しく連なる六甲の山並みを背

に丸くそびえる甲山を望む閑静な文教地区

に所在し、教育環境に大変恵まれている。

全日制単位制普通科に加え、兵庫県の公立

高校では唯一の音楽科を設置し、全校生徒

数約 1,000 名の大規模校である。長い伝統

で培ってきた教育目標を継承しつつ、スク

ールポリシーに基づいて、教育内容の刷新

に努めている。 

 

（２）研究テーマ 

ＮＩＥ推進事業としての取り組みは2020

年度より継続しており、「新聞を活用するこ

とで、社会問題への関心を高め、記事や社

説などの論説をもとに意見交換や発表等の

活動を行うことで批判的思考力の育成を図

る」ことを研究テーマとしている。新聞記

事にある社会課題がＳＤＧｓのどの目標と

関連しているかを発見し、新聞ポスターに

まとめて発表する過程で、社会の諸問題に

ついて多様な側面から考える学習を行って

いる。 

 

（３）学習計画 

本校の「総合的な探究の時間」では、ス

クールポリシーの一つである「多様な視点

から物事を捉え、新たな課題を発見し、解

決に向けて主体的に行動できる生徒を育成

する」ことを実践した授業を展開している。 

新聞を活用した取り組みは、１年次の「総

合的な探究の時間」の前期「社会を知る」

というテーマの中で「新聞ポスター」の時

間に設定している。新聞ポスターの作成を

通して社会の諸問題について考える時間と

している。 

 

＜授業のねらい＞ 

◆新聞記事の中から、自分が興味・関心を

持ったテーマの記事を探し出す目を養う。 

◆記事のいろいろなつながりや課題の広が

りを見つける。 

◆新聞記事を読解し、要旨をまとめ、他者

に発信する力を身につける。 

◆他者の発表から新たな考え方や視点を知

る。その際、World Café 形式を取り入れ、

小グループで席替えを繰り返しながら話

し合うことで、多様な価値観を共有する。 

＜授業展開＞ 

 

２ 新聞の置き場と整理 

 新聞を活用する授業は６月からの実施と

なるため、４月、５月の２か月間、新聞６

社から朝刊夕刊それぞれ２部ずつ配達して

新聞を活用して社会の諸問題について考える 

兵庫県立西宮高等学校  校長  谷口 聡   

教諭  三木 美穂  

日付 テーマ 内容 

5/14 社会を知る１ SDGs について考える 

5/21 社会を知る２ 新聞読み方講座（講演） 

6/4 社会を知る３ 新聞ポスター①導入 

6/11 社会を知る４ 新聞ポスター②テーマ決め 

6/25 社会を知る５ 
企業の SDGs への取り組み

（講演） 

7/16 社会を知る６ 新聞ポスター③作成 

9/10 社会を知る７ 新聞ポスター④発表 

新聞を活用して社会の諸問題について考える

� 兵庫県立西宮高等学校　　校長　　谷口　聡　

� 教諭　　三木　美穂
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もらい、「総合的な探究の時間」で使う資料

が置かれている小教室にまとめて保管した。 

 新聞ポスターの授業が始まる前に、生徒

一人当たり２部いきわたるよう均等かつラ

ンダムにクラスごとに分配し、授業が始ま

ってからは分配した新聞を各教室に保管し

て、生徒はいつでも手に取ることができる

ようにした。 

 

３ 実践の内容 

（１）「新聞ポスター」の作成 

ＳＤＧｓの 17 分野の社会課題を学び、気

になる課題を新聞記事から探し、社会の動

きを確認した後、新聞を切り抜いて新聞ポ

スターを個人で制作する。ポスターには記

事を選んだ理由、記事から考えたこと、意

見文の３つの観点を記入する。出来上がっ

たポスターは、班ごとに発表と意見交換を

行い、班のメンバーを３回替えることでよ

り多くのメンバーと意見交換をする。 

社会に目を向けることが少ない高校生が

意識して新聞を読む経験となり、１年次後

期から行う地域活性化の授業や２年次より

始まる「課題研究」の研究テーマを見つけ

る活動につながっている。 

 

【ＳＤＧｓについて考える】 

新聞ポスター作成に入る前にＳＤＧｓに

ついての考えを理解し、自分の解決すべき

目標の優先順位を考え、意見を共有し、一

つにまとめる練習をする。 

 

【新聞読み方講座】（新聞記者派遣授業） 

 記者派遣事業で神戸新聞社 NIE・NIB 推進

部三好正文シニアアドバイザーにお越しい

ただき、新聞の役割、新聞紙面の構成、新

聞の読み方や活用方法についてお話しいた

だいた。 

 

 

【新聞ポスター】 

①新聞ポスター導入 

・新聞を一人２紙以上配付し、新聞から得

られる情報を分類、分析する。新聞は回

覧し、なるべく多くの紙面に触れる。 

・記事の中から自分が興味を持ったものを

選び、「ＳＤＧｓ」17 分野のどれにあて

はまるか確認する。 

 

②新聞ポスターテーマ決め 

・「ＳＤＧｓ」の 17 分野から、興味関心あ

るテーマの新聞記事を選んで切り取る。 

・新聞ポスターのタイトルを決定する。

（例：「コロナで動く経済新聞」） 
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・Ａ３×２枚のレイアウトを考える。意見

文やイラスト等も含めてレイアウトを考

える。 

 

 

③新聞ポスター作成 

・意見文を下書きする。 

・意見文では、切り取った新聞記事に対す

る考えを述べる。そして、社会で起きて

いることは地域でも起きていると考え、

地域における問題提起に繋げる。 

・意見文を清書し、記事とともにポスター

に貼り付ける。 

・次時に発表する内容を考える。発表の留

意点は、意見文を読むのではなく、自分

の言葉でプレゼンテーションをすること

である。 

１ なぜこのテーマを選んだか。 

２ どのような記事を集めたか。 

３ それはＳＤＧｓのどの分野か。 

４ 自分はどのように考えたか。 

５ 今後、研究したいことは何か。 

 

 

④新聞ポスター発表 

１人２分程度で、班内で発表を行い、意

見を交換する。また班のメンバーを変え、

３回発表をすることで、より多くの意見交

換の場を確保する。 

 

 

 

【企業のＳＤＧｓへの取り組み（講演）】 

 

企業が社会課題に対してどのように取り

組んでいるか、ＳＤＧｓの観点でお話しい

ただいた。 

（２）他教科、科目での取り組み 

 新聞ポスターでの経験は、その後の授業

でも活かされている。特に公共や政治経済
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といった公民科の授業内容は、現代社会と

のつながりが意識しやすいためその効果が

顕著である。例えば新聞ポスター作成の際

にジェンダー平等や性的マイノリティなど

社会的弱者の人権について調べた生徒の場

合、「基本的人権の尊重」の分野で登場する

平等権や新しい人権などの項目に対して学

習意欲の向上が見られたり、内容理解がよ

り深まったりするなどの効果が見られる。 

 また、新聞ポスター作成のときに、新聞

記事を探し各自でテーマを設定する作業は、

自分自身が持つ興味関心の新たな発見につ

ながることもある。神戸新聞社主催の「新

聞感想文コンクール」で、自分の関心ある

新聞記事を選ぶ際、新聞ポスター作成のと

きに関心を持っていた記事内容と親和性の

高い記事を選んだという生徒もいた。ちな

みに上記の生徒は、障がい者に関する記事

を取り上げ、感想文を書いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらには、新聞記事を探す作業は、新聞

を読むことへのハードルを下げ、情報源と

しての新聞の有意性を知る契機ともなった。

２年次の後期から取り組む「課題研究」で

も、話題や根拠などを新聞に求めようとす

る姿勢が見られるようになった。紙面だけ

でなく、新聞各社のデジタルデータなども

活用することで、考察の幅が広がったケー

スもある。 

 以上のような新聞を活用する効果は、決

して高校での取り組みだけにとどまらず、

大学等の進学後も必要なリテラシーを生徒

たちに身につけてもらうことにもつながる。 

 

４ 成果と今後の課題 

本校の生徒は真面目に課題に取り組む力

や常識的に物事を考える力を持っており、

ほとんどの生徒が熱心に新聞を読み込み、

社会的課題について真剣に考えようとして

いる。新聞を手にした生徒たちは、気にな

る記事に対して意見を交換したり、新聞を

開かなければ気づかなかった出来事や考え

に感嘆したり、教室内で視野の広がりを自

ら体験している。社会を知るために必要と

なる情報を得る際、高い信頼性、深い背景

分析と解説、ジャンルの多様性、地域情報

の充実性といった、多くの利点を備えた新

聞の有用性を多くの生徒が体験できている。 

今後も新聞ポスター作成を出発点として、

社会の現状を把握し、課題を発見し、自ら

解決していく力をつけることを目標に社会

と身の回りの出来事に目を向けさせたいと

考えている。また、探究活動に活かせるよ

う新聞を活用する機会をさらに増やし、活

動を深化していくとともに、より多くの教

科で活用、実践していけるよう働きかけた

い。そのためにも全国紙だけでなく、地方

紙なども校内で閲覧できるよう整備をすす

め、生徒が気軽に新聞に触れることができ

るよう工夫を重ねたい。 
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新聞を共通言語とする学習共同体の形成 
～ NIE を起点とした対話と探 Cue の設計 ～ 

兵庫県立神戸甲北高等学校   校長   橿  千種 
教諭  久保 淳平 

１ はじめに 

本校は「自主 協調 創造」の理念のもと、確

かな学力と主体的な課題解決能力、豊かな人

間性を備え、グローバル社会で主体的・創造的

に未来を切り拓き、活躍できる人材を育てる

ことをミッションとして、教育活動を展開し

ている。 

新聞を教育に活用することは、そのための

基盤的実践であり、思考力・判断力・表現力に

加え、メディアリテラシー・対話力・公共性の

涵養を目的に据えて展開している。 

2025 年度は、発展的統合に伴い、県立北神

戸総合高等学校と同一校地で学校生活を送る

体制の下、 

・北神戸総合高校１年次 

（新しい学習文化の共通基盤づくり） 

・神戸甲北高校２・３年次 

（既存実践の深化と横断的展開） 

の二層構造で NIE を計画的に実施した。 

本稿では、新聞を共通言語かつ共通媒体と

位置づけた高等学校 NIE の実装を通して、１

年次（基盤形成）と２・３年次（深化・展開）

からなる二層構造下で、対話・批判的読解・再

表現の作法を制度化し、探究の起点やきっか

け（Cue）として設計した教育実践の効果と課

題を報告する。 

 

２ 実践の背景とねらい 

本校が位置する神戸市北区は、急激な高齢

化が進んでいる。「神戸市町丁別の統計 住民

基本台帳に基づく人口（町丁目別 年齢別）」

によると、2023 年３月末時点において、本校

近隣の高齢化率は 29％～46％に及ぶ。 

 

町丁名 高齢化率 

大脇台 ２９％ 

惣山町 ４６％ 

若葉台 ３６％ 

甲栄台 ４１％ 

山田町小部 ４０％ 

泉台 ４２％ 

 

 

こうした状況において、地域の未来を担う

若者が社会について考え、関心を持つことは、

地域社会の持続可能性に直結すると考える。

新聞記事を通じて社会の動向を知り、それを

自身の未来や地域との関わりに結びつけるこ

とで、「課題を発見する力」「問いを立てる力」

「他者と協働して思考を深める力」を育成し、

キャリア形成・地域課題解決につなげる学び

を設計することを目的とした。 

また、現代の高校生は SNS や動画、ニュー

スアプリ等を通じて多量の情報に手軽に接す

ることができる一方で、出典・文脈・相対化の

視点が希薄になりやすい。新聞は、 

① 編集というフィルターを通じた情報の

整理と比較可能性 

② 事実・意見・論説の峻別 

③ 多角的視点の提示と紙面設計による構

造化 

を備えており、探究学習の「テキスト」として

適性が高いと考えている。 

上記を踏まえ、2025 年度は年間目標として、 

① 全員参加型の導入・定着 

▶ 新聞への心理的ハードルを下げ、「読

▲ 本校近隣の高齢化率（2023 年３月末時点） 

新聞を共通言語とする学習共同体の形成

～ NIE を起点とした対話と探 Cue の設計～

� 兵庫県立神戸甲北高等学校　　校長　　橿　　千種

� 教諭　　久保　淳平
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む→話す→書く」の循環を日常化す

る。 

② 対話的・批判的読解の深化 

▶ 立場や価値観の差異を資源として活

用し、合意形成・論点整理の技法を学

ぶ。 

③ 横断的展開（公民・日本語・多文化） 

▶ 主権者教育、日本語教育、多文化理解

と NIE を接続し、教科横断で学びを拡

張する。 

以上の３点を掲げ、実践を進めた。 

 

３ 具体的な実践内容 

2025 年度は、１年次（北神戸総合）におけ

る基盤形成と、２・３年次（神戸甲北）におけ

る深化・展開の二層構造で NIE を実施した。

前者では「読む—話す—書く」の循環と対話の作

法を制度化し、後者では主権者教育・日本語教

育・多文化理解の横断的学びへと発展させた。

以下に、具体的な実践内容を紹介する。 

 

（１）１年次全員による「まわし読み新聞」の実施 

１年次の入校時教育に位置付け、新聞を共

通教材として協働の作法と対話の基礎を短期

間で共有した。複数分野の記事束を用い、見出

し・写真・リードに着目した短時間把握の後、

驚き・疑問・行動提案に分けてメモ化・回覧し

た。他者メモを手掛かりに再読することで、個

別の関心から他者視点を踏まえた読み直しへ

移行した。 

班ごとに発見や記事に対する疑問点を記入

しながら「まわし読み新聞」を制作した。どの

メモが自分の思考を変えたか、次に確かめた

い事実は何かを短文で記述させるよう工夫し

たことで、読解速度や日本語運用に差がある

生徒であっても、可視的な痕跡としてのメモ

を通じて議論に参加することが可能となり、

相互承認の雰囲気が早期に形成された。また、

全生徒が通行するフロアに新設した閲覧コー

ナーの利用が当該活動以降に増加し、登校直

後や休憩時間に記事へ触れる機会が拡大した

ことが観察された。 

 

（２）１年次全員による「推し記事コンクール」の

実施 

 １年次の学校設定科目「産業社会と人間」に

おいて、生徒が新聞記事の中から自分が最も

関心をもった記事を１本選び、その理由を文

章でまとめて発表する「推し記事コンクール」

を実施した。 

 記事の選定理由を言語化し、仲間と共有す

ることで、視点の多様性に気づき、社会の出来

事と自己との接点を再確認する機会にするこ

とができた。生徒相互のコメントを通じて、他

者の読み取りに触れる対話的な学びも展開さ

れ、協働的な学びの素地が育まれた。根拠の明

確さ、自己との接続の妥当性、問いの具体性と

▲ 全生徒によるまわし読み新聞の実施 
「この記事、なんでこの視点なん？」

▲ 新設された閲覧コーナーでの様子 

▲ 自分の推し記事を探す生徒の様子 
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いった達成度について所定の観点から評価を

行った。 

 

（３）１年次全員による「いっしょに読もう新聞コ

ンクール」の実施 

 １年次の「産業社会と人間」において、同一

テキストの多面的読解を経験させることを目

的として「いっしょに読もう新聞コンクール」

を実施した。 

読んだ記事に対する感想を「事実→考察→

自己の立場」という構成でまとめることを意

識させた。生徒は単なる感想ではなく、社会と

の関係を踏まえて自らの意見を論理的に表現

する力を求められ、批判的思考力と文章構成

力の両方を鍛える貴重な機会となった。 

友人とのコミュニケーションによって、同

一の記事から異なる結論が導かれ得ることを

体験的に理解することができた。これにより、

反論の論拠の所在を明らかにし、提案の実現

可能性を具体化する姿勢が涵養された。 

 

（４）「記者になりきって、新聞にツッコミ」 

１年次の総合的な探究で、記事を分解→検

討し「ツッコミ新聞」を制作した。見出し差し

替え・引用再配置・別立場での再執筆まで行う

班もあり、「疑う—調べる—言い換える」の循環

が形成された。得られた問いは第 30 回 NIE 全

国大会の公開授業で共有し、探究活動へ接続

した。 

 

（５）NIE 全国大会公開授業の実施 

 第 30 回 NIE 全国大会神戸大会において、１

年次の公開授業「新聞に“ツッコミ”を！〜デ

ジタル世代の『読む・問う・つなぐ』力〜」を

実施した。 

探究のプロセスと新聞づくり・発信活動と

の類似性に着目し、探究的な学びの準備段階

として位置づけた。OECD が提唱する「AAR サ

イクル」に照らしても、有効な学習経験を提供

していると考えている。自ら見通しを持った

問いを立て、他者とつながり、行動を起こす

「つなぐ」態度を涵養できたと考えている。 

 

 

（６）３年次「神戸の研究」における記者講演 

 学校設定科目「神戸の研究」は、「地域から

学び 地域で学び 地域と学ぶ」を基本テー

マに、地域のまちづくりに携わる方々の協力

を得て、実際の地域活性化に挑戦する授業で

ある。本授業の一環として、2025 年 11 月 21

日（金）、共同通信社 神戸支局 支局長 大熊慶

洋 氏をお迎えし、「選挙報道とメディア＝参

院選、神戸市長選などを通して」と題する記者

講演を実施した。2025 年 10 月の神戸市長選

挙を主たる題材に、まちづくりの中核である

選挙と、それを取り巻くメディアの役割・報じ

方を、具体事例と取材実務に即して学んだ。 

有権者への判断材料の提示、情勢・結果の迅

速な伝達の二点を中心として、ご講演をいた

だいた。 

成果として、神戸市の具体的課題（空港の国

際化、人口減、タワーマンション規制、部活動

の地域移行〔コベカツ〕等）を新聞情報で根拠

付けて語る力、立場の異なる住民・主体の論点

を要約・接続して合意案の素地を示す力が向

▲ 「神戸の研究」の授業の様子 

▲ NIE 全国大会公開授業の様子 
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上したと考えている。生徒が地域課題を自分

事として捉え、提案づくりや対話の場へと展

開しようとする力を高めることができた。 

 

（７）外国人にかかわる特別枠選抜による入学

生による「推し記事コンクール」の実施 

外国人にかかわる特別枠選抜による入学生

を対象として、日本語における要約・意見表

明・再表現の基礎的能力を、新聞記事を教材と

して育成することを目的に実施した。対象の

言語背景に応じて語彙支援資料を配布し、読

みの負荷を段階的に調整した。 

生徒は各自で記事を一つ選定し、日本語要

約、選定理由、自己の経験や自国・将来の関連、

当事者・行政・市民等の立場差に基づく受け止

めの相違を整理した。90 秒の口頭発表後は質

疑応答を行い、質問に対して言い換え・具体例

を用いた再表現を行った。 

比較文化の観点で得られた知見を北神戸総

合高校「ダイバーシティ＆インクルージョン

系列」に接続させたい。 

 

４ 2025 年度の成果 

 2025 年度の NIE 実践は、新聞を共通の学習

媒体として機能させることに一定の成果を得

た。１年次段階で形成した「読む—話す—書く」

の循環は、総合的な探究の時間や学校設定科

目における学習に滑らかに接続し、建設的な

懐疑と根拠志向が学年を問わず共有される文

化の醸成につながる。特に、総合的な探究の時

間や NIE 全国大会における「ツッコミ」イベ

ントは、批判的読解にとどまらず代替案の提

示へ踏み込む実践として、出典の明示や引用

の正確性に対する意識を高めた。記者講演を

核とする上級年次の取組は、主権者教育の観

点から、報道の役割と限界を具体的に捉えさ

せ、公共的な言説に参加するための基礎を強

化した。以上の成果は、年度末の集計により定

量的指標として整理していきたい。 

 

５ 課題と今後の展望  

 2025 年度の実践においては、授業内での学

習循環は確立したものの、家庭や地域を含む

授業外での継続性には更なる工夫の余地があ

る。今後は、週末に見出しを持ち寄る家庭連携

の仕組みや、学校内に質問ポストを設置して

記事への疑問を継続的に収集し、授業へ還流

させる体制を整えたい。また、紙面と電子版を

組み合わせたハイブリッドな学習環境を整備

し、クリッピング、比較、引用に至る一連の学

習過程を効率化する。 

 

６ おわりに 

 2025 年度の NIE 実践は、学校環境の変化と

いう条件の下にあっても、新聞を学びの共通

言語として機能させ、対話と探究の文化を可

視化することに資した。生徒は、社会の出来事

を読み解き、問いを立て、他者と協働して考え

を洗練させ、公共的な観点から自己の言葉で

表現する経験を重ねた。これらの経験は、不確

実性の高い時代において社会の一員として責

任をもって行動するための基礎となる。今後

も、新聞を通じた学びの可能性を広げ、生徒一

人ひとりが「探究時代」を生き抜く力を育みな

がら、学びを地域社会や自らのキャリアへと

つなげていく環境を構築していく。 

 本実践を支えてくださった新聞社、地域の

皆様、保護者の皆様に深く感謝申し上げたい。

また、新聞を活用した教育の意義を理解し、主

体的に取り組んだ生徒たちにも、心から敬意

を表したい。 

▲ 推し記事を探す外国人生徒の様子 
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新聞・地図・数字・生成ＡI を活用して、NIE の未来を開く 

兵庫県立網干高等学校（全日制）  校長  岩田 一雄 
教諭  佐々木浩二   

１ はじめに（本校の現状と課題） 

本校は、全日制普通科の高校であり、２・

３年生８クラス、約300名の生徒が学んで

いる。県内唯一の通信制課程と全日制課程

を併設する高校である。 

令和７年度（2025年度）より、姫路南、家

島と発展的統合により「姫路海稜高等学校」

が姫路南高校の校地に開校し、2027年3月

に全日制課程が閉課程し、通信制課程のみが

存続する。 

生徒の中には、文字、地図、数字を読み解く能

力が不足している生徒が見受けられ、情報の「受

け手」としての分析能力向上が急務である。 
この課題を克服するために、知識をインプッ

トするだけでなく、知識を活用して定期的に週

末課題、春・夏・冬課題（アウトプット）、授業

ノートの添削を通じた習慣化するための取り組

みを継続している。継続的な読解の習慣化を図

り、独自の「3軸学習法・3軸思考法」を用いて

NIE実践を継続している。 

３軸学習法・３軸思考法とは、空間軸・因果

軸・時間軸・立場軸の変化をさせることで学習

法・思考法を育成する。 
空間軸・・・「兵庫・日本・世界」というスケール

で視野を広げる。 
因果軸・・・「原因・出来事・結果」という因果関

係をたどる。 
時間軸・・・「過去・現在・未来」の比較からトレ

ンドを把握する。 
視点移動 ・・・「鳥の目（全体俯瞰）・虫の目（細

部注視）・魚の目（時代の流れ）」による視点

を変化させる。 
立場軸・・・「主権者・消費者、経営者、市町村

長、都道府県知事、内閣総理大臣、他国の大

統領、国連事務総長などの立場」に立って考

える。多様な立場で物事を捉え直す。 

IF 思考・HOW 思考・・・「もしも○○だった

ら、△△になる」や「どのようにしたら○○

ができるようになるか？」という「仮説」を

立てることで考える。 
 
2 NIE 実践で設定したゴール（目標） 

NIE 実践を継続していて考えていることは、

情報の真偽の見極めである。ネットや生成 AI の
情報には嘘が含まれる可能性があるため、フェ

イクニュースや詐欺を例に挙げ、複数の方法で

裏付けを取ることの重要性を強調している。 
多種多様な「情報」に触れながら、その時々で

多くの判断・決断が的確にできるようになるこ

とが最終目標である。 
３年間の一貫した方針による授業（公共・地理

総合・政治経済・地理探究・総合的探究の時間）

を通じて、「３軸学習法・３軸思考法」という「技

術」を習得して、卒業後も生涯活用できる NIE

実践を目標にしている。 

３つの軸で学習法・思考法を深めさせること

で、情報を「点」から「線」、「面」で捉え、「立体」と

して捉える NIE 実践を行った。 
３ 本校の NIE 実践（2 年目の取り組み） 

①子ども食堂ボランティア参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2025 年 

5 月 14 日 

新聞・地図・数字・生成 AIを活用して、NIEの未来を開く

� 兵庫県立網干高等学校（全日制）　　校長　　岩田　一雄　

� 教諭　　佐々木　浩二
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②「地理総合」の研究授業（3 月実施） 

NIE 実践の肝は、授業の質である。新聞記

事を扱う授業の質が悪ければ、生徒のこころ

には届かない。授業者の授業力を学校全体で

底上げするためには、研究授業の実施や教科

研修会の質を上げる必要がある。 

この研究授業では、過去（約 100 年前）の

変遷を「教科書・資料集・地図帳」から学び、

気候・地形という不変の制約条件を踏まえ、事

前の週末課題「未来志向で都市を考える」で取

り組んだ「最新技術や巨大なプロジェクト、都

市開発」に関するネット情報・新聞記事・雑誌、

書籍で集めた資料を活用し、研究授業を実施

した。過去の先人が、「なぜ、その場所に都市を

築いたのか？」という「過去」を地図から解読し、

未来の技術を実装した未来（約１００年後）の都

市を設計する。「過去思考」と「未来思考」の両

方を用いることで、「情報」を無批判に受け取

るだけでなく、「主権者・旅行者・消費者・住

民」「国家権力者・都道府県知事・市町村長」

の立場に分かれて、様々な立場で考える班別

活動を取り入れ、「未来に、どんな都市にした

いのか？」を「持続可能な社会」の実現のため

に SDGｓの視点も取り入れて構想した。「知

識」と生きた「知恵」の両方を、論理的思考力

を通じて育成することを意図した。 
あまりにも壮大な都市計画だと生徒の興味

関心が下がり、意識も離れてしまうため、「も

し、自宅の前に最新の〇〇（週末課題の新聞記

事）があったら？」という、半径 1 メートルの

身近な出来事として積み上げていくと、都市開

発が「自分事化」になる。 
都市開発を「自分事化」するために行った研

究授業をきっかけに、新聞記事の中にある「半

径１メートル」の範囲にある新聞記事を自分

事化する習慣を継続させ、世界に通じる出来

事や人・モノが他にもあることに気付かせる。 
「自分事化」する発想法や思考法ができる

のが、NIE の最大のメリットである。（神戸新

聞 2026 年 3 月 9 日掲載） 

写真 研究授業の様子 

 
③ 5～10 分間の「NIE 教科研修会」の実施 

５～10 分間研修会や教員相互の情報交換や

共有を実施することができた。 
今年度の地歴公民科の教員構成は、ベテラ

ン 2 名、20 代の 3 名の若手教員で構成され

ており、お互い短時間での研修会や授業見学、

情報交換を相互に行った。私は取材活動やフ

ィールドワークで得た情報を「地理歴史公民

科通信」としてまとめ、生徒や若手教員と共有

した。お互いの得意分野を見せ合うことによ

る教材研究の質が高まっていった。教師によ

る情報発信の取り組みが相乗効果を生み出す

結果になった。 
④ 総合的な探究の時間（3 年生） 
昨年度の総合的な探究の時間での活動「地域

防災と小高連携」について、８月の NIE 全国大

会神戸大会で生徒とともに発表した。生徒にと

っては「地域防災・小高連携」をテーマにした

NIE 実践を論文やレポート、スライド資料とし

てまとめた。 
小学生と高校生が「共助」をテーマに議論をし

た経験を生徒が神戸大会で発表できたことは、

プレゼン能力が向上し、３年生の進路意識の向

上、総合型選抜などの多様な入試にも対応し、

進路実現にも活かされた。 
⑤ 人権研修会の企画・運営（教員研修会） 

人権推進委員会のリーダーとして、新聞記事

を活用した人権研修会の取り組みを実施した。 

2025 年度は、災害などの混乱期には、弱者へ
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大会神戸大会で生徒とともに発表した。生徒に

とっては「地域防災・小高連携」をテーマにした
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てまとめた。 
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た経験を生徒が神戸大会で発表できたことは、
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上、総合型選抜などの多様な入試にも対応し、

進路実現にも活かされた。 
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人権推進委員会のリーダーとして、新聞記事
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の人権侵害（女性や子どもへの性暴力等）が顕

在化・深刻化することを書籍やレポート・新聞

資料で示しながら、全国で多発する教員による

生徒への人権侵害事例を紹介し、教職員一人ひ

とりが「立場の弱い者に何が起きているか」を

教師自身の責任として考える機会を設けた。 
⑥ 工場見学の企画・運営（教員研修会） 

新聞記事に掲載された地元企業に依頼し、今

年度は教員向けの工場見学を 2 回実施した。 
ダイセル（姫路市）・・・液晶パネル用保護フィ

ルム原料、自動車用エアバッグのインフレータ

ー、タバコ用フィルター、酢酸など生産。 
地歴公民科の教員だけでなく理科の教員も参

加し生産現場（化学・生物・物理の生産現場）を

見学できた。 
日東社（姫路市）・・・地場産業・マッチ工場

として、創業 100 年以上になるマッチ生産の老

舗。かつて日本最大のマッチメーカーであった

が、国内生産量は 1973 年の約 80 万マッチトン

から 2024 年には約 7千マッチトンまで激減。多

角化経営（テニススクールの運営など）、異業種

への展開と若手社員が中心となり、2024 年 8 月

に新ブランド「ブルーラベルマッチ」を立ち上

げ高付加価値帯マッチでアロマ・癒やしをテー

マにしたマッチの活用へと変化した。薄利多売

の業務用から、「高付加価値商品」へシフトする

ことを取材できた。 
授業で国際化する日本経済について説明する

が、経営者の声、従業員の方への取材から得た

「生きた情報」は、授業での生徒への説明に説得

力が増す効果がある。偶然にも、テレビ東京の取

材を受けることにもなった。 
⑦ IF・HOW 思考で考える週末課題の実践 

旅行者の視点で考える・・・「もし私が姫路か

ら東京に旅行した場合」という仮定で、目的に

応じてルート検索、訪問先を選定するプロセス

を考え、新聞記事や旅行パンフレットを活用す

る課題を設定した。 
（例）アニメ・サブカルチャーの場合・・・東

京都内の町の特徴を理解した上で、娯楽が好き

なら「秋葉原」「中野」などを目的地に選ぶ。 
ファッション・美容の場合・・・原宿・渋谷：若

者向けのファッションやコンテンツが揃うエリ

アを選ぶ。都市名・地名を暗記する対象から、「自

分事化」することで、「思考の深化」を図り、学ぶ

過程を体験させる。 
また、立場を変えて旅行会社で企画・営業する

社員の立場に変化させると、何度も訪問してい

る旅行者に飽きさせない企画をたてる必要があ

る。どのように飽きさせない企画をたてるかで、

さらに深く考える必要がある。自分の立場を変

えて、目的地を再考することで、計画の質が向

上し、立場軸・視点軸の移動が有効になる体験

をさせることができる。教師によって「与えられ

た答え」でなく、「自らが導き出した答えや解答方

法」は、生徒の記憶に刻まれる。 

⑧ 生成 AI と NIE 実践の進化 

私自身の現在の活用状況は単なる「検索ツー

ル」としてではなく、「思考の伴走者（共創パー

トナー）」として活用している。具体的には以下

のような領域で活用している。 
授業アイデアの具体化と構造化・・・「IF 思考」

や「３軸学習法・３軸思考法」を活用して、具体

的なワークシートや授業の展開案を考えている。 
多角的な視点の生成に活用・・・地理教育にお

ける「視点移動」を助けるために、異なる立場

（市民、統治者、国際社会など）からの意見をシ

ミュレーションすることに利用している。 
業務効率化とストック化・・・日々の実践記録

や書籍化に向けたアイデアを整理し、デジタル

データとして蓄積・再構成するデータベース的

な利用が可能になる。能力を 100％引き出し、仕

事をサポートさせる道具として考えている。 
生成 AI の能力をさらに引き出し、良きパート

ナー（道具）として「使いこなす」ためには、以

下の生成 AI リテラシーを意識することを勧め

る。未来を生きる生徒にとって、社会を生き抜

くための最強の武器になり、生徒自身に教師自

身が具体例を示しながら授業し、週末課題や長

期休業中の課題設定も再考する必要がある。 
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４ 成果と今後の課題 

思考の持久力の育成・・・瞬発的な判断だけ

でなく、時間をかけて情報を分析する「思考の

持久力」が向上した。 
継続性の必要性・・・担当者が変わっても NIE
の取り組みを学校全体、あるいは小中高の連

携として継続していく体制づくり（研修体制

の構築）が必要である。 
教員の教材研究・・・ 教員の努力不足や研究

不足が生徒の学びを阻害しないよう、常に最

新のニュース（新聞資料）を人権・防災・キャ

リア指導の視点で分析し、授業実践力（ティー

チング・コーチング）を高めていく必要がある。 
5 多様な生徒との出会いで気付いた個別

最適な教科指導を目指した NIE 実践 

生徒の「認知特性」に注目したNIE実践へと

発展させる必要がある。個別最適な学びを設

計するためには一人の教員だけではできない、

生成 AI を活用して、情報の受け取り方が多様

である生徒の学びをサポートする必要がある。 
生徒の学び方（認知特性）の特徴は、視覚・言

語・聴覚の 3 つの認知特性の観点から、それぞ

れ得意・不得意を見つける対応する必要があ

る。NIE 実践と生成 AI を掛け合わせていけば

実現可能であると考えている。「地図（視覚）」

「新聞・読書（言語）」「音声対話（聴覚）」を

パズルのように組み合わせることで、「置いて

けぼりにならない授業」が成立できるのでは

ないかと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視覚優位・・・図、写真、地図の活用 

聴覚優位・・・音、リズム、対話の活用 

言語優位・・・文字、文章、新聞記事の活用 

  
 生徒の認知特性を活かした「情報の多重

提示」、同じ内容を、異なる入り口（目・耳・手

などの五感）で学ばせる NIE 実践へと進化

させたい。 

 

資料 生成 AI 「グーグル ジェミニ×ノートブ

ック LM」のグラフィック機能活用の資料 
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新聞で広げる視野と自ら考える力の獲得へ 
 

兵庫県立山崎高等学校  校 長  塚本 師仁 
司書教諭  赤木 富美子 

１ はじめに 
本校は、緑豊かな宍粟市の中心部山崎町に

あり、市内最多の生徒数を抱える地域の中心

校である。近年は入学者が定員に満たず、学習

に困難を示す生徒も増加しており、基本的な

読み書きの力をつける必要性を痛感している。 
実践指定校としては２年目となる。前年度

は図書館教育の一環として図書館の資源であ

る新聞を生徒の身近なものにし、意欲的に読

む環境を作りたいという司書としての願いか

ら始まった。 
今年度は、探究推進部が新たに創設され、探

究の過程で新聞を活用する道筋がついた。

SNSからの極めて偏った情報に触れることが

多い生徒が、新聞を活用することで視野を広

げ、自分の興味関心を知る。その自己探究の過

程に新聞は有効であると位置づけることがで

きた。 
 

２ 実践内容 
⑴ 記者派遣事業 
1 年生 総合的な探究の時間 
【目的】 
地域探究を進めるにあたり、地域の方々か

ら話を聞くうえでのインタビュー術と、得た

情報のまとめ方や効果的な伝え方を学ぶ。 
【講師】 
兵庫県 NIE 推進協議会事務局長  

網 麻子 氏 
【内容】「情報の整理・まとめ方」 

１年生が地域探究の成果をまとめる直前に、

タイムリーなテーマで講義をしていただいた。

５W１H という文章を書く上での基本的な型 
 

ですら生徒にとっては新鮮だったようで、非

常に有意義な時間となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 各教科の取り組み 
① 【国語】２年 学校設定科目「読書と表現」 

本科目は、生徒の図書館の利用が少ないと

いう問題意識から、図書館を拠点として展開

する授業があってもよいのではないかと考え

開講した国語科の科目である。 
図書館の主な資源「本」と「新聞」を活用し、

読んだことをもとに、自己の意見や思いを言

葉にする、さまざまな言語活動を行った。学年

末には「表現力を高める個人探究」として、各

自で５分程度の発表ができる探究的な取り組

みをした。小説を書いた生徒もいたが、新聞活

用に慣れた生徒は新聞を深掘りしポスターを

作成した。 
生徒の成果物 
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② 【国語】１年 現代の国語 
週末課題として 

・新聞コラムの書き写しや要約・感想記述。 
・時事問題で読解問題を作成し実施。解答を

授業内で行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
記事内の数値を読み取りグラフ化したり、

計算させたりした。単純に数字を拾うだけで

よいが、正答率が悪かった。文章の中の数字は

イメージが湧きにくく、視覚化の重要性を感

じた。 

③ 【英語】３年 学校設定科目 英語探究Ⅱ 

時事問題を英語で読む 
不定期に「News English 300 words」（読売

中高生新聞）の記事を授業内で読んだ。学校の

外の世界に目を向けて考えるよい機会になっ

た。社会で起きていることが簡潔な英文にな

っているため、知らない単語が多くあっても

意欲的に読むことができた。 

④【総合的な探究の時間】１・２年 普通科 
新聞記事の紹介 

生徒各々が気になる新聞記事を選んで要約し、

なぜその記事が気になったのかを他者に説明

した。 
〈経緯〉 
探究推進部が発足して、学校全体として探

究の流れを暫定的に作成し、１年生で地域探

究、２年生で個人の興味関心に従った班別探

究を行ってきた。 
しかし、そもそもの興味関心が狭い生徒に、

探究のテーマ設定を自由にさせること自体が

非常に難しく、二転三転してテーマが決まら

ないという事態も見受けられた。 
そこで広く社会で起きている事柄に目を向

け、知見を広げるために、また自分の問題意識

がどこにあるのかを探るために、新聞を用い

ることにした。 

 

 

 

 

 

⑤【総合的な探究の時間】３年 普通科 
新聞で社会探究 
３年生では、１年を通して新聞記事を素材

とした教材を作成し、社会で起きていること

を自分事とし、社会に参加する姿勢を確立す

る授業を行った。 

《目標》 
・多様な情報の中から必要な情報を取捨選択

し、要点をつかむ。 
・新聞記事から得た情報をふまえて、自分の

考えを論理的に表現する。 
・他者が選んだ新聞記事に触れて視野を広げ、

自分の生活につながる問題として意見を持

つ。 

《授業の展開》 
１．新聞記事及び添付資料の読み取り 
２．記事の内容をふまえた意見の記述 
３．記述した意見の共有・交流 

《内容》 
各回テーマを決めて記事を読み解いたうえ

で、自分の問題として考えるワークを行った。

総仕上げとして各々が自分の問題意識に向き

合って新聞記事を一つ選び、それを深掘りし

て他者に紹介する時間を持った。各回のテー

マと使用した記事は以下の通り。 

（プリントの一部） それぞれがまとめたことを共有。
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１学期 
第１回 宍粟市の選挙をもとに自分の考えを

整理して表現する 
（神戸新聞）新病院、市政継続に信任 

 宍粟市長選 福元氏４選 
第２回 賃上げの記事から給与明細の見方を

知る 
（日本経済新聞）賃上げ率横ばい 5.49％ 

第３回 大阪・関西万博について知ろう 
～大阪・関西万博にはなぜ批判的な声が

上がるのか？～ 
（神戸新聞）万博集客と流入なお課題 

第４回 主権者としての自覚を共有し、参議

院議員選挙を自分事として考える 
〈朝日新聞〉「議員に」立ち上がる女性たち 

《第１・４回振り返り》 
高校３年生が選挙権を得る年度初めに、宍

粟総合病院の新築移転の是非が問われる宍粟

市長選、市議会議員選が行われた。選挙後には

なったが、選挙への関心を問うアンケートを

行ったうえで、問題を自分事として捉え、多く

の資料から争点を整理する授業を行った。 

第４回の授業では、５月時点でのアンケー

ト結果を共有し、他者の政治への意識を自分

と比べつつ、参議院議員選挙への意欲を高め

る機会とした。 

最初は地域問題が争点の選挙にも全く関心

がない生徒が約 40％いたが、全授業終了後の

アンケートでは、約 80％の生徒が主権者とし

ての意識が高まったと答えた。 

市長選・市議選に関心があったか(５月) 

 

 

 

 

 

主権者としての意識は高まったか（１月） 
 
 
 
 
 
 
 

 

２学期 
第５回 同調圧力に逆らえますか？ 
〈神戸新聞〉子どもも大人も同調圧力、抜け

出す難しさ 
第６回 社会人となる自分にできること 
〈神戸新聞〉高校生奔走教室実現 琴丘高の

塩谷さん、ヴィクトリーナに直談判 
第７回 ＡＩとの結婚どう思う？ 

～これからのＡＩとの付き合い方～ 
〈朝日新聞〉「ＡＩ実態なくても『幸せ』」 

第８回 自分の問題意識と向き合う 
 各生徒が選んだ記事を紹介するポスターを

作成して共有。 
 

 

 

 

 

 

 

《第８回 振り返り》 
集大成ともいえる、「自分の問題意識と向き

合う」の活動は、４回約１か月をかけて、じっ

くり記事を選び、タブレットを用いて背景や

関連事項を調べつつ、自分の意見を形成した。

共有の時間では、調べたことや自分の問題意

識を各自が自信を持って発表し、充実した時

間となった。授業後すぐのアンケートでは、満

足度を尺度で表してもらったが、多くの生徒

が高い満足感を示した。 

とても関心

があった。

4%

ちょっと気

になってい

た。55%

全く関心が

なかった。

38%

選挙があった

ことを知らな

かった。3%

選んだ新聞を要約し、感想をまとめる。

意識が高まっ

た。78%

意識が高ま

らなかっ

た。4%

分からない。

18%
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新聞紹介タイム 生徒満足度（尺度１～５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈生徒の主な感想〉 
・普段知りえないであろう情報をたくさん知

れてよかった。 
・興味があることを調べられてよかった。 
・自分の意見を伝えられて有意義だった。 
・発表に個性があり聞いていて楽しかった。 

《３年「新聞で社会探究」生徒感想》 
・他の国の現状を知れて自分とは違う境遇の

子や違う見方などがあり勉強になった。 
・宍粟総合病院の記事やＡＩの記事を学習し

たりして、新聞には一つの事柄において

様々な情報がたくさんあって自身の考えを

深めることができると思いました。 

・新聞を読むと自分の知らない社会問題や事

件などが思ったよりも多くてもっと社会を

知る必要があると思いました。 
・とても楽しかった。自分が今まで興味のな

かった問題について詳しく知る機会ができ

てよかった。 

３ 所感と今後の課題 
今年度は、生徒が自ら気になる新聞記事を

選び、他者に紹介する活動を全学年で実施し

たところ、生徒の反応は極めて良好であった。

多くの時事問題に触れ、自らの「世間知らず」

を自覚すること自体が、学びの一歩前進であ

るという実感を生徒自身が得ていると感じる。 
一方で、教員側が読ませたい記事に関して

は、生徒の文章読解に対する苦手意識が課題

となった。教員には平易に感じられる記事で

も、生徒にとっては難解な場合がある。このギ

ャップを埋めるための教材の工夫や、教員に

よる丁寧な解説といった努力が今後も不可欠

である。 
近年、ショート動画などの流動的な情報に

慣れた生徒たちは、情報を鵜呑みにしがちで

ある。偽情報に惑わされないよう、情報の真偽

を吟味し、批判的に思考する力を養う機会を

設け、それを習慣化していく必要がある。 
情報の真偽が担保されている新聞の活用は、

「正しい情報に触れる」という第一段階にお

いて極めて有効である。また、「他者を批判し

てはいけない」と萎縮する傾向にある生徒に

は、共有の場を設けることで、他者との価値観

の違いを知り、多様な価値観の中で生きてい

ることを実感させることができる。 
今後は、意見の相違があったとき、自分の考

えを筋道立てて論理的に説明する力を養う活

動にも注力していきたい。 
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地域デザイン類型と NIE 活動の取り組み 

兵庫県立播磨南高等学校  校  長  名前 黒岩 寛 

臨時講師  名前 矢野 聖人 

１ はじめに 

本校は、昭和 59 年４月、加印地区第９番目の

全日制普通科高校として設立された。その開校

にあたっては、設立の５年前から播磨町に県立

高校を設立して欲しいという地域の皆さまの熱

い思いの上に設立され、42 年目を迎えた。 

開校当初はひと学年８学級でスタート、現在

は４学級まで減少したが、素直で元気な学校風

土は引き継がれている。過去には、英語コース、

グローバル情報コミュニケーションコース、芸

術類型、芸術保育類型へと改編され、現在は地

域デザイン類型がある。地域デザイン類型では、

播磨町と連携協定を結び、播磨町役場の全面的

支援を受けて、生徒たちが地域を学び、地域課

題を考え、課題解決に取り組む探究活動を行っ

ている。また播磨町での様々なイベントに参加

するボランティア活動は、地域の皆さまから感

謝の意をいただけるだけでなく、普段の学校生

活とは違う生徒の表情が見られ様々な可能性を

創造させられる。地域探究活動とボランティア

活動は、本校の特色ある教育活動である。 

 

 

２ 地域デザイン類型に NIE を活用 

地域デザイン類型は 2022 年度に設置され、

2025 年度で全学年が新類型に移行した。学校設

定科目「HariMAPⅠ」・「HariMAPⅡ」・「プレゼンテ

ーション演習」を通して、地域の課題を考え、調

べて、解決に向けた提案をする探究活動を行っ

ている。この活動には、播磨町や兵庫大学の全

面的な支援があり、播磨町役場、議会、兵庫大学

の教授、その他関係機関の皆さんと協働した取

り組みを行っている。 

2025 年度から、地域デザイン類型専用の教室

を整備し、日常的に調べ学習や発表の練習がで

きる環境を整えた。 

 

 

 

探究活動を通して、生徒一人一人が主体的に

学びに向かう力、チームで協働して活動する力、

地域の多様な方々との連携に必要なコミュニケ

ーション力を育成することで、進学・就職の進

路実現を目指す。学校設定科目のほか、「総合的

な探究の時間」を活用して、１年生では調査の

手順や発表方法など、調査研究の基礎になる知

識・技能を学ぶ。２年生では各自で課題を設定

し、実際にフィールドワークをしながら探究活

動を行う。３年生では調査研究の成果をまとめ

   

 

地域デザイン類型と NIE 活動の取り組み 

兵庫県立播磨南高等学校  校  長  名前 黒岩 寛 

臨時講師  名前 矢野 聖人 

１ はじめに 

本校は、1984 年４月、加印地区第９番目の全

日制普通科高校として設立された。その開校に

あたっては、設立の５年前から播磨町に県立高

校を設立して欲しいという地域の皆さまの熱い

思いの上に設立され、42 年目を迎えた。 

開校当初はひと学年８学級でスタート、現在

は４学級まで減少したが、素直で元気な学校風

土は引き継がれている。過去には、英語コース、

グローバル情報コミュニケーションコース、芸

術類型、芸術保育類型へと改編され、現在は地

域デザイン類型がある。地域デザイン類型では、

播磨町と連携協定を結び、播磨町役場の全面的

支援を受けて、生徒たちが地域を学び、地域課

題を考え、課題解決に取り組む探究活動を行っ

ている。また播磨町での様々なイベントに参加

するボランティア活動は、地域の皆さまから感

謝の意をいただけるだけでなく、普段の学校生

活とは違う生徒の表情が見られ様々な可能性を

創造させられる。地域探究活動とボランティア

活動は、本校の特色ある教育活動である。 

 

 

２ 地域デザイン類型に NIE を活用 

地域デザイン類型は 2022 年度に設置され、

2025 年度で全学年が新類型に移行した。学校設

定科目「HariMAPⅠ」・「HariMAPⅡ」・「プレゼンテ

ーション演習」を通して、地域の課題を考え、調

べて、解決に向けた提案をする探究活動を行っ

ている。この活動には、播磨町や兵庫大学の全

面的な支援があり、播磨町役場、議会、兵庫大学

の教授、その他関係機関の皆さんと協働した取

り組みを行っている。 

2025 年度から、地域デザイン類型専用の教室

を整備し、日常的に調べ学習や発表の練習がで

きる環境を整えた。 

 

 

 

探究活動を通して、生徒一人一人が主体的に

学びに向かう力、チームで協働して活動する力、

地域の多様な方々との連携に必要なコミュニケ

ーション力を育成することで、進学・就職の進

路実現を目指す。学校設定科目のほか、「総合的

な探究の時間」を活用して、１年生では調査の

手順や発表方法など、調査研究の基礎になる知

識・技能を学ぶ。２年生では各自で課題を設定

し、実際にフィールドワークをしながら探究活

動を行う。３年生では調査研究の成果をまとめ

地域デザイン類型と NIE 活動の取り組み

� 兵庫県立播磨南高等学校　　校　　長　　黒岩　寛　

� 臨時講師　　矢野　聖人
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る活動を行っている。 

地域デザイン類型の１期生である、39 回生が

２年生の時に授業を開始したが、担当者の手探

りの中、様々な課題が見えてきた。 

本校生徒の特徴として、思っていることやや

りたいことを秘めているが、自ら表現すること

が不得意で、教員が深く対話しないとその思い

が出てこない生徒が多くいる。これは、高校卒

業後の進路についても同じである。小中学校の

成功体験が乏しく、自分は何もできないと思っ

て入学してくる生徒が多い。その結果、探究活

動で課題設定をする際に、どうしてもやり切る

自信がなくなかなか課題設定ができない現状が

ある。 

また、近年 SNS の普及により、目にする情報

は自分にとって興味・関心のあるものに偏り、

社会で何が起こっているのかを知らない生徒が

多くいる。特に、本校の生徒については「自分さ

えよければよい。」という考えを持っている生徒

が多いため、社会のニュースには無関心である。 

 

 

 

このような現状から、NIE を活用して、高校生

が地域の課題を解決したニュースや、取り組み

を調べさせ、同じ年代の高校生が活躍している

ことを知り、「自分たちでもできる」ということ

を理解してもらう必要があると考えた。また、

新聞を広げて記事を読むことにより、普段目に

しないニュースに触れさせ、興味・関心の幅を

広げる必要があると感じた。インターネットで

の情報収集は非常に簡単で、大量の情報を取得

することができる一方、検索のキーワードによ

っては情報が偏るため、その問題をクリアする

ためには、新聞記事というメディアは万能であ

ると考えた。 

地域デザイン類型の教室に新聞を設置し、い

つでも、だれでも自分の好きなタイミングで新

聞が閲覧できるように配置している。 

 

 

 

３ 実践の内容 

①通常授業での活用 

・2025 年４月～６月中旬 

年度当初から２か月半程度は、授業内で新聞

を活用する時間を設け、「今、社会で何が起こっ

ているのか」、「地域のニュースで最近何があっ

たのか」、「高校生が活躍した記事はないか」と、

じっくり調べて考える力を養った。 

（生徒の感想） 

・知らないことばかりだった。 

・新聞には、非常に多くの情報が載っていてび

っくりした。 

・思っていた以上に、地域のニュースがたくさ

ん載っていたので、気になった。 

 

②兵庫大学・松本教授による講義 

・毎月１回程度 

本校では、2018 年９月より、兵庫大学との連

携協定を結び、様々な取り組みを行っている。

この地域デザイン類型の授業には、月に１回程

度現代ビジネス学部長の松本茂樹教授による講

義を受けアドバイスをいただいている。専門は
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地域創生 SDGs で地域ビジネス、地域の活性化等

様々な活動に取り組まれている。松本教授から

も、新聞記事の探し方や活用の仕方について、

アドバイスをいただいた。 

（生徒の感想） 

・新聞を隅々まで読むことは、たいへんだと思

っていたが、新聞の見出しを中心に全体を見

ることから始め、目に留まったものから読む

手法を教わり、興味のある記事をしっかり読

み込むことができるようになった。 

 

 

 

③記者派遣 

・2025 年 11 月 21 日(金)13:20～14:10 

 

 

地域デザイン類型の生徒 22 名が毎日新聞記

者の入江直樹様の講義を受講した。見出しの付

け方・取材の仕方・メディアリテラシーについ

て講義をいただいた。受講者は 2025 年度のポス

ターセッションへ向けての見出しの付け方、次

年度以降、フィールドワークでの取材する力を

身に着ける、絶好の機会となった。 

 

（生徒の感想） 

・見出しはたくさんの役割があり、読者に一目

で内容が伝わるようにすることがすごく重要

だとわかりました。 

・記事は、見出しで読者の「見たい！」が決まる

と思った。５Ｗ１Ｈが使われ、その中でも２つ

に絞り見出しを書くことでわかりやすくなる

と感じた。 

・大量の記事から、興味あるものを選びやすく

することも、見出しが重要な役割を果たして

いることがわかった。 

 

 

 

④播磨町議会議員への提言会 

・2026 年１月９日(金)13:20～14:10 

年に１回、播磨町議会の議員さんにご協力い

ただき、播磨町の課題を研究した結果を提言と

して聞いていただきました。提言を聞いていた

だくと同時に、自分たちでできそうなことも併

せて話し合い、意見交換を行った。 
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（生徒の感想） 

・自分たちの調べたことを聞いていただいて、

共感してもらえた部分もあってうれしかった。 

・行政で行うことはなかなか難しいと言われた。

行政で無理なら、企業等に協力を依頼する手

段があるというアドバイスもらった。 

・現在、播磨町で取り組んでいるより詳しい内

容を教えてもらった。今後の研究に役立てて

いきたい。 

 

⑤地域デザイン類型発表会 

・2026 年１月 30 日(金)13:20～14:10 

１年間、各グループで研究してきた成果を発

表する機会として、ポスターセッションによる

発表会を行った。新聞記事から集めて、学習し

た内容から、自分たちの意見を踏まえながら、

１枚のポスターに仕上げて発表した。聴取者と

しては、保護者、播磨町役場、播磨町議会、兵庫

大学、近隣中学校の教員、全学年の生徒と、多く

の方に聞いていただいた。 

 

（生徒の感想） 

・はじめは緊張して、うまく話せなかったが回

を重ねるごとに少し慣れていき、最後はうま

く話せた。 

・１年生の子に、新たな意見を提案されて、来年

その意見も入れてみようと思った。 

・面白いことを考えている班があって、ぜひ実

現してほしいと思った。（参加した１年生） 

・播磨町のことを考えてくれるのは本当にうれ

しく思うのですが、町外在住の生徒が多いの

で東播磨などもう少し広げた方が考えやすい

問題もあるのではないかと感じた。いずれに

しても若者の考えを聞けて参考になりました。

（外部からの参加者） 

 

４ 成果と今後の課題 

 2025 年度実施した結果、こちらが考えていた

課題は解決できた。生徒は、自分たちもやれば

できると実感し、興味・関心の幅を広げ、課題設

定をしながら調査・研究、発表まで進めること

ができた。NIE 活動の成果であると考える。この

結果を振り返り、次年度はいよいよ実際に行動

し、実行に移すこととなる。さらなる成果が出

るよう見守っていきたい。 

 

 

今後の課題として、今回 NIE 活動に取り組ん

だ３年生が、研究テーマの実行まで移すことが

できたので、引き続き、生徒一人一人が主体的

に学びに向かう力を育て、自らが課題設定をし

ながら調査・研究、発表へと進めていきたい。 

毎年、同じ繰り返しとなるが、指導を進めてい

く中で絶対に欠かすことのできない取り組みで

あると考える。 
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新聞を活用した異世代・異文化交流 
兵庫県立洲本高等学校  校長 下條 謙一郎 

教諭 大石 昇平 

１ 本校の概要 
（１）本校の状況 
本校は、2026 年に創立 129 年目を迎える淡

路島にある普通科高校である。 

2025 年度は全学年６クラスの構成となって

おり、各学年には特色選抜で入学してきた「総

合探究類型」の生徒が最大24名在籍している。

それらの生徒は、通常の授業に加え、大学や研

究機関と連携して探究活動を行っている。 

 また、2024 年度からは、HYOGO グローバ

ルリーダー育成プロジェクトにおける「ひょ

うご リーダーハイスクール」に指定され、こ

れまで以上に大学・地域・関係機関等と連携し、

先進的・創造的な探究活動を行っている。 
本校での NIE 活動は、この「ひょうごリー

ダーハイスクール」としての取り組みも兼ね

ており、本年は NIE 実践指定校としての２年

間の取り組みの内の２年目にあたる年である。 
 

（２）本校生徒の現状 
2024 年からの調査を見ても、本校生の新聞

とのかかわりは非常に少ない。毎日新聞を読

んでいる生徒は全体の１％ほどで、日常的に

新聞に触れている生徒はごくわずかである。 
一方で、本校生徒の進学意識は強く、多くの

生徒が大学進学を選択している。昨年に引き

続き、生徒が新聞記事に触れることで読解力

の向上や、時事問題に対する問題意識や自分

の考えをまとめる機会を持つことができるの

ではないかと期待した。 
そして、２年目の取り組みとして、新聞を通

じた生徒と学校外の方々との交流を計画した。

一つの記事をめぐって異なる価値観や考え方

に触れることで、生徒自身の見方に変化が起

こらないか。国際交流のきっかけに新聞を使

うことはできないか。 
このような昨年度からの問題意識と新しい

期待を抱いて、２年目の NIE 実践に取り組ん

でいった。 
 
２ 実践指定校としての取り組み 
（１）NIE コーナーの設置 
 昨年度から引き続き、職員室前に写真のよ

うな NIE コーナーを設置し、生徒が新聞を閲

覧できるスペースを設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、学校図書館ではバックナンバーを新

聞ごとに分類して保管してもらい、生徒が新

聞に触れやすい環境を作った。 
教科からの工夫で生徒が新聞に触れる機会

も設定した。例えば、２学期には「政治・経済」

の担当教員が、生徒に当番制で為替や日経平

均株価を調べてくるよう課題を出していた。 
 
（２）「洲髙かわら版」 
 長期的な読解力等の向上を目指すための取

り組みとして、2024 年度に引き続き洲本高校

版 NIE タイムとして「洲髙かわら版」を実施

した。本校では１時間目が始まる前の 10 分間

をいわゆる「朝読」の時間としており、その内

の１日（木曜日）だけ、全校生が新聞を読む時

新聞を活用した異世代・異文化交流

� 兵庫県立洲本高等学校　　校長　　下條　謙一郎

� 教諭　　大石　昇平　
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間をもうけるようにした。「ロイロノート」を

通じて全校生に新聞記事のワークシートをデ

ジタル配信し、１年間で合計 25 回実施した。 
 
（３）読売新聞販売局とのミニコミ 
         「NEW すもと」発行 
 本校には1953(昭和28)年から発行されてい

る「洲高新聞」という学校新聞がある。かつて

は年に３回発行されていた「洲高新聞」も、現

在は年に１回となっている。 

そんなほそぼそと活動を続けていた新聞部

に、読売新聞販売局の読売センター洲本様か

ら、「洲本高校新聞部と連携したミニコミを作

れないだろうか」というお話をいただいた。 
 読売センター洲本様のご協力で読売新聞を

購読しているご家庭にも配送していただける

ことにはなった。しかし、生徒たちだけでは不

安なことも多く、取材方法や記事のまとめ方

については、読売新聞洲本支局長様にご協力

をいただき、新聞づくりのレクチャーを受け

ながら進めていくこととなった。 

 
 第１回のテーマに選んだのは、自分たちが

普段何気なく過ごしている街の地名だった。

自分たちで街を歩いて、目についたものから

“不思議”を見つけ出し、Ａ３用紙裏表にまと

めていった。 
 
 
 
 
 
 
 

（４）新聞 de コミュニケーション 
この交流会は、本校の文化祭（６月 12 日）

に地域の高齢者の方をお招きし、新聞記事を

読んで意見交換を行ったものである。時事問

題を通じて、生徒が普段交流のない高齢者の

方と意見交換することで、自分とは異なる価

値観や考えに触れることを目的として計画し

た。 

この交流会には本校生徒 20 名と、近隣の老

人会“みどり会”の 11 名の方にご参加いただ

いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
交流材料の記事として、生徒が予め選んだ

次のような３つの記事を用意した。 
①コメ問題、②少子化問題、③戦争体験 

 ①コメ問題については、年齢は違っても同

時代に生きる者としてコメの値上がりに悩む

点で共感が生まれた。③戦争問題については、

“みどり会”の方の戦争体験に聞き入る場面

や、世代を超えた戦争への忌避意識が見られ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その一方で、②少子化問題については世代

の差といえるような考え方の違いが見られた。 
ある班の“みどり会”の女性から少子化に対

して「皆さん高校生の世代が大人になったら、
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たくさん子どもを産んでね」と期待を込めて

語りかけた。 
それに対して、女子生徒が「私は自分の時間

やお金を大事にしたいから、将来子どもを欲

しいとは思わない」と答えた。さらに男子生徒

が「子ども育てる自信がないし、責任を負う覚

悟がない」と答えた。 
テーブルが一気に張り詰めた空気で覆われ

たが、別の“みどり会”の女性が「今の日本で

は若い人たちがそう思うのも仕方ないように

も思う…」と呟いて話し合いは終了した。 
世代が違うから異なる意見と、世代が違っ

ても共通する意見、生徒はその両方に出会い、

普段の同世代とは異なる価値観に触れること

ができた。 
 

～生徒感想抜粋～ 
・最初は歳が離れた人達と話すことができる

かとても不安でしたが、実際に話して見ると

とても楽しかったです。またお話したいです。 
・普段新聞をあまり読まないので、読んでみ

たら面白いなと感じた。昔の話を聞いて、私達

高校生が見ている現代の話と比較しながら交

流することができて楽しかった。 
 
～みどり会の方感想抜粋～ 
・来て良かったです。若い人との話はすごく

さわやかになります。 
・若い人たちから元気をもらいました。 
 

 
 
 

（５）新聞 de コミュニケーション 
with ヒロ高校生 

 “みどり会”の方との交流会に続き、10 月

３日には、洲本市の姉妹都市であるハワイの

ヒロ高校生が来校するタイミングに合わせ、

ハワイと日本の新聞を介して両国の現状を理

解し、両国の関係を考察する授業を計画した。

なお、この授業は NIE 実践指定校の公開授業

として行った。 
今回の授業のねらいとして、①新聞を介し

た立場の異なる人々との交流、②両国の新聞

の違いに気づく、③新聞から両国の現状を知

る、④他国の新聞に登場する自国の情報を比

較し合うことで、両国の関係性を考察すると

いう 4 点を設定していた。 
特に重視したのは、④の関係性に関する考

察である。他国の新聞は、自国のどのニュース

をどれくらい報道しているのか？他国の新聞

を通じて自国を客観視すると共に、相手国に

とって自国がどのような存在であるのかを生

徒に考えてもらうため、この問いを設定した。 
授業では、洲本高校生３～５人の班にヒロ

高校生１～２人の班を作り、グループワーク

の形をとった。ヒロ高校生はほとんど日本語

を喋ることができないため、生徒も授業者も

英語でコミュニケーションをとりながら授業

を進めた。また、事前にヒロ高校生にはハワイ

の新聞を持参してもらうよう依頼しており、

当日の教材として使用した。 
【授業計画】 

Ⅰ 自己紹介 
Ⅱ 両国の新聞から最大数を探そう 
Ⅲ 新聞を使って“Hot News” 

（話題のニュース）を紹介しよう 
Ⅳ 「アメリカの新聞に出てくる日本」・ 

「日本の新聞に出てくるアメリカを 
探そう」 

Ⅱについては、生徒の緊張を解くために、10
秒間で紙面から最大数を探すゲームを設定し

た。言語の壁があっても、数字を判断すること
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は可能であると考え、生徒に取り組んでもら

った。その際に「ベストスクープ！」の使用を

検討したが準備に間に合わず、代わりにガラ

ス製のおはじきを用意して、見つけた数字の

マークとして使用した。 

 
Ⅲの“Hot News”紹介では、洲本高校生か

らは万博に関するニュースや、ヒロ高校生か

らはアメリカ政府の一部閉鎖に向かう動きな

どが紹介された。 
Ⅳの両国の新聞から関係性を考えるワーク

では、日本の新聞にはアメリカの記事がたく

さん見つかったが、アメリカの新聞からはほ

とんど日本に関する記事を見つけることがで

きなかった。このようなワークを通して生徒

のまとめには、「日本へのアメリカの影響の大

きさを感じる」、「アメリカの存在感が大きい」、

「日本の片思い（アメリカへの）」といった内

容が並んだ。 

 
言語の壁がありながらも、生徒同士の交流

ができ、日米間の新聞比較から考察できたこ

とで、主なねらいは達成できたと感じた。 
 洲本高校生徒のアンケートからは、授業へ

の興味・理解ともにポジティブな回答をえる

ことができた。また、何より、「世の中を知る

ことへの意識が高まりましたか？」という問

いについては８０％以上、「新聞を読むことへ

の意識は高まりましたか？」という問いにつ

いては、７０％以上の生徒が肯定的に答えた。

ヒロ高校生にも同様のアンケートをとったと

ころ、同様の結果となった。 
アンケート結果から、洲本高校生とヒロ高

校生との交流を通じて、互いに新聞を読むこ

と、世の中を知ることについての意識が高ま

ったということがわかった。 
 

 
 
３ 成果と課題 
 2025 年度の取り組みを通じても、生徒が日

常的に新聞を手に取ることを習慣化できてい

ないのが現状である。新聞を読むことによっ

て得られる読解力の向上といった課題は達成

されていないと言わざるを得ない。 

 しかしながら、2025 年度新たに行った取り

組みとして行った新聞を介した交流は、生徒

へ新たな刺激を提供し、生徒の時事問題や新

聞への興味関心を高めるきっかけとなった。 

 今回、他者とつながるツールとしての新聞

の活用方法を見出すことができた。現物の新

聞（記事）を一緒に読みながら交流することで、

異なる世代や文化の壁も乗り越えられるので

はないだろうか。 
 引き続き、生徒の世界を広げられる新聞の

活用方法を模索しながら実践していきたい。 

   

 

は可能であると考え、生徒に取り組んでもら

った。その際に「ベストスクープ！」の使用を

検討したが準備に間に合わず、代わりにガラ

ス製のおはじきを用意して、見つけた数字の

マークとして使用した。 

 
Ⅲの“Hot News”紹介では、洲本高校生か

らは万博に関するニュースや、ヒロ高校生か

らはアメリカ政府の一部閉鎖に向かう動きな

どが紹介された。 
Ⅳの両国の新聞から関係性を考えるワーク

では、日本の新聞にはアメリカの記事がたく

さん見つかったが、アメリカの新聞からはほ

とんど日本に関する記事を見つけることがで

きなかった。このようなワークを通して生徒

のまとめには、「日本へのアメリカの影響の大

きさを感じる」、「アメリカの存在感が大きい」、

「日本の片思い（アメリカへの）」といった内

容が並んだ。 

 
言語の壁がありながらも、生徒同士の交流

ができ、日米間の新聞比較から考察できたこ

とで、主なねらいは達成できたと感じた。 
 洲本高校生徒のアンケートからは、授業へ

の興味・理解ともにポジティブな回答をえる

ことができた。また、何より、「世の中を知る

ことへの意識が高まりましたか？」という問

いについては８０％以上、「新聞を読むことへ

の意識は高まりましたか？」という問いにつ

いては、７０％以上の生徒が肯定的に答えた。

ヒロ高校生にも同様のアンケートをとったと

ころ、同様の結果となった。 
アンケート結果から、洲本高校生とヒロ高

校生との交流を通じて、互いに新聞を読むこ

と、世の中を知ることについての意識が高ま

ったということがわかった。 
 

 
 
３ 成果と課題 
 2025 年度の取り組みを通じても、生徒が日

常的に新聞を手に取ることを習慣化できてい

ないのが現状である。新聞を読むことによっ

て得られる読解力の向上といった課題は達成

されていないと言わざるを得ない。 

 しかしながら、2025 年度新たな取り組みと

して行った新聞を介した交流は、生徒へ新た

な刺激を提供し、生徒の時事問題や新聞への

興味関心を高めるきっかけとなった。 

 今回、他者とつながるツールとしての新聞

の活用方法を見出すことができた。現物の新

聞（記事）を一緒に読みながら交流することで、

異なる世代や文化の壁も乗り越えられるので

はないだろうか。 
 引き続き、生徒の世界を広げられる新聞の

活用方法を模索しながら実践していきたい。 
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定時制高校での NIE 活動 
兵庫県立湊川高等学校  校長  岡  昌秀  

教諭  住本 拓自 

１ はじめに 

本校は神戸市にある１学年２クラス（４学

年のみ１クラス）で生徒数約９０名の定時制

高校です。経済的な理由から、昼間アルバイト

等を行い家計を支えたり、中学校時代に不登

校を経験していたり、基礎学力面で課題があ

るといったような様々な困難を抱えている生

徒が数多くいます。 

そういった現状を踏まえて、2025 年度、大

きく４点のことに重点的に取り組んでいます。 

一つ目は、昨年度から副担任制を導入し、担

任と副担任がクラスを担当することで、生徒

に手厚い支援ができるような体制をつくって

います。 

二つ目は、すべての生徒にわかりやすい授

業を目指し、ユニバーサルデザインの考えに

基づいた授業を行うとともに、「タイムタイマ

ー」をすべての授業教室に設置することで、時

間の管理が行いやすいような環境を整備して

います。 

三つ目は、一人一人の状況や希望に応じて、

学習や生活における困難の改善や克服を目的

とした通級指導の実施、生活する上で日本語

に不安がある生徒に対しての日本語指導の実

施など、生徒の困りごとを解消できるような

指導を行っています。 

四つ目は、新聞の活用です。多くの生徒は新

聞に馴染みがない状況ではありますが、2024、

2025 年度に実践校指定をいただき、新聞を教

育活動に用いた授業改善、授業力向上を目指

して、学校全体で魅力ある授業づくりに取り

組みました。 

 

 

 

各教室に設置している 

タイムタイマー 

(右写真) 

 

 

２ 実践の内容 

（１）NIE 推進プロジェクトチームの結成 

NIE の活動を学校全体で行うため、2024 年

度４月にプロジェクトチームが立ち上げられ、

委員として校長、教頭、および４名の教員が委

員を務めることになりました。 

 

（２）事前アンケートから見る現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の事前アンケートを 2024 年度４月 19

日の４時間目の LHR にて全校生徒を対象に実

施しました。その結果をまとめると、大きく４

定時制高校での NIE 活動

� 兵庫県立湊川高等学校　　校長　　岡　昌秀　

� 教諭　　住本　拓自
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点の現状、課題が見えてきました。 

 

① ８割近くの生徒が、新聞が家にない環境に

あり、なじみがない 

② 新聞に対するマイナスイメージとして、「文

字がたくさんあって読みにくい」、「堅苦し

い」といった回答が複数あった 

③ 時事ニュースを確認する頻度について、半

数以上が週１回以下しか確認していない 

④ 時事ニュースを確認する方法は、生徒の７

割近くがスマホで、SNSから情報を得ている 

 

以上の内容を踏まえて、下記のような目標を

設定しました。 

 

目標 

新聞を通して、世の中の出来事や様々な課題、

多様な考え方に触れることで、新たな「気づき」

を自分の中に発見し、主体的に考え表現し自

ら発信する能力を育成する。 

数値目標 

事前アンケートの質問（６）の質問で、「週に

５日以上確認している」の割合を、２年間で

50％以上にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、この目標を実現するために、プロジ

ェクトチーム内で相談し、３点のことに取り

組むことになりました。 

 

① LHR やコグトレで活用できる新聞を活用

した教材をプロジェクトチームで作成し、

教員間で共有する 

→新聞記事に触れる機会を作ることで、

読み方を習得し、新聞を活用できる力

を身に着ける 

② 職員室前の掲示板に、月に１回ペースで

新聞記事にコメントをつけて掲示する 

→時事ニュースへの興味関心を高める 

③ 新聞を活用した授業を、必要に応じて各

教科で実施する 

→世の中の出来事や課題にふれる機会を

もつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）コグトレ用教材の作成例（「タイトル」） 

・「＠SNS コメの問題」(内容理解、自分の意

見) 

・「AI の法律」(内容理解) 

・「スマホによる斜視」(内容理解、想像力) 

・「ノーベル化学賞」(内容理解、想像力) 

・「春闘」(自分の意見) 

・「少子化」（内容理解、自分の意見） 

・「性教育」（内容理解、自分の意見） 

・「大阪万博クイズで知る今」(興味関心を高

める) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

週６以上

週５以上

週３以上

週１以上

なし
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（４）学年、教科での取り組み例 

２学年 

・３年生の Google Classroom には NHK１分

間ニュースの URL を毎日貼り付けています。 

地歴公民科 

・「公共」の授業で、時事問題として（ロシア

とウクライナ、台湾有事、アメリカによるベネ

ズエラ侵攻、物価高など）定期的に、新聞やニ

ュースの内容を取り上げました。 

理科 

・「科学と人間生活」の授業において、プリン

トで「アルミ缶の再生について」の新聞記事を

提示し、記事の内容について各自が問いに答

えることで授業内容を補いました。「化学基礎」

の授業において「温度のセ氏とカ氏って何」の

新聞記事を提示し、記事の内容について各自

が問いに答えることで授業内容を補いました。 

保健体育科 

・「保健」の時間で、道路交通法改正で、自転

車が飲酒運転の罰則対象になることや、自転

車のながらスマホ運転も罰則対象になること

を説明する際に取り上げました。 

国語科 

・「現代の国語」の時間で、授業中に取り上げ

た「万博」や「ろう者理解に向けてのカフェ」

に関する新聞記事の内容を、考査問題として

も取り上げました。 

 

（５）記者派遣事業 

2025 年９月５日、神戸新聞 NIE・NIB 推進部

シニアアドバイザーの三好正文様と、神戸新

聞報道部記者の津谷治英様にお越しいただき、

３年生沖縄修学旅行の事前学習として、３年

生20名を対象にLHRの時間に出前授業を実施

しました。 

内容は、修学旅行の行先の一つである「旧海

軍司令壕」に関連した、沖縄戦の話を中心に、

沖縄（琉球王国）の歴史や兵庫との関わりにつ

いてお話しいただきました。三好様からは、動

画、スライドを示しながら、琉球王国からの沖

縄の歴史の概要や沖縄戦で多くの兵庫県出身

者が戦火に散り、戦前・戦後を通じて沖縄県と

兵庫県には深いつながりがあるということを

お伝えいただきました。津谷様からは、島田叡

知事のエピソードを、新聞記事をもとに説明

していただきました。 

特に、死を覚悟して赴任し、生命保護に尽力

する話は、生徒の心に大きく残ったようで、沖

縄県と兵庫県にそのような歴史があったこと

を初めて知る生徒がほとんどで、修学旅行に

向けて、意識を高めることができました。 

 

生徒の感想(一部抜粋) 

・今の自分が快適に住めて、生きられている

ことに感謝しなければいけないと感じた。 

 

・沖縄への修学旅行を、ただの観光地巡りと

して楽しむだけではなく、戦争に関する跡地

やサトウキビ畑を見ることで、悲しい過去に

も触れながら過ごしたいと思えました。 

 

・兵庫県と沖縄県には、こんなつながりがあ

ったと初めて知りました。 

 

・戦争の歴史について、詳しく知ることがで

きたのと同時に、観光名所や琉球ガラスなど

の文化についても学ぶことができました。 

 

・また自分で、戦争のことについて調べてみ

ようかなと思いました。 
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３ 今後の課題と展望 

（１）事後アンケートから見る現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）おわりに 

 

 

 

上記のような事後アンケートを2026年１月

16 日の４時間目の LHR にて全校生徒を対象に

実施しました。 

≪分析の一部≫ 

事後アンケート（１）の質問について 

４月の時と比べて、約 30％の生徒が「とて

も増えた」、「少し増えた」を選択しているとい

う点で、成果がありました。その一方、残りの

約 60％の生徒には変化がない、減少している

生徒も少なからずいるという点で、今後の課

題がみえました。 

 

 

 

事後アンケート（５）の質問（数値目標）につ

いて 
数値目標について、事前アンケートでは「週

に５日以上確認している」の割合が 17.6％で

した。今回の事後アンケートの結果、その割合

が 21％に上がっており、成果が見られました。 

しかし、目標の 50％には届かなかったこと

は、今後の課題です。今後も様々な場面で、時

事ニュースを取り入れた活動を継続する必要

があります。また、「全く確認していない」の

割合が27.5％から19.3％に減少したことも大

きな成果でした。これまでの２年間で継続的

に活動してきた結果だと考えられるため、今

後に向けての励みにしていきたいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）今後に向けて 

事後アンケートの結果を受けて、引き続き

以下の２点に重点を置いて、活動を行ってい

きたいと考えています。 

 

①これまで作成してきたコグトレ教材を、引

き続き活用し、新聞に触れる機会を設ける。 

 

②各授業で、新聞などを積極的に活用し、時事

ニュースの確認を促す指導を継続する。 
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても増えた

少し増えた

変わらない

少し減った

とても減った
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新聞を多くの人に読んでもらうために 
クラーク記念国際高等学校クラークスマート芦屋  校長  加藤 寛之 

教諭  山千代 智也 

１ はじめに 
 本校は、全国各地にキャンパスを持つ広域

通信制高校である「クラーク記念国際高等学

校」の芦屋キャンパスである「クラークスマー

ト芦屋」といい、全校生徒約 180 名いる学校

である。オンライン授業と対面授業の中から

登校日数を自由に選択し、なりたい自分に必要

な知識やスキルを身につけ、自分らしい人生を

描ける＝「ジブンデザイン」を教育理念とし、自

律的学習者の育成を目指している。 

 今までは全日型コースである「専修学校クラ

ーク高等学院芦屋校」で取り組みを行っていた

が今回から、毎日は通わない生徒に対して「ど

のように新聞を触れることができるか」をテー

マに設定し、月曜日１時間目・２時間目の「キャ

リア探究Ⅲ」の中で取り組みを実施した。 

 

２ 実践の内容 

（1）閲覧コーナーの設置 

 ５月・６月と 10 月・11 月に、朝日新聞・毎

日新聞・日本経済新聞・産経新聞・神戸新聞の

５紙にプラスして新たに英字新聞として

THE JAPAN NEWS をいれた６紙を提供し

ていただいた。校舎の玄関前に毎日設置し、新

聞を手にとって読んでもらう機会を作るとと

もに、授業等で活用できるような環境整備を

おこなった。 
 特に英字新聞に関してはなかなか触れる機

会もなく、生徒にも新鮮に映り、記事に書かれ

ている英語を一生懸命に読んでいる様子が見

受けられた。しかし最初は物珍しさに新聞を

手に取る生徒がいたものの、日を追うごとに

活用する生徒が減っていった。玄関横という

ことでなかなか素通りしてしまうことが多く、

多くの人に読んでもらうといった当初のテー

マから少し距離が遠くなっているように感じ

た。そこで授業を受講している生徒から代表

４人を選出した。選出した４人が中心となり、

はじめにどの程度現在新聞が読まれているか

をテーマに学校の一大行事である「文化祭」と

全国各地にキャンパスを構えているスケール

メリットを生かし、文化祭の来場者と全国の

クラークの生徒を対象にアンケートを実施し

た。 

（2）アンケートから分かる調査結果 
 文化祭の来場者と全国のクラークの生徒 91

名を対象にアンケートを実施した。以下がそ

のアンケート結果である。（全９問） 
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図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 図１～図３は対象者91名についてのアンケ

ートの回答結果である。特に図２では「日頃、

国内や国外の様々な情報（ニュース）をどのよ

うな方法で入手していますか？」といった回答

に対して何かしらの形で新聞を利用している

割合は 26人と全体で 28.5％の割合にとどまっ

た。その一方で新聞を家でとっている割合は

63.7％になっている。インターネットなどで手

軽にニュースが手にとることができる世の中

になっている中でまだ６割以上の家庭で新聞

をとっているということが明らかになった。 

 図４では新聞を取っている家庭の中で１か

月間どのくらい新聞を読んでいるかといった

ものである。新聞を読む人の割合は７割であり、

多くの家庭が新聞を読んでいるといったこと

がこの調査からわかった。 

図４ 

 
 
 
 
 
 
 
 その一方で新聞をとっていない人からどう

すれば新聞を読んでもらえるかといった回答

を募ったところ、以下のような回答があった。

（抜粋） 

・サイズを片面がＡ４サイズくらいに小さく

する 

・若者の感心する内容を多くする 
 

・ネット新聞をもっと普及させる 
以上のような回答からも興味をもっと引くべ

きといった内容があるのと、ネット新聞の普

及が回答としてあった。紙面の中に若者が関

心を呼ぶような内容ということは特に高校生

に多く寄せられた。 
 このアンケート結果から改めて新聞の有用

性や効果を高校生に知ってもらうべく、記者

を派遣した講演会をしたいという声が生徒か

らあがった。そこで「メディアリテラシーとフ

ァクトチェック」をテーマに兵庫県 NIE 推進

協議会事務局長網麻子氏を講師として学校行

事を行った。 
 
（3）記者派遣 
 学校行事として、「メディアリテラシーとフ

ァクトチェック」をテーマに生徒 21 名を対象

に授業を行った。 

 実際の授業では新聞を使ったワークを行い、

新聞やテレビなど複数の情報源を持つことの

大切さや、新聞が「記者らがその時点でできる

限り事実確認した正確なニュースを載せてい

る」ということをお話しされた。 
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 以下は授業を行った生徒の感想である。 
・私は、フェイクニュースに出会い、自分自身

が被害にあったケースはありませんが、今後

フェイクニュースに自分が巻き込まれてしま

う可能性があるかもしれません。その際、今日

学んだ「発信源を確認する」「根拠を確認する」

「関連情報を確認する」というのを意識して

日々生活していこうと思いました。 
・情報のファクトチェックが必要だったり、

ファクトチェックをファクトチェックするこ

とが必要になってきていたりするのではない

かと感じる。 
・新聞ができるまでの過程や、新聞と SNS の

信頼度の違いについて詳しく知れて面白かっ

た。 
（4）生徒によるまとめ・探究活動へ 
「キャリア探究Ⅲ」の授業の総まとめとして、

今回テーマとして設定した「新聞を多くの人

に読んでもらうために」について生徒自身が

探究し、その成果をパワーポイントにまとめ

るといった作業を最後に授業として行った。 
（2）で紹介した文化祭で実施したアンケー

トをもとに、生徒自らが問いを設定し、その問

いから考えられる結論を生徒自身の手で導き

出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の探究では新聞の購読率が低下してお

り、近年進行している新聞購読率の低下、特に

若年層における「活字離れ」という課題に着目

し、その背景と影響について分析し。年代別の

データから、新聞購読率が年々減少している

現状が示されており、これが教育面にも影響

を及ぼしている可能性が指摘されている。そ

の上で、新聞を教育に活用する取り組みであ

る NIE（Newspaper in Education）に注目し、

新聞が読解力・表現力・思考力といった基礎的

な学力の向上に寄与することが示されている。

実際に、新聞を読む生徒と読まない生徒との

間で学力差が見られる点も強調されている。 

さらに、新聞の価値を再評価する観点から、

①購読形態の柔軟化（サブスクリプション化）、

②教育的価値の再定義（教材としての活用）、

③アーカイブとしての価値（情報の保存性・信

頼性）の３点を改善策として提案する形をと

っている。 

① 購読形態の柔軟化についてでは、従来の

紙媒体中心の定期購読は、費用面や利用

習慣の観点から、特に若年層にとってハ

ードルが高いという課題がある。この課

題に対しては、月額数百円程度で利用可

能な学割サブスクリプションの導入や、

必要な記事のみを閲覧できる記事単位課

金（マイクロペイメント）の仕組みが有

効であると考えられる。また、学校単位

で新聞社と契約し、生徒が無料でデジタ

ル版を利用できる環境を整備することも

重要である。さらに、LINE や専用アプリ

を活用したニュース配信により、日常的

にニュースに触れる機会を創出すること

や、紙媒体とデジタル版を組み合わせた

ハイブリッド型の購読形態を導入するこ

とで、多様なニーズに対応することが求

められる。 

② 教育的価値の再定義についてでは、新聞

は単なる情報媒体としてではなく、読解

力や表現力、思考力を育成する教材とし

ての価値を有している。この価値を最大

限に活用するためには、授業内での活用

を日常化することが重要である。例えば、

「朝の 5 分新聞」として記事の要約と簡

単な意見記述を行う活動や、新聞記事を

基に社会問題を探究する学習活動が考え

られる。また、同一テーマについて複数
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の新聞記事を比較し、視点や論調の違い

を分析することで、批判的思考力を養う

ことができる。さらに、記事をもとに要

約や意見、反論を記述する活動は、記述

力の向上にも寄与する。加えて、新聞記

事を通して職業や企業、社会課題に触れ

ることで、キャリア教育との接続も可能

となる。 

最後に、③アーカイブとしての価値について

である。インターネット上の情報は容易に更

新・削除が可能であり、情報の信頼性という点

で課題がある。一方で、新聞は紙媒体として情

報が保存されるため、長期的に安定した情報源

としての価値を持つ。この特性を活かし、授業

においてはインターネット記事と新聞記事を

比較し、情報の信頼性や根拠の違いを分析する

活動が有効である。また、生徒が特定のテーマ

に関する新聞記事を収集・整理するスクラップ

学習や、社会問題を長期的に追跡する学習活動

を通して、情報の変遷を理解することができる。

さらに、学校内で記事を蓄積し共有することで、

独自のアーカイブを構築することも考えられ

る。これらの取り組みは、フェイクニュースへ

の対応力を含めた情報リテラシーの育成にも

つながる。 

 

３ 成果と今後の課題 
 年間を通して、「新聞を多くの人に読んでも

らうために」というテーマのもと、生徒自身が

新聞の現状や課題、今後の可能性について考

える探究活動を行ってきた。本活動において

は、新聞購読率の低下や若年層の活字離れと

いった社会的課題に着目しながら、新聞の持

つ価値や役割について、生徒が主体的に調査

し、意見をまとめ、発表する姿が見られた。特

に、本テーマに対して意欲的に取り組み、最後

まで探究活動を進めてくれた４名の生徒には、

改めて感謝の意を表したい。限られた活動時

間の中でも、自分たちなりの視点を持ち、新聞

の価値を再検討しようとする姿勢は非常に意

義深いものであった。 
また、本実践は生徒にとっての学びだけで

なく、教員にとっても多くの示唆を得る機会

となった。本校は通信制高校であり、生徒が通

学日数を選択するというコースの特性上、全

員に対して同じタイミング・同じ密度で働き

かけることが難しい。そのため、「新聞の有用

性をどのように伝えるか」「新聞を読む意義や

意味をどのように実感させるか」という点に

ついて、改めて考え直す契機となった。日常的

に新聞に触れる習慣が薄れている生徒に対し

て、単に新聞を読むよう促すだけではなく、な

ぜそれが必要なのか、どのような力につなが

るのかを、より具体的に示していく必要があ

ると感じた。 
今後の継続課題としては、まずこの「教育的

価値」と「アーカイブとしての価値」という二

つの観点を、どのように授業や探究活動の中

に具体的に取り入れていくかを検討していく

必要がある。単発的に新聞を扱うのではなく、

継続的な活動の中で位置づけ、生徒がその有

用性を実感できるような工夫が求められる。

また、生徒自身にとって意義のある探究活動

とするためには、テーマ設定の段階から十分

に精査を行うことも重要である。生徒の実態

や関心、学習環境に応じて、無理なく取り組む

ことができ、かつ社会的意義や学習効果のあ

るテーマを設定することが、探究の質を左右

すると感じている。 
 

今回の実践を通して、新聞という題材は、現

代社会の課題と教育の課題の両方を考えるこ

とができる有効なテーマであると改めて実感

した。次年度に向けては、本年度の成果と課題

を踏まえながら、生徒がより主体的に取り組

み、学びの深まりを実感できるような探究活

動へと発展させていきたい。そのためにも、新

聞の価値を生徒にどう伝えるか、どのような

活動設計であれば学びにつながるかを意識し

ながら、引き続き実践を重ねていきたい。 
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の価値を再検討しようとする姿勢は非常に意

義深いものであった。 
また、本実践は生徒にとっての学びだけで

なく、教員にとっても多くの示唆を得る機会

となった。本校は通信制高校であり、生徒が通

学日数を選択するというコースの特性上、全

員に対して同じタイミング・同じ密度で働き

かけることが難しい。そのため、「新聞の有用

性をどのように伝えるか」「新聞を読む意義や

意味をどのように実感させるか」という点に

ついて、改めて考え直す契機となった。日常的

に新聞に触れる習慣が薄れている生徒に対し

て、単に新聞を読むよう促すだけではなく、な

ぜそれが必要なのか、どのような力につなが

るのかを、より具体的に示していく必要があ

ると感じた。 
今後の継続課題としては、まずこの「教育的

価値」と「アーカイブとしての価値」という二

つの観点を、どのように授業や探究活動の中

に具体的に取り入れていくかを検討していく

必要がある。単発的に新聞を扱うのではなく、

継続的な活動の中で位置づけ、生徒がその有

用性を実感できるような工夫が求められる。

また、生徒自身にとって意義のある探究活動

とするためには、テーマ設定の段階から十分

に精査を行うことも重要である。生徒の実態

や関心、学習環境に応じて、無理なく取り組む

ことができ、かつ社会的意義や学習効果のあ

るテーマを設定することが、探究の質を左右

すると感じている。 
 
今回の実践を通して、新聞という題材は、現

代社会の課題と教育の課題の両方を考えるこ

とができる有効なテーマであると改めて実感

した。2026年度に向けては、2025年度の成果と

課題を踏まえながら、生徒がより主体的に取

り組み、学びの深まりを実感できるような探

究活動へと発展させていきたい。そのために

も、新聞の価値を生徒にどう伝えるか、どのよ

うな活動設計であれば学びにつながるかを意

識しながら、引き続き実践を重ねていきたい。 

―　105　―



 
 
 
【兵庫県 NIE 推進協議会独自認定校】 

   

 

ライフデザインをすることができる 
～新聞記事を調べて、これから起こることを予想する・備える～ 

神戸大学附属中等教育学校  校長  髙木 勝久 
教諭  金田 理子   

１ はじめに 
本校は、2024 年度より NIE 実践指定校とし

て活動を開始した。神戸市の中でも、周りを緑

に囲まれた自然豊かな高台に校舎があり、グ

ラウンドや校舎から神戸の街を一望できる環

境にある。生徒は、１年（中学１年）～６年（高

校３年）までの６学年がいる６年間の一貫教

育を行っている中等教育学校である。生徒は

個性あふれる人材が多く、【見つける、調べる、

まとめる、発表する】学習を６年間継続して、

KP（Kobe プロジェクト）の実践を行っていて、

卒業時には 18000 字に及ぶ論文を完成させる

ことになっている。毎年、新しい課題を設定す

る生徒もいれば、複数年の間、同じ課題設定を

する生徒もいる。よって、課題となるテーマを

見つける、調べる、まとめる、発表することに

は学年が上がることに慣れている作業ではあ

る。しかし、今回授業実践を行った３年生は個

人研究にまだまだ慣れていないこともあって、

新聞のみならず、しっかりと資料を使った調

べ学習の経験が少ないため、どのように新聞

を読むことを授業に取り入れて、実践を進め

ていこうか悩んだ。 

今回の授業実践をする前に、これまでの２

年間で個々に作成した新聞をもとに発表を行

ってきた。担当者として、新聞を作成するだけ

でなくさらに卒業生の協力を得て、現役アナ

ウンサーから話し方、発表のしかたを学ばせ

た。それ以前は神戸新聞 NIE・NIB 推進部の三

好正文シニアアドバイザーの講義を聞いて、

課題の見つけ方、調べ方、新聞形式のまとめ方

について学習を行った。 

 
 

２ 実践の内容 
⑴この単元を実践するきっかけ 
１・２年生の２年間、課題の見つけ方、調べ

方、まとめ方、発表のしかた、について学習し

てきたので、３年生としての集大成として、何

ができるか考えた。新聞記事をどのように使

うかを考えた。家庭科という教科での取り組

みで、少ない学習時間でのカリキュラムを大

きく変更することは難しく、現状の家庭科で

の取り組みで新聞記事をどのように扱うか考

えた。 
 
⑵本校のカリキュラムの中での実践 
本校では、例年中学校３年の家庭科で、学習

のまとめとして、“自分のライフデザインを考

える”という単元を行っている。これは、高校

の家庭基礎の範囲である、これまでの自分を

振り返り、これからの自分はどうなりたいか

を考える学習である。その学習の中で、自分に

かけられたお金、進路や就職をするときの選

択、大人になるにつれていろいろなトラブル

に巻き込まれた時はどうするのか、など様々

なライフイベントについて学ぶのである。生

徒はこれからの人生について、中等教育学校

を卒業した後は・・・ぐらいのところまでも考

える機会が少なく、ましてや就職、結婚、親に

なること、自分の親の介護などずっとずっと

先の未来を真面目に考えたことがほぼない。

その事実を知ったときに、“ここで新聞記事か

ら知る、調べる、理解する”を使おうと考えた。

出会ったことがないこと、経験したことがな

いことを新聞記事で“知る、調べる、理解する

ことができると思ったからである。 
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ライフデザインをすることができる 
～新聞記事を調べて、これから起こることを予想する・備える～ 

神戸大学附属中等教育学校  校長  髙木 勝久 
教諭  金田 理子   

１ はじめに 
本校は、2024 年度より NIE 実践指定校とし

て活動を開始した。神戸市の中でも、周りを緑

に囲まれた自然豊かな高台に校舎があり、グ

ラウンドや校舎から神戸の街を一望できる環

境にある。生徒は、１年（中学１年）～６年（高

校３年）までの６学年がいる６年間の一貫教

育を行っている中等教育学校である。生徒は

個性あふれる人材が多く、【見つける、調べる、

まとめる、発表する】学習を６年間継続して、

KP（Kobe プロジェクト）の実践を行っていて、

卒業時には 18000 字に及ぶ論文を完成させる

ことになっている。毎年、新しい課題を設定す

る生徒もいれば、複数年の間、同じ課題設定を

する生徒もいる。よって、課題となるテーマを

見つける、調べる、まとめる、発表することに

は学年が上がることに慣れている作業ではあ

る。しかし、今回授業実践を行った３年生は個

人研究にまだまだ慣れていないこともあって、

新聞のみならず、しっかりと資料を使った調

べ学習の経験が少ないため、どのように新聞

を読むことを授業に取り入れて、実践を進め

ていこうか悩んだ。 

今回の授業実践をする前に、これまでの２

年間で個々に作成した新聞をもとに発表を行

ってきた。担当者として、新聞を作成するだけ

でなくさらに卒業生の協力を得て、現役アナ

ウンサーから話し方、発表のしかたを学ばせ

た。それ以前は神戸新聞 NIE・NIB 推進部の三

好正文シニアアドバイザーの講義を聞いて、

課題の見つけ方、調べ方、新聞形式のまとめ方

について学習を行った。 

 
 

２ 実践の内容 
⑴この単元を実践するきっかけ 
１・２年生の２年間、課題の見つけ方、調べ

方、まとめ方、発表のしかた、について学習し

てきたので、３年生としての集大成として、何

ができるか考えた。新聞記事をどのように使

うかを考えた。家庭科という教科での取り組

みで、少ない学習時間でのカリキュラムを大

きく変更することは難しく、現状の家庭科で

の取り組みで新聞記事をどのように扱うか考

えた。 
 
⑵本校のカリキュラムの中での実践 
本校では、例年中学校３年の家庭科で、学習

のまとめとして、“自分のライフデザインを考

える”という単元を行っている。これは、高校

の家庭基礎の範囲である、これまでの自分を

振り返り、これからの自分はどうなりたいか

を考える学習である。その学習の中で、自分に

かけられたお金、進路や就職をするときの選

択、大人になるにつれていろいろなトラブル

に巻き込まれた時はどうするのか、など様々

なライフイベントについて学ぶのである。生

徒はこれからの人生について、中等教育学校

を卒業した後は・・・ぐらいのところまでも考

える機会が少なく、ましてや就職、結婚、親に

なること、自分の親の介護などずっとずっと

先の未来を真面目に考えたことがほぼない。

その事実を知ったときに、“ここで新聞記事か

ら知る、調べる、理解する”を使おうと考えた。

出会ったことがないこと、経験したことがな

いことを新聞記事で“知る、調べる、理解する

ことができると思ったからである。 
 

ライフデザインをすることができる

～新聞記事を調べて、これから起こることを予想する・備える～

� 神戸大学附属中等教育学校　　校長　　髙木　勝久

� 教諭　　金田　理子
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⑶生徒たちの反応に変化が・・・ 
最初は遠い未来のことを考えることはなか

なか難しかったようだ。しかし、こんな人にな

りたい、こんな仕事がしたい、こんな老後が送

りたい、などどんどん自分の気持ちを書くう

ちに小集団ごとに話し合えたりすることで、

夢や希望を書き表せるようになった。次に、も

しこの夢や希望がかなわない時はどう立ち直

ろうか？これであきらめて良いのか？という

質問を投げかけてみた。阪神・淡路大震災から

立ち直った街・人たちのニュースを調べ始め

た生徒がいた。東日本大震災からどのように

街は人や復興していこうとしているのか、調

べる生徒が出てきた。『その時に使える保険が

あるのか』、『立ち直るにはお金が必要だよね』、

など生徒たちから口々にいろいろな考えや意

見が出てきた。ここからは、こちらが心配する

ことなく、『こんな時にはどうしているのか』，

『海外ではどうなってるのか』、『今まで知ら

なかったことをどんどん新聞記事で調べてい

こう』という生徒が増えた。新聞記事は、記者

の方の個性がでることがメリットにもデメリ

ットにもなるが、生徒にとっては『記事は端的

に事実がまとめられていてわかりやすい』と

評判だった。それも手伝ってか、調べ学習がど

んどん進んだ。また、そこからどう立ち直って

いくのかという『解決策』のようなものが書い

てある記事、自分はどのようにトラブルや困

難に立ち向かい、解決できるか、立ち直れるか

のヒントが書いてある記事を探すようになり、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の生き方や考え方に影響を与えるような

記事を探すようになった。 
 

※ライフデザインをする、一つ一つの枠に

細かく予想した生徒もいれば、ざっくりと未

来を考えた生徒がいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※３つの時代に区切ってリスク（起こって

ほしくないこと、起こったらお金がかかる、痛

みや苦しみを伴う）を考えさせた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※生徒が予想したリスクについて新聞記事

を使って調べた。リスクの詳しい内容と、その

時にどんなことに困るか、どのように立ち直

ることができるのか、どのような備えをして

おけば良いかを理解することができた。 
 

『生徒のワー『生徒のワークシート ③』

『生徒のワークシート ②』

『生徒のワークシート ①』
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 ⑷発表に向けて 

『クラス発表前に、小集団ごとに発表 ①』 

 
『クラス発表前に、小集団ごとに発表 ②』 

『クラス発表前に、小集団ごとに発表 ③』 

『クラス発表前に、小集団ごとに発表 ④』 
 
 上の写真からもわかるように、本校では、４

人で１グループの小集団活動が様々な学習に

取り入れられている。クラスで発表する前の

リハーサルを兼ねて、クラスでの発表に向け

て修正を行う生徒もいる。小集団内での発表

時に、互いにアドバイスをしてクラス内発表

でさらに良い発表になるようにする、また、大

勢の前で発言がしにくい生徒も、少人数での

発表を先に行うことでグループ内での意見や

アドバイスを受けて、自信をもってクラス内

での発表を行うことができるというメリット

がある。 
 
 ⑸クラスでの発表 
 クラス内の発表は、本来ならば小集団の代

表だけが行い、10 グループで 10 人の発表に

とどまるのであるが、今回の“ライフデザイン

をすることができる”～新聞記事を調べて、こ

れから起こることを予想する・備える～の単

元では、短時間でも一人一人の発表をクラス

内でした方が良いと考え、少し時間がかかっ

たが全員発表を行った。時間短縮のために事

前に提出させたシートをスクリーンに映して、

生徒は発表に集中できるようにした。必ず質

問か感想を言わせるようにした。 

 
 ⑹生徒の感想 
〇いざこれからの自分の人生をどう生きるか

と言われるとペンが止まったが、あと数年で

成人になり、選択の連続であることが身に染

みました。よく考えて人生設計するのは自分

と向き合う時間になってとても楽しかった。 
〇どんどんＡＩとかが出てきて、逆にこれま

での人生設計でよいのか、とも思った。 
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『ライフデザインの発表振り返りシート』 

※まずは、小集団で発表を行う。その後、クラ

ス内で発表を行う。振り返りは４つの観点で

書かせている。 
 
生徒の感想続き 
〇正直、自分の将来をこんなに考えたことが

なかったので楽しかった。でも、うまくいかな

いこともあると思うので、リスク管理につい

てもしっかり考えておきたいと思った。 
〇まだ、自分の将来のことが考えられなかっ

たが、取り組んでいるうちにしたいことや向

かうべき方向が少しずつ見えてきた。自分の

生き方はこれから変わっていくと思うけど、

その都度自分に向き合っていきたいと思った。 
〇仲間の夢や希望を知ることができて、楽し

かった。 
〇新聞記事にはいろいろなことが端的にまと

めて書いてあるので、欲しい情報が手に入り

やすかった。 
〇失敗した人のコメントなども知ることがで

きて、メンタル面での備えについても考える

ことができた。 
〇詐欺にあったり、トラブルに巻き込まれた

人を助けるための仕組みが国や地方に備わっ

ているので、自分に予期せぬことが起きたら

焦らずに周りに相談しようと思った。 
〇同じような記事を調べたときに、いろいろ

な記者さん（新聞社さん）が、それぞれの視点

で記事を書いているので、いろいろな意見や

考えを参考にすることができた。 
〇幼稚園や小学校で語った夢をこんなに現実

的に詳細に考えられたことが楽しかったです。

リスクを考えているだけでなく、リスクから 
の立ち直り方が重要であるという考えを大切

にしたい。 
 
３ 成果と今後の課題 
生徒にとって、ライフデザインをするとい

うことは、未来、近い未来はこれまでに考えた

ことがあった。しかし、家庭科の授業で行うラ

イフデザインとは、進学、就職で終わらずに、

その後のことまで考えるということである。

結婚や、親になること、そして親が病気になっ

たら、家を建てたら、南海トラフのような大き

な地震や災害が起こったら、自分が病気にな

ったら、という遠い未来のことまで考えたこ

とがなかったので、最初は大変戸惑ったと思

われる。しかし、楽しいことや自夢や希望をど

んどん書いていくにつれ、楽しくなってきた

のだろう、いろいろな年代でやりたいことや

夢を記入できるようになった。 
また、感想にもあるようにリスクという予

想がつかないことを新聞で調べることは生徒

たちの知りたい、理解したいという気持ちを

よりいっそう強めることができた。また、同じ

記事でもいろいろな記者の方の考えを知るこ

とができて、仲間同士で意見交換できている

ことが深い学びにつながった。 
課題としては、調べ学習や発表に時間がか

かるので、計画をしっかりたてて準備してお

かないといけないことがわかった。 
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2025 年度 兵庫県 NIE(教育に新聞を) 

実践発表会 
目 的：新聞記事を使った授業実践発表を聞き、実践例について話し合い、研修・研 

鑽を深める。 
日 時：2026 年２月５日（木）１３時３０分～１６時 (受付１３時) 

会 場：神戸新聞本社 14 階  神戸市中央区東川崎町１－５－７ 

     JR 神戸線「神戸駅」から南へ徒歩約 6 分「高速神戸駅」から南へ徒歩約 10 分 

 

プログラム 

■ 開会挨拶  竹内 弘明 兵庫県 NIE 推進協議会会長 

 

■ 記者講演  「中東取材で見えてきたもの 世界で今何が起きているのか」 

朝日新聞神戸総局 新屋 絵理 記者 

 

■ 実践発表① 「新聞が当たり前にある風景を創る～全校での継続した歩みと、 

ICT・委員会活動への広がり～」 

姫路市立豊富小中学校  川村 かおり教諭 

■ 実践発表② 「だれもが気軽に取り組むことができる新聞の活用法」 

神戸市立雲雀丘中学校  加治 譲二教諭 

■ 実践発表③ 「定時制高校での NIE 活動」 

兵庫県立湊川高等学校  住本 拓自教諭 

 

■ 講  評  兵庫県教育委員会事務局高校教育課指導主事 

  神戸市教育委員会事務局学びの推進課指導主事 

 

[主 催]  兵庫県 NIE 推進協議会 

[後 援]  兵庫県教育委員会 神戸市教育委員会 兵庫県立学校長協会  

兵庫県中学校長会 兵庫県小学校長会 兵庫県私立中学高等学校連合会 

朝日新聞神戸総局 神戸新聞社 産経新聞社神戸総局 日本経済新聞社 

毎日新聞神戸支局 読売新聞神戸総局 共同通信社神戸支局 時事通信社 

 

 

 

 

＊お問い合わせ 兵庫県 NIE 推進協議会 Newspaper in Education(教育に新聞を) 

〒650-8571 神戸市中央区東川崎町 1-5-7 神戸新聞社内

TEL:078-362-7054 FAX:078-362-7424   メール: hyogo-nie@kobe-np.co.jp 

 

2025 年度 兵庫県 NIE(教育に新聞を)実践発表会 チラシ 
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2025 年度 

『兵庫県ＮＩＥ実践報告書』 
－2026 年５月発行－ 

兵庫県ＮＩＥ推進協議会 編 

〒650－8571 

神戸市中央区東川崎町 1－5－7 

神戸新聞社内 

電話 078(362)7054 ファクス 078(362)7424 

E-mail  hyogo-nie@kobe-np.co.jp 

HP  https://www8.kobe-np.co.jp/nie/ 

◇教育に新聞を◇ 
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